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和文概要

張之洞『輶軒語』訳註（三）

坂本具償*1

財木美樹*2

『輶軒語』は、光緒元年（一八七五）、張之洞が三十八歳、提督四川学政の時に院試の受験者や合格者のために執筆

したものである。いかにすれば紳士となれるか、いかにすれば経史子に通じることができるか、いかにすれば考試に合

格できるか、といったことが簡潔に記述されている。本稿では『輶軒語』の語文第三の訳注を収める。科挙試に応じる

にあたっての試験課目である「時文」「試律詩」「賦」「經解」「經文」「策」「古今體詩」「古文駢文」に関する規

則と要領、および字体・書法・避諱字について述べた「字體」からなる。

キーワード

科挙 試験科目 語文

1



張
之
洞
『
輶
軒
語
』
訳
註
（
三
）

坂
本
具
償

財
木
美
樹

は
じ
め
に

本
訳
註
は
前
年
度
の
（
二
）
を
受
け
て
語
文
第
三
の
訳
註
を
収
め
る
。
科
挙
試
に
応
じ
る
に
あ

た
っ
て
の
試
験
課
目
で
あ
る
「
時
文
」「
試
律
詩
」「
賦
」「
經
解
」「
經
文
」「
策
」「
古
今
體
詩
」「
古

文
駢
文
」
に
関
す
る
規
則
と
要
領
、
お
よ
び
字
体
・
書
法
・
避
諱
字
に
つ
い
て
述
べ
た
「
字
體
」

か
ら
な
る
。
今
回
の
部
分
は
語
学
・
文
学
に
関
す
る
専
門
用
語
や
専
門
術
語
が
多
く
、
解
釈
や
訳

が
不
安
な
個
所
も
多
々
あ
り
、
思
わ
ぬ
誤
読
、
誤
訳
、
未
熟
な
と
こ
ろ
も
多
数
あ
る
の
で
、
博
雅

の
士
の
指
教
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

県
試
の
日
程
と
出
題
内
容

県
試
は
知
県
・
知
州
が
、
府
試
は
知
府
が
、
院
試
は
学
政
が
試
験
官
と
な
り
、
主
宰
す
る
。
府

試
も
院
試
も
日
程
や
内
容
は
ほ
ぼ
県
試
と
同
じ
で
あ
る
が
、
時
代
や
県
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
県
試
を
例
と
し
て
挙
げ
、
本
文
理
解
の
一
助
と
す
る
。
科
挙
お
よ
び
八
股
文
に

関
す
る
事
項
は
、
狩
野
直
喜
「
清
朝
制
度
」（『
清
朝
の
制
度
と
文
學
』
み
す
ず
書
房
）、
宮
崎
市
定

『
科
挙
史
』（
東
洋
文
庫470

、
平
凡
社
）、
宮
崎
市
定
『
科
挙
―
中
国
の
試
験
地
獄
』（
中
公
文
庫
）、

商
衍
鎏
『
清
代
科
舉
考
試
述
録
』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聨
書
店
）、
佐
野
公
治
「
科
舉
と
四
書

學
」（『
四
書
學
史
の
研
究
』
創
文
社
）
な
ど
を
参
考
と
し
た
。

○
県
試
（
あ
わ
せ
て
五
場
。
四
場
の
場
合
も
あ
り
）

第
一
場
（
正
場
・
頭
場
）

入
場

点
呼

身
元
確
認

試
巻
受
領

出
題四

書
文
二
篇

五
言
六
韻
試
帖
詩
一
首

試
巻
提
出

出
場

第
二
場
（
招
覆
・
初
覆
・
頭
覆
）

四
書
文
一
篇

五
経
文
一
篇

（
詩
一
首
）

第
三
場
（
再
覆
・
二
覆
）

四
書
文
あ
る
い
は
経
文
一
篇

律
賦
一
篇

五
言
八
韻
試
帖
詩
一
首

第
四
場
（
三
覆
）

時
文

一
二
起
講
あ
る
い
は
両
比
あ
る
い
は
半
篇
を
作
る
の
み

詩
賦

若
干
韻
を
作
る
の
み

経
論
・
駢
文

一
二
段
を
作
る
の
み

第
五
場
（
終
覆
・
末
覆
）

「
聖
諭
廣
訓
」
の
黙
写

凡
例

一
、
本
訳
註
は
張
之
洞
『
輶
軒
語
』
に
対
し
て
訳
註
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
輶
軒

語
』
語
文
第
三
の
訳
註
を
収
め
る
。

一
、
本
訳
註
は
『
愼
始
基
齋
叢
書
』
所
收
の
『
輶
軒
語
』
を
底
本
と
し
、
原
文
と
【
校
記
】【
書
き
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下
し
】【
註
】【
通
釈
】【
書
目
答
問
】
か
ら
成
る
。
底
本
で
は
夾
注
は
小
字
雙
行
で
あ
る
が
、

今
回
は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
た
活
字
と
す
る
。

一
、【
校
記
】
は
『
張
文
襄
公
全
集
』（
文
海
出
版
社
影
印
、
一
九
六
三
・
八
）
所
収
の
『
輶
軒
語
』

（
以
下
、
全
集
本
と
い
う
）
と
の
文
字
の
異
同
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
原
文
と
【
書
き
下
し
】
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
使
用
し
、【
通
釈
】
は
固
有
名
詞
（
人
名
、

書
名
な
ど
）
に
は
旧
字
体
を
使
用
す
る
。

一
、【
書
目
答
問
】
は
、
本
文
に
言
及
さ
れ
た
書
籍
、
人
物
に
関
す
る
著
作
を
『
書
目
答
問
』
か
ら

摘
録
し
た
も
の
で
あ
る
。『
書
目
答
問
』
に
掲
載
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、『
補
正
』（
范
希
曾
編
）

に
あ
る
も
の
は
【
補
正
】
と
し
て
引
用
す
る
。

語
文
第
三

舉
其
有
關
程
試
、
及
時
俗
易
犯
者
、
免
致
良
材
困
學
、
誤
蹈
覆
車
、
徒
遭
擯
棄
而
不
知
也
。
此

篇
説
多
平
淺
、
所
言
皆
切
於
川
省
者
。
先
輩
論
時
文
之
語
極
多
、
不
贅
言
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
一
本
無
小
字
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

【
書
き
下
し
】

語
文
第
三

其
の
、
程
試
に
關
す
る
有
り
、
及
び
時
俗
の
犯
し
易
き
者
を
舉
げ
、
良
材
困
學
、
誤
り
て
覆
車

を
蹈
み
、
徒
ら
に
擯
棄
に
遭
ひ
て
知
ら
ざ
る
に
致
る
を
免
る
る
な
り
。
此
の
篇
の
説
、
多
く
平
淺
、

ふ

い
た
づ

言
ふ
所
皆
川
省
に
切
な
る
者
な
り
。
先
輩
、
時
文
を
論
ず
る
の
語
極
め
て
多
し
、
贅
言
せ
ず
。

【
通
釈
】

語
文
第
三

科
挙
の
試
験
に
関
連
す
る
こ
と
、
お
よ
び
世
間
が
犯
し
や
す
い
こ
と
を
あ
げ
、
才
能
の
あ
る
人

や
苦
学
す
る
も
の
が
転
覆
し
た
車
を
誤
っ
て
踏
み
つ
け
、
む
や
み
に
排
斥
さ
れ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
に
気
づ
か
な
い
こ
と
を
避
け
る
。
こ
の
篇
で
い
う
こ
と
は
、
平
易
な
こ
と
が
多
く
、
述
べ
る
こ
と
は
す
べ

て
四
川
省
に
密
切
な
事
柄
で
あ
る
。
時
文
を
議
論
す
る
先
輩
の
語
は
き
わ
め
て
多
い
の
で
、
余
計
な
こ
と
は
言
わ
な
い
。

一
、
時
文
。

―
―
１
―
―

宜
清
書
理
透
露
、
明
白
曉
暢
。
眞
有
意
義
、
不
勦
襲
。
雅
有
書
卷
、
無
鄙
語
。
有
先
正
氣
息
、
無
油
腔
濫
調
。
正
不
俶

詭
、
不
纖
佻
、
無
偏
鋒
、
無
奇
格
。

四
字
人
人
皆
知
。
然
時
俗
多
誤
解
。
今
特
爲
疏
明
之
。
①

不
惟
制
義
、
卽
詩
古
文
辭
、
豈

能
有
外
於
此
。
今
人
誤
以
庸
腐
空
疎
者
當
之
、
所
謂
謬
以
千
里
者
也
。
俗
論
毎
云
、
某
文
尚

理
法
、
某
文
尚
才
氣
、
某
文
尚
書
卷
、
夫
無
理
無
法
、
尚
何
得
爲
才
氣
。
若
無
才
氣
、
無
書

卷
、
又
安
能
闡
出
義
理
乎
。
②
文
字
之
道
、
根
柢
性
靈
、
闕
一
不
可
。
有
根
柢
則
雅
正
、
有
性
靈
則
淸
眞
。

文
無
性
靈
、
雖
有
卷
軸
詞
藻
、
光
采
不
發
。
文
無
根
柢
、
雖
有
深
思
苦
功
、
不
脱
庸
俗
。
兩
者
倶
無
、
不
得
爲
文
。
③

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
以
上
三
句
、
一
本
作
看
似
老
生
常
談
、
實
則
文
家
極
軌
」
と
い
う

案
語
が
あ
る
。

②
全
集
本
は
「
無
書
卷
、
又
安
能
闡
出
義
理
乎
」
を
「
無
書
卷
、
又
豈
能
闡
出
道
理
哉
」
に
作
る
。

③
全
集
本
に
は
「
文
字
之
道
、
根
柢
性
靈
、
闕
一
不
可
。
有
根
柢
則
雅
正
。
有
性
靈
則
淸
眞
。
文

無
性
靈
、
雖
有
卷
軸
詞
藻
、
光
采
不
發
。
文
無
根
柢
、
雖
有
深
思
苦
功
、
不
脱
庸
俗
。
兩
者
倶

無
、
不
得
爲
文
」
の
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
淸
書
理
透
露
、
明
白
曉
暢
。
眞
意
義
有
り
、
勦
襲
せ
ず
。
雅
書
卷
有
り
、
鄙
語
無
し
。
先
正
の
氣
息
有
り
、

さ
う
し
ふ

油
腔
濫
調
無
し
。
正

俶
詭
な
ら
ず
、
纖
佻
な
ら
ず
、
偏
鋒
無
し
、
奇
格
無
し
。
な
る
べ
し
。

し
ゆ
く

き

せ
ん
て
う
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四
字
、
人
人
皆
知
る
。
然
れ
ど
も
時
俗
多
く
誤
解
す
。
今
特
に
爲
に
之
を
疏
明
す
。
惟
だ
制

た
め

義
の
み
な
ら
ず
、
卽
ち
詩
古
文
辭
、
豈
に
能
く
此
よ
り
外
な
る
こ
と
有
ら
ん
。
今
人
誤
り
て

庸
腐
空
疎
な
る
者
を
以
て
之
に
當
つ
る
は
、
所
謂
「
謬
る
に
千
里
を
以
て
す
る
」
者
な
り
。

あ
や
ま

俗
論
に
毎
に
、「
某
文
は
理
法
を
尚
び
、
某
文
は
才
氣
を
尚
び
、
某
文
は
書
卷
を
尚
ぶ
」
と

つ
ね

た
ふ
と

云
ふ
も
、
夫
れ
理
無
く
法
無
く
し
て
、
尚
ほ
何
ぞ
才
氣
た
る
を
得
ん
。
若
し
才
氣
無
く
、
書

卷
無
く
ん
ば
、
又
安
ん
ぞ
能
く
義
理
を
闡
明
せ
ん
や
。
文
字
の
道
は
、
根
柢
性
靈
、
一
を
闕
く
も
不

い
づ
く

せ
ん
め
い

可
な
り
。
根
柢
有
れ
ば
則
ち
雅
正
、
性
靈
有
れ
ば
則
ち
淸
眞
。
文
に
性
靈
無
け
れ
ば
、
卷
軸
詞
藻
有
り
と
雖
も
、
光
采

發
せ
ず
。
文
に
根
柢
無
け
れ
ば
、
深
思
苦
功
有
り
と
雖
も
、
庸
俗
を
脱
せ
ず
。
兩
者
倶
に
無
け
れ
ば
、
文
爲
る
を
得
ず
。

【
註
】

○
時
文

戦
前
で
は
現
代
中
国
語
を
「
時
文
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
で
い
う
「
時
文
」
と
は

異
な
る
。
時
文
と
は
古
文
に
対
す
る
名
称
で
、
科
挙
の
試
験
に
用
い
ら
れ
た
文
体
を
い
う
。
制

藝
、
制
義
文
、
時
藝
な
ど
と
も
い
い
、『
四
書
』
か
ら
出
題
さ
れ
た
こ
と
か
ら
四
書
文
と
も
い
う
。

ま
た
八
股
形
式
を
用
い
た
文
体
な
の
で
八
股
文
と
も
い
う
。

（
附
）
八
股
文
の
形
式
（
書
物
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
る
）

〈
破
題
〉

二
句
あ
る
い
は
三
句
。
た
い
て
い
対
句
。
題
意
の
説
明
。

〈
承
題
〉

三
、
四
句
、
あ
る
い
は
四
、
五
句
。
題
意
を
明
ら
か
に
す
る
。

〈
起
講
〉

十
句
前
後
。
一
篇
の
綱
領
を
集
約
す
る
。「
意
謂
」「
以
爲
」「
且
夫
」「
嘗
思
」

な
ど
を
冒
頭
に
用
い
る
。

〈
起
二
比
〉（
提
比
）

┌
一
股

四
句
か
ら
七
八
句

└
二
股

〈
中
二
比
〉

┌
三
股

起
二
比
よ
り
長
い
も
の
も
短
い
も
の
も
あ
る

└
四
股

〈
後
二
比
〉

┌
五
股

十
余
句

└
六
股

〈
末
二
比
〉（
束
比
）

┌
七
股

二
三
句
あ
る
い
は
三
四
句

└
八
股

〈
落
下
〉（
收
結
）

一
二
句
。
ま
と
め
。

○
所
謂
「
謬
る
に
千
里
を
以
て
す
る
」

は
じ
め
は
わ
ず
か
な
差
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
後
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
大
き
な
差
と
な
る
た
と
え
。『
大
戴
禮
』
保
傅
篇
に
、

『
易
』
に
曰
く
、
其
の
本
を
正
さ
ば
、
萬
物
理
ま
る
。
之
を
毫
釐
に
失
は
ば
、
之
を
千
里

を
さ

に
差
ふ
。
故
に
君
子
は
始
め
を
愼
し
む
な
り
。（
易
曰
、
正
其
本
、
萬
物
理
。
失
之
毫
釐
、

た
が

差
之
千
里
。
故
君
子
愼
始
也
）

と
あ
る
。

『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
、

春
秋
の
中
、
弑
君
三
十
六
、
亡
國
五
十
二
。
諸
侯
奔
走
し
て
其
の
社
稷
を
保
つ
を
得
ざ
る

者
、
數
ふ
る
に
勝
ふ
可
か
ら
ず
。
其
の
所
以
を
察
し
、
皆
其
の
本
を
失
ふ
の
み
。
故
に
『
易
』

に
曰
く
、
之
を
豪
釐
に
失
は
ば
、
差
ふ
に
千
里
を
以
っ
て
す
。（
春
秋
之
中
、
弑
君
三
十

六
、
亡
國
五
十
二
。
諸
侯
奔
走
、
不
得
保
其
社
稷
者
、
不
可
勝
數
。
察
其
所
以
、
皆
失
其

本
已
。
故
易
曰
、
失
之
豪
釐
、
差
以
千
里
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

清
文
理
は
透
徹
し
、
明
瞭
で
流
暢
で
あ
る
。
真
意
味
が
あ
り
、
剽
窃
し
て
い
な
い
。
雅
書
巻
の
気
が
あ
り
、
下
品
な

言
葉
が
な
い
。
先
正
の
息
吹
き
が
あ
り
、
で
ま
か
せ
が
な
い
。
正
奇
異
で
は
な
く
、
軽
佻
で
は
な
い
、
偏
り
が
な
く
、

奇
抜
な
形
式
が
な
い
。
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
四
字
（
が
大
切
で
あ
る
こ
と)

は
人
々
皆
知
っ
て
い
る
が
、
世
間
で
は
多
く
誤
解
さ
れ

て
い
る
の
で
、
今
こ
こ
で
特
に
説
明
す
る
。
制
義
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
詩
・
古
文
辞
で
あ

っ
て
も
こ
れ
を
逸
脱
す
る
こ
と
は
な
い
。
今
の
人
が
誤
っ
て
陳
腐
で
空
疎
な
こ
と
を
こ
れ
に

あ
て
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
は
じ
め
は
わ
ず
か
な
差
で
あ
っ
て
も
、
最
終
的
に
千
里
も
の
差

と
な
る
」
も
の
で
あ
る
。
俗
論
で
は
つ
ね
に
「
あ
る
文
は
理
法
を
貴
び
、
あ
る
文
は
才
気
を

貴
び
、
あ
る
文
は
書
巻
の
気
を
貴
ぶ
」
と
い
う
が
、
そ
も
そ
も
理
が
な
く
法
が
な
け
れ
ば
、
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ど
う
し
て
才
気
で
あ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
才
気
が
な
く
、
書
卷
の
気
が
な
け
れ
ば
、
ど

う
し
て
義
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
文
章
の
道
は
、
根
柢
と
性
霊
、
ひ
と
つ
と
し
て

缺
い
て
は
な
ら
な
い
。
根
柢
が
あ
れ
ば
雅
・
正
で
あ
り
、
性
霊
が
あ
れ
ば
清
・
真
で
あ
る
。
文
に
性
霊
が
な
け
れ
ば
、

い
く
ら
巻
軸
が
多
く
て
詞
藻
が
豊
か
で
あ
っ
て
も
、
光
采
は
輝
か
ず
、
文
に
根
柢
が
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
深
く
考
え
苦

し
ん
だ
と
し
て
も
、
陳
腐
を
脱
す
る
こ
と
は
な
い
。
両
者
と
も
な
け
れ
ば
、
文
章
と
し
て
成
立
し
な
い
。

―
―
２
―
―

宜
多
讀
書
。
此
下
二
條
爲
根
柢
。
①

讀
書
多
、
則
積
理
富
。
不
看
講
章
、
自
能
解
題
、
題
理
憭
亮
、
文
法
自
合
。
至
於
意
義
精
深
、

詞
華
宏
富
、
因
源
得
流
、
不
勉
而
能
。
多
讀
古
文
、
亦
讀
書
之
一
端
。
②

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

②
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
多
く
書
を
讀
む
べ
し
。
此
の
下
の
二
條
を
根
柢
と
爲
す
。

書
を
讀
む
こ
と
多
け
れ
ば
、
則
ち
積
理
富
む
。
講
章
を
看
ざ
れ
ば
、
自
ら
能
く
題
を
解
し
、

題
理
憭
亮
な
ら
ば
、
文
法
自
ら
合
す
。
意
義
精
深
、
詞
華
宏
富
に
至
り
て
は
、
源
に
因
り

れ
う
り
や
う

て
流
れ
を
得
れ
ば
、
勉
め
ず
し
て
能
く
す
。
多
く
古
文
を
讀
む
も
、
亦
書
を
讀
む
の
一
端
な
り
。

【
註
】

○
講
章

科
挙
に
応
じ
る
文
章
（
八
股
文
）
を
学
ぶ
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
五
経
や
四
書
の
講
義
。

【
通
釈
】

た
く
さ
ん
書
物
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
下
の
二
條
が
根
柢
で
あ
る
。

書
物
を
た
く
さ
ん
読
め
ば
、
蓄
積
さ
れ
た
道
理
が
豊
か
と
な
る
。
講
章
を
み
な
け
れ
ば
、
お

の
づ
と
（
出
題
さ
れ
る
）
題
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
題
の
意
味
が
明
ら
か
で
あ

れ
ば
、
文
法
は
お
の
づ
と
合
致
す
る
。
内
容
の
深
さ
、
言
葉
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
は
、
源
に

さ
か
の
ぼ
り
流
れ
が
理
解
で
き
れ
ば
、
努
力
し
な
く
て
も
お
の
づ
と
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
く
さ
ん
古
文
を
読
む
こ
と
も
、
書
を
読
む
端
緒
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

―
―
３
―
―

宜
學
先
正
。

經
史
爲
文
章
根
柢
、
名
大
家
爲
墨
卷
根
柢
。
①

欽
定
四
書
文
、
卽
根
柢
也
。
學
到
固
不
易
、

稍
得
其
骨
力
氣
息
、
爲
益
卽
已
無
窮
。
卽
使
初
學
不
解
、
作
秀
才
後
、
必
宜
（
深
）〔
探
〕
②
討
。
他
日
通

籍
衡
文
、
主
講
教
士
、
遇
有
高
文
、
方
能
識
別
、
免
致
屈
高
材
貽
譏
訕
也
。
③

選
本
甚
夥
、
要
以
老
輩
所
選

者
勝
。
爲
舉
業
計
、
名
稿
須
讀
發
揚
者
、
墨
卷
須
讀
淸
楚
者
。
如
呉
蘭
陔
、
④

梁
省
吾
、
許
玉

叔
、
周
筱
村
諸
家
選
本
、
皆
好
、
不
能
盡
舉
。
以
此
例
求
之
、
淺
薄
小
巧
者
不
足
學
。
名
家
專

稿
宜
渉
獵
。
隨
其
所
喜
看
之
。
周
選
卽
制
義
靈
樞
、
川
省
坊
閒
多
有
、
甚
好
。
⑤

先
輩
恒
言
、
時
文
家
須
胸
中
有
熟
文
三
千
首
、
自
然
能
文
。
亦
猶
揚
子
雲
讀
千
賦
乃
能
工
賦

之
説
也
。
今
人
縱
不
能
如
此
、
至
少
亦
須
渉
獵
千
餘
篇
、
爛
熟
數
百
首
。
若
并
此
無
之
、
難

矣
。

舉
業
家
毎
謂
、
經
史
子
集
、
無
關
時
文
、
方
家
文
字
、
不
宜
場
屋
。
但
讀
浮
濫
時
墨
、
展
轉

摹
效
、
此
時
文
體
卽
已
甚
敝
、
愈
趨
愈
下
、
將
來
必
致
一
書
不
知
、
文
亦
不
可
爲
文
、
人
人

皆
沒
字
碑
矣
、
大
爲
學
校
之
憂
也
。
諸
生
此
時
爲
學
爲
教
、
異
日
身
執
文
柄
、
普
望
努
力
挽

囘
、
卽
是
有
功
世
教
。
文
題
割
裂
經
語
、
令
甲
所
禁
、
試
場
閒
有
出
此
等
題
者
。
應
試
不
能
不
學
、
諸
生
身
爲

試
官
日
、
幸
勿
以
此
發
題
。
⑥

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
一
本
無
此
二
句
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

②
「
深
」

全
集
本
に
従
っ
て
「
探
」
に
改
め
る
。
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③
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
自
欽
定
四
書
文
以
下
二
十
七
字
、
一
本
作
精
粹
正
大
無
過
欽
定
四

書
文
、
時
文
家
不
讀
此
者
、
門
外
漢
也
。
此
爲
時
文
根
柢
。
萬
不
可
視
爲
迂
談
。
其
名
大
家
專

稿
、
亦
宜
探
討
渉
獵
世
閒
時
文
云
云
、
無
夾
注
小
字
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

④
全
集
本
は
こ
の
下
に
「
李
秬
香
」
の
三
字
多
し
。

⑤
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
一
本
小
字
作
時
文
亦
忌
險
怪
、
然
近
人
亦
無
能
爲
此
體
者
。
故
不

必
申
禁
。
與
此
不
同
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

⑥
全
集
本
は
「
文
題
割
裂
經
語
、
令
甲
所
禁
。
試
場
閒
有
出
此
等
題
者
。
應
試
不
能
不
學
。
諸
生

身
爲
試
官
日
、
幸
勿
以
此
發
題
」
の
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
先
正
を
學
ぶ
べ
し
。

經
史
は
文
章
の
根
柢
と
爲
し
、
名
大
家
は
墨
卷
の
根
柢
と
爲
す
。『
欽
定
四
書
文
』
は
卽
ち

根
柢
な
り
。
學
到
る
は
固
よ
り
易
か
ら
ず
、
稍
や
其
の
骨
力
氣
息
を
得
る
は
、
益
を
爲
す
こ

と
卽
ち
已
だ
窮
ま
り
無
し
。
卽
ひ
初
學
を
し
て
解
せ
ざ
ら
し
む
る
も
、
秀
才
と
作
り
て
後
、
必
ず
宜
し
く
探

は
な
は

き
は

た
と

な

討
す
べ
し
。
他
日
、
通
籍
し
て
文
を
衡
り
、
主
講
も
て
士
を
教
へ
、
高
文
有
る
に
遇
ひ
、
方
め
て
能
く
識
別
す
れ
ば
、

は
か

は
じ

高
材
を
屈
し
、
譏
訕
を
貽
る
を
致
す
を
免
る
る
な
り
。
選
本
甚
だ

夥

し
、
要
ず
老
輩
選
ぶ
所
の
者
を

お
く

お
び
た
だ

か
な
ら

以
て
勝
る
。
舉
業
の
爲
に
計
れ
ば
、
名
稿
は
須
く
發
揚
せ
る
者
を
讀
む
べ
し
、
墨
卷
は
須
く

た
め

淸
楚
な
る
者
を
讀
む
べ
し
。
呉
蘭
陔
、
梁
省
吾
、
許
玉
叔
、
周
筱
村
の
諸
家
の
選
本
の
如
き
は
、

皆
好
し
、
盡
く
は
舉
ぐ
る
能
は
ず
。
此
の
例
を
以
て
之
を
求
む
れ
ば
、
淺
薄
小
巧
な
る
者
は

學
ぶ
に
足
ら
ず
。
名
家
の
專
稿
は
宜
し
く
渉
獵
す
べ
し
。
其
の
喜
ぶ
所
に
隨
ひ
て
之
を
看
よ
。
周
選
卽
ち
『
制
義

靈
樞
』
は
、
川
省
に
は
坊
閒
に
多
く
有
り
、
甚
だ
好
し
。

先
輩
恒
に
「
時
文
家
は
須
く
胸
中
に
熟
文
三
千
首
を
有
す
べ
く
ん
ば
、
自
然
に
文
を
能
く
す
」

と
言
ふ
。
亦
猶
ほ
揚
子
雲
、「
千
賦
を
読
み
て
乃
ち
能
く
賦
に
工
な
り
」
の
説
の
ご
と
き
な

た
く
み

り
。
今
人
縱
ひ
此
の
如
く
な
る
能
は
ざ
る
も
、
至
少
く
と
も
亦
須
く
千
餘
篇
を
渉
獵
し
、
數

た
と

す
く
な

百
首
に
爛
熟
す
べ
し
。
若
し
此
れ
に
并
せ
て
之
れ
無
け
れ
ば
、
難
し
。

舉
業
家
毎
に
「
經
史
子
集
は
時
文
に
關
す
る
無
し
、
方
家
の
文
字
は
場
屋
に
宜
し
か
ら
ず
」

つ
ね

よ
ろ

と
謂
ふ
。
但
だ
浮
濫
の
時
墨
を
讀
み
、
展
轉
摹
效
す
る
の
み
に
て
は
、
此
の
時
、
文
體
は
、

卽
ち
已
だ
甚
だ
敝
れ
、
愈
い
よ
趨
れ
ば
愈
い
よ
下
り
、
將
來
必
ず
一
書
も
知
ら
ざ
る
に
致

は
な
は

や
ぶ

り
、
文
も
亦
文
た
る
可
か
ら
ず
、
人
人
皆
没
字
碑
に
し
て
、
大
い
に
學
校
の
憂
ひ
と
爲
る
な

り
。
諸
生
、
此
の
時
、
學
を
爲
し
教
へ
を
爲
し
、
異
日
、
身
、
文
柄
を
執
り
、
普
く
努
力

と

あ
ま
ね

挽
囘
を
望
む
は
、
卽
ち
是
れ
世
教
に
功
有
り
。
文
題
に
經
の
語
を
割
裂
す
る
は
、
令
甲
の
禁
ず
る
所
な
る

も
、
試
場
に
閒
ま
此
ら
の
題
を
出
だ
す
者
有
り
。
試
に
應
ず
る
に
は
學
ば
ざ
る
能
は
ざ
る
も
、
諸
生
、
身
、
試
官
と
爲

ま

る
の
日
、
幸
ひ
に
し
て
此
を
以
て
題
を
發
す
る
こ
と
勿
れ
。

【
註
】

○
墨
卷

郷
試
・
會
試
の
時
に
受
験
者
が
墨
書
し
た
答
案
を
い
う
。

○
『
欽
定
四
書
文
』

『
欽
定
四
書
文
』
四
十
一
卷
。
方
苞
奉
敕
編
。

○
舉
業

科
挙
考
試
に
応
じ
る
た
め
の
学
問
。
も
っ
ぱ
ら
八
股
文
を
勉
強
す
る
こ
と
を
指
す
。

○
呉
蘭
陔

呉
懋
政
。
蘭
陔
は
字
。
浙
江
海
鹽
の
人
。
清
代
の
時
文
の
名
手
。

○
梁
省
吾

清
代
の
時
文
の
名
手
。
廣
西
の
人
。

○
許
玉
叔

許
球
。
玉
叔
は
字
。
安
徽
歙
縣
の
人
。

○
周
筱
村

周
銘
恩
。
字
は
曉
春
。
筱
村
は
号
で
あ
る
。
湖
南
湘
潭
の
人
。

○
揚
子
雲
、「
千
賦
を
読
み
て
乃
ち
能
く
賦
に
工
な
り
」
の
説

「
揚
子
雲
」
は
漢
の
揚
雄
の
こ
と
。

『
西
京
雜
記
』
卷
上
に
、

或
ひ
と
、
揚
雄
に
賦
を
爲
る
を
問
ふ
。
雄
曰
く
、
千
首
の
賦
を
讀
ん
で
、
乃
ち
能
く
之
を

爲
す
。（
或
問
揚
雄
爲
賦
。
雄
曰
、
讀
千
首
賦
、
乃
能
爲
之
）

と
あ
る
。

○
舉
業
家

科
挙
考
試
に
応
じ
、
学
業
の
準
備
を
す
る
人
。

○
没
字
碑

文
字
が
彫
ら
れ
て
い
な
い
石
碑
の
こ
と
で
、
立
派
な
風
采
を
し
て
い
る
の
に
文
字
を

知
ら
な
い
も
の
を
罵
る
た
と
え
。『
五
代
史
』
任
圜
傳
に
、

任
圜
曰
く
、
天
下
皆
崔
協
の
、
文
字
を
識
ら
ず
し
て
、
儀
表
を
虚
有
す
る
を
知
り
、
號
し

し

て
没
字
碑
と
爲
す
。（
任
圜
曰
、
天
下
皆
知
崔
協
不
識
文
字
、
而
虚
有
儀
表
、
號
爲
没
字
碑
）
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と
あ
り
、
ま
た
『
五
代
史
』
安
叔
千
傳
に
、

叔
千
狀
貌
堂
堂
な
る
も
、
文
字
に
通
ぜ
ず
し
て
、
爲
す
所
鄙
陋
な
り
。
時
人
之
を
没
字
碑

と
謂
ふ
。（
叔
千
狀
貌
堂
堂
、
而
不
通
文
字
、
所
爲
鄙
陋
。
時
人
謂
之
没
字
碑
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

先
正
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

経
書
・
史
書
が
文
章
の
根
柢
で
あ
り
、
名
の
あ
る
大
家
（
の
文
章
）
が
墨
巻
の
根
柢
で
あ
る
。

『
欽
定
四
書
文
』
が
と
り
も
な
お
さ
ず
根
柢
で
あ
る
。
学
問
が
成
就
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
簡

単
で
は
な
い
が
、（
先
正
の
）
骨
力
や
息
ぶ
き
を
少
し
で
も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
き
わ
め

て
有
益
で
あ
る
。
た
と
え
初
学
の
こ
ろ
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、（
院
試
に
及
第
し
て
）
秀
才
と
な
っ

た
あ
と
も
、
か
な
ら
ず
探
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
日
、
仕
官
し
て
文
章
を
作
り
、
教
師
と
し
て
士
を
教
え
、
見

識
の
高
い
文
章
に
出
会
っ
て
は
じ
め
て
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
す
ぐ
れ
た
才
能
を
挫
折
さ
せ
、
非
難
さ
れ
る
こ

と
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
選
本
は
は
な
は
だ
多
い
が
、
か
な
ら
ず
年
長
者
が
選
ん
だ
も
の
が
優

れ
て
い
る
。
科
挙
の
文
章
の
た
め
に
考
え
れ
ば
、
名
稿
は
か
な
ら
ず
（
自
分
を
）
高
め
る
も

の
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
墨
巻
は
か
な
ら
ず
清
楚
な
も
の
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

呉
蘭
陔
、
梁
省
吾
、
許
玉
叔
、
周
筱
村
の
諸
家
の
選
本
は
、
い
づ
れ
も
す
ぐ
れ
て
い
る
が
、
す
べ

て
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
例
か
ら
推
求
す
る
と
、
薄
っ
ぺ
ら
で
こ
ざ
か
し
い
も

の
は
学
ぶ
に
た
り
な
い
。
名
家
の
専
稿
は
広
く
読
み
つ
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
好
み
に
従
っ
て
閲
読
し
な

さ
い
。
周
の
選
本
で
あ
る
『
制
義
靈
樞
』
は
、
四
川
省
で
は
坊
間
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も
す
ぐ
れ
て
い
る
。

先
輩
は
つ
ね
に
「
時
文
家
は
胸
中
に
熟
文
を
三
千
首
は
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
自
然
に
文
章
が
う
ま
く
な
る
」
と
い
う
。
こ
れ
は
揚
子
雲
〔
揚
雄
〕

の
「
千
篇
の
賦
を
読
ん
で
は
じ
め
て
賦
が
う
ま
く
な
る
」
と
い
う
説
と
同
じ
で
あ
る
。
今
の

人
は
た
と
え
こ
の
よ
う
に
で
き
な
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
千
篇
あ
ま
り
を
広
く
読
み

つ
く
し
、
数
百
首
に
習
熟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
ど
ち
ら
も
な
け
れ
ば
（
及
第
す
る

の
は
）
む
づ
か
し
い
。

科
挙
受
験
者
は
つ
ね
に
「
経
史
子
集
は
時
文
と
は
関
係
な
い
、
著
名
な
大
家
の
文
章
は
試
験

場
に
は
適
し
て
い
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
世
間
に
氾
濫
す
る
時
墨
を
読
み
、
繰
り
返
し
模

倣
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
、
こ
の
時
、
文
体
は
は
な
は
だ
破
壊
さ
れ
、
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
俗

悪
と
な
り
、
将
来
一
冊
の
書
物
も
知
る
こ
と
な
く
、
文
章
も
そ
の
体
を
な
さ
ず
、
人
人
み
な

没
字
碑
と
な
り
、
学
校
に
と
っ
て
大
き
な
悩
み
の
種
と
な
る
。
学
生
諸
君
、
こ
の
時
に
学
問

や
教
育
を
行
い
、
後
日
、
指
導
者
と
な
っ
て
、
ひ
ろ
く
努
力
し
挽
回
す
る
こ
と
が
、
世
の
中

の
教
え
に
対
し
て
功
績
が
あ
る
の
で
あ
る
。
文
章
題
に
経
の
語
を
割
裂
す
る
の
は
、
政
令
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
試
験
場
で
時
々
こ
れ
ら
の
題
を
出
題
す
る
こ
と
が
あ
る
。
試
験
を
受
け
る
た
め
に
は
学
ば
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
が
、
諸
君
が
試
験
官
と
な
っ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
題
を
出
題
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。

―
―
４
―
―

宜
學
好
墨
卷
。

墨
卷
者
、
有
意
、
有
詞
、
有
氣
、
有
勢
、
有
聲
、
有
色
之
謂
也
。
俗
濫
房
行
、
六
者
無
一
焉
、

有
何
可
學
乎
。
無
論
生
童
、
凡
脈
理
未
淸
者
、
斷
不
可
遽
學
墨
卷
。
一
遭
汩
沒
、
終
身
迷
罔
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
好
墨
卷
を
學
ぶ
べ
し
。

墨
卷
と
は
、
意
有
り
、
詞
有
り
、
氣
有
り
、
勢
有
り
、
聲
有
り
、
色
有
る
の
謂
ひ
な
り
。
俗

濫
の
房
行
に
は
、
六
者
一
も
無
し
、
何
の
學
ぶ
可
き
こ
と
有
ら
ん
や
。
生
童
を
論
ず
る
無
く
、
凡

そ
脈
理
未
だ
淸
な
ら
ざ
る
者
は
、
斷
じ
て
遽
か
に
墨
卷
を
學
ぶ
可
か
ら
ず
。
一
た
び
汩
没
に
遭
へ
ば
、
終
身
迷
罔
す
。

に
は

こ
つ
ぼ
つ

【
註
】

○
房
行

房
稿
と
行
書
の
并
称
。
い
づ
れ
も
八
股
文
の
選
集
を
い
う
。

【
通
釈
】

す
ぐ
れ
た
墨
巻
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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墨
巻
と
は
、
意
が
あ
り
、
詞
が
あ
り
、
気
が
あ
り
、
勢
が
あ
り
、
声
が
あ
り
、
色
が
あ
る
も

の
を
い
う
。
世
間
に
あ
ふ
れ
て
い
る
八
股
文
の
選
集
に
は
、
こ
の
六
者
の
う
ち
ひ
と
つ
も
な

く
、
い
か
な
る
学
ぶ
べ
き
価
値
が
あ
ろ
う
か
。
生
員
・
童
生
に
関
係
な
く
、
筋
道
が
ま
だ
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
も
の
は
、
決
し
て
す
ぐ
に
墨
巻
を
学
ん
で
は
な
ら
な
い
。
ひ
と
た
び
ま
ち
が
っ
た
道
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
と
、

一
生
迷
走
す
る
。

―
―
５
―
―

宜
講
用
意
用
筆
。
此
下
三
條
爲
性
靈
。

大
凡
文
字
有
淸
氣
靈
光
者
易
成
就
、
無
淸
氣
靈
光
者
難
長
進
。
①

剏
發
名
理
、
②

羽
翼
經
傳
、
本
也
、
作
手
始
能
之
。
機
調
諧
熟
、
末
也
、
俗
工
亦
解
之
。

通
乎
上
下
、
意
筆
爲
先
。
若
意
筆
倶
無
、
我
與
人
共
此
濫
調
泛
語
、
浩
浩
一
萬
四
千
卷
、
何

以
制
勝
哉
。
意
者
、
不
氾
濫
、
不
襞
積
之
謂
。
筆
者
、
不
平
塌
、
不
騃
鈍
之
謂
。

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

②
全
集
本
に
は
こ
下
に
「
案
一
本
作
闡
發
義
理
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
用
意
用
筆
を
講
ず
べ
し
。
此
の
下
の
三
條
を
性
靈
と
爲
す
。

大
凡
文
字
に
淸
氣
靈
光
有
る
者
は
成
就

お
お
よ
そ

し
易
く
、
淸
氣
靈
光
無
き
者
は
長
進
し
難
し
。

名
理
を
剏
發
し
、
經
傳
を
羽
翼
す
る
は
本
な
り
、
作
手
始
め
て
之
を
能
く
す
。
機
調
諧
熟
は

さ
う
は
つ

末
な
り
、
俗
工
も
亦
之
を
解
す
。
上
下
に
通
ず
る
に
は
、
意
筆
を
先
と
爲
す
。
若
し
意
筆
倶

に
無
く
、
我
れ
と
人
と
此
の
濫
調
泛
語
を
共
に
す
れ
ば
、
浩
浩
た
る
一
萬
四
千
卷
、
何
を
以

て
勝
ち
を
制
せ
ん
や
。「
意
」
と
は
氾
濫
せ
ず
、
襞
積
せ
ざ
る
の
謂
ひ
な
り
。「
筆
」
と
は
平
塌
な
ら
ず
、
騃
鈍

へ
き
せ
き

へ
い
た
ふ

が
い
ど
ん

な
ら
ざ
る
の
謂
ひ
な
り
。

【
通
釈
】

用
意
・
用
筆
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
下
の
三
條
が
性
霊
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
文
章
に
清
ら
か

な
気
や
霊
妙
な
光
が
あ
る
も
の
は
成
就
し
や
す
く
、
清
ら
か
な
気
や
霊
妙
な
光
が
な
い
も
の
は
長
足
に
進
歩
す
る
の
は
む

づ
か
し
い
。

義
理
を
創
造
闡
発
し
、
経
伝
を
た
す
け
る
こ
と
が
根
本
で
り
、
名
手
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
よ

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
巧
み
さ
や
円
熟
味
が
末
で
あ
る
こ
と
は
、
凡
庸
な
作
り
手
で
も
理

解
し
て
い
る
。
上
下
に
通
じ
る
に
は
、
意
・
筆
を
先
と
す
る
。
も
し
意
・
筆
い
づ
れ
も
な
く
、

自
分
が
他
人
と
こ
の
内
容
の
な
い
言
葉
を
同
じ
よ
う
に
勉
強
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
膨
大
な

一
万
四
千
巻
の
な
か
で
、
ど
こ
で
勝
ち
を
制
（
し
て
及
第
）
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。「
意
」

と
は
氾
濫
し
な
い
、
重
複
し
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
筆
」
と
は
平
坦
で
は
な
く
、
鈍
重
で
は
な
い
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

―
―
６
―
―

時
文
出
落
處
宜
用
意
。

其
承
注
點
逗
處
、
則
爲
文
之
眉
目
、
其
轉
捩
提
挈
處
、
則
爲
文
之
筋
節
。
其
要
在
上
下
連
貫
、

與
有
勢
不
平
而
已
。
文
之
佳
惡
、
看
此
處
數
語
、
卽
已
瞭
然
。
童
卷
於
此
、
太
不
講
求
、
故

爲
標
出
。

【
書
き
下
し
】

時
文
は
出
落
の
處
に
宜
し
く
意
を
用
ふ
べ
し
。

其
の
承
注
點
逗
の
處
は
、
則
ち
文
を
爲
す
の
眉
目
た
り
、
其
の
轉
捩
提
挈
の
處
は
、
則
ち
文

を
爲
す
の
筋
節
な
り
。
其
の
要
は
上
下
連
貫
と
、
勢
有
り
て
平
な
ら
ざ
る
と
に
在
る
の
み
。

文
の
佳
惡
は
、
此
の
處
の
數
語
を
看
れ
ば
、
卽
ち
已
だ
瞭
然
た
り
。
童
卷
は
此
に
於
て
は
太

は
な
は

は
な
は

だ
講
求
せ
ず
、
故
に
爲
に
標
出
す
。

た
め

【
通
釈
】

時
文
は
目
に
付
く
と
こ
ろ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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文
章
を
承
け
る
と
こ
ろ
、
句
読
を
打
つ
と
こ
ろ
は
、
文
章
を
書
く
た
め
の
眉
や
目
で
あ
り
、

転
折
の
と
こ
ろ
、
提
挈
す
る
と
こ
ろ
は
、
文
章
を
書
く
た
め
の
筋
肉
や
関
節
で
あ
る
。
そ
の

要
点
は
上
下
が
連
貫
す
る
こ
と
と
、
勢
い
が
あ
っ
て
平
板
で
は
な
い
こ
と
に
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
文
章
の
善
し
悪
し
は
、
こ
の
個
所
の
数
語
を
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
童
生
の
考
巻

に
つ
い
て
は
こ
の
篇
で
は
ま
っ
た
く
言
及
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
あ
げ
る
。

―
―
７
―
―

舉
業
家
①
宜
讀
小
題
文
、
作
小
題
文
。

此
先
輩
之
言
。
欲
藥
膚
濫
、
無
過
於
此
。
蓋
斂
游
思
而
入
理
法
、
掃
浮
詞
而
見
意
筆
、
此
良

方
也
。
施
之
今
日
、
尤
要
。

【
校
記
】

○
全
集
本
に
は
「
舉
業
家
」
の
下
に
「
平
日
」
の
二
字
あ
り
。

【
書
き
下
し
】

舉
業
家
は
宜
し
く
小
題
文
を
讀
み
て
、
小
題
文
を
作
る
べ
し
。

此
れ
先
輩
の
言
な
り
。
膚
濫
を
藥
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
此
れ
に
過
ぐ
る
無
し
。
蓋
し
游
思
を
斂を

さ

め
て
、
理
法
に
入
れ
、
浮
詞
を
掃
ひ
て
、
意
筆
を
見
は
す
に
は
、
此
れ
良
方
な
り
。
之
を
今

あ
ら

日
に
施
す
は
尤
も
要
な
り
。

【
註
】

○
小
題

四
書
の
文
か
ら
出
題
さ
れ
た
問
題
を
「
小
題
」
と
い
い
、
五
経
の
文
か
ら
主
題
さ
れ
た

問
題
を
「
大
題
」
と
い
う
。

【
通
釈
】

科
挙
受
験
者
は
小
題
文
を
読
み
、
小
題
文
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
先
輩
の
言
葉
で
あ
る
。
浅
薄
さ
を
矯
正
し
よ
う
と
思
え
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
も
の
は

な
い
。
思
う
に
と
り
と
め
の
な
い
考
え
を
ま
と
め
て
、
条
理
に
一
致
さ
せ
、
浮
い
た
言
葉
を

一
掃
し
て
、
意
・
筆
を
あ
ら
わ
す
に
は
、
こ
れ
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
今
日
に
施

す
こ
と
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。

―
―
８
―
―

初
學
作
時
文
、
宜
先
作
論
。

欲
學
作
時
文
、
先
學
作
論
。
有
兩
書
最
可
讀
。
一
、
宋
呂
祖
謙
左
氏
博
議
。
坊
閒
稱
東
萊
博
議
。

文
格
不
甚
高
古
、
而
詞
意
顯
豁
。
段
落
反
正
分
明
、
有
波
瀾
、
有
斷
制
。
學
之
可
期
理
明
詞

達
。
唐
以
前
名
家
集
中
論
説
、
變
動
不
居
、
無
一
定
科
臼
。
宋
人
論
則
碻
有
規
矩
、
亦
如
時
文
。
南
宋
尤
甚
。
但
集

中
作
篇
幅
多
長
、
此
東
萊
少
作
、
故
淺
顯
易
尋
。
一
、
明
張
溥
歷
代
史
論
。
自
漢
迄
元
、
毎
一
帝
作
一

論
。
又
取
通
鑑
紀
事
本
末
、
毎
一
事
作
一
論
。
大
率
毎
首
三
百
餘
字
、
簡
練
涵
蓄
、
詞
采
斐

然
、
而
邊
幅
迮
小
、
筆
勢
整
齊
。
論
中
將
本
書
本
事
、
櫽
括
約
舉
、
隨
讀
隨
解
、
便
可
知
史

事
大
段
。
此
書
本
爲
初
學
熟
史
而
設
。
學
僮
於
經
畢
讀
古
文
時
、
他
古
文
之
外
、
將
此
二
論
讀
熟
、

再
以
史
事
子
史
語
、
命
題
使
作
論
、
自
然
汨
汨
其
來
、
下
筆
不
能
自
休
。
一
二
年
後
、
卽
兼

取
時
文
讀
之
、
雖
大
家
名
稿
、
不
至
眩
駭
。
至
於
淺
薄
塾
課
考
卷
、
更
將
俯
視
之
矣
。
又
一

年
後
、
試
爲
四
書
文
、
竟
作
全
篇
、
下
筆
必
已
可
觀
。
半
年
入
格
、
一
年
卽
工
、
豈
不
勝
於

鑽
仰
明
文
傳
薪
、
咀
嚼
小
題
（
折
）〔
拆
〕
字
者
哉
。
此
似
迂
緩
法
、
實
簡
捷
法
也
。
爲
塾

師
者
、
盍
以
此
法
試
之
。
先
學
論
而
後
爲
時
文
、
先
學
雜
體
詩
而
後
作
試
律
詩
、
其
致
一
也
。
不
惟
此
也
、

弱
冠
以
前
、
未
嘗
學
作
古
文
、
弄
翰
屬
辭
、
止
從
兩
句
破
題
、
三
行
起
講
、
搜
索
而
起
、
異

日
成
就
後
、
卽
欲
放
筆
爲
直
幹
、
束
縛
終
難
解
脱
。
前
明
及
近
世
古
文
名
家
、
費
盡
學
力
、

似
仍
不
脱
時
文
氣
格
。
少
成
習
貫
之
言
、
賈
生
豈
欺
我
哉
。

【
書
き
下
し
】

初
學
、
時
文
を
作
る
に
は
、
宜
し
く
先
づ
論
を
作
る
べ
し
。

時
文
を
作
る
を
學
ば
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
づ
論
を
作
る
を
學
ぶ
。
兩
書
最
も
讀
む
可
き
有
り
。
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一
は
宋
の
呂
祖
謙
の
『
左
傳
博
議
』。
坊
閒
は
『
東
萊
博
議
』
と
稱
す
。
文
格
、
甚
し
く
は
高
古
な

ら
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
詞
意
は
顯
豁
な
り
。
段
落
は
反
正
分
明
に
し
て
、
波
瀾
有
り
、
斷

け
ん
く
わ
つ

制
有
り
。
之
を
學
べ
ば
理
明
ら
か
詞
達
す
る
を
期
す
可
し
。
唐
以
前
の
名
家
集
中
の
論
説
は
、
變
動

居
ら
ず
し
て
、
一
定
の
科
臼
無
し
。
宋
人
の
論
は
則
ち
碻
と
し
て
規
矩
有
る
こ
と
、
亦
時
文
の
如
し
。
南
宋
尤
も
甚
し
。

か
き
う

か
く

但
だ
集
中
の
作
は
、
篇
幅
長
き
こ
と
多
き
も
、
此
の
東
萊
は
少
作
な
る
が
故
に
、
淺
顯
に
し
て
尋
ね
易
し
。
一
は
明

の
張
溥
の
『
歷
代
史
論
』。
漢
よ
り
元
に
迄
ぶ
ま
で
、
一
帝
毎
に
一
論
を
作
る
。
又
、『
通
鑑

お
よ

ご
と

紀
事
本
末
』
を
取
り
て
、
一
事
毎
に
一
論
を
作
る
。
大
率
毎
首
三
百
餘
字
、
簡
練
涵
蓄
、
詞

ご
と

お
ほ
む
ね

采
斐
然
と
し
て
邊
幅
迮

小
、
筆
勢
整
齊
た
り
。
論
中
に
本
書
本
事
を
將
て
、
櫽

括
約
舉

ひ

ぜ
ん

さ
く
し
ょ
う

も
つ

い
ん
く
わ
つ

し
、
隨
ひ
讀
み
隨
ひ
解
す
れ
ば
、
便
ち
史
事
の
大
段
を
知
る
可
し
。
此
の
書
、
本
、
初
學
の
、
史
に

熟
す
る
爲
に
し
て
設
く
。
學
僮
、
經
畢
り
、
古
文
を
讀
む
の
時
に
於
て
、
他
の
古
文
の
外
に
、
此

た
め

を
は

の
二
論
を
將
て
讀
み
熟
し
、
再
び
史
事
、
子
史
の
語
を
以
て
題
を
命
じ
て
論
を
作
ら
し
め
ば
、

も
つ

自
然
に
汨
汨
と
し
て
其
れ
來
り
、
下
筆
、
自
ら
休
む
能
は
ず
。
一
二
年
後
、
卽
ち
兼
ね
て
時

こ
つ
こ
つ

文
を
取
り
て
之
を
讀
め
ば
、
大
家
の
名
稿
と
雖
も
、
眩
駭
に
至
ら
ず
。
淺
薄
た
る
塾
課
の
考

げ
ん
が
い

卷
に
至
り
て
は
、
更
に
將
に
之
を
俯
視
せ
ん
と
す
。
又
一
年
後
、
試
み
に
四
書
文
を
爲
り
、

竟
に
全
篇
を
作
れ
ば
、
下
筆
必
ず
已
だ
觀
る
可
し
。
半
年
に
し
て
格
に
入
り
、
一
年
に
し

は
な
は

て
卽
ち
工
な
り
、
豈
に
『
明
文
傳
薪
』
を
鑽
仰
し
、『
小
題
拆
字
』
を
咀
嚼
す
る
者
に
勝
ら

た
く
み

ざ
ら
ん
や
。
此
れ
迂
緩
の
法
に
似
て
、
實
は
簡
捷
の
法
な
り
。
塾
師
た
る
者
、
盍
ぞ
此
の
法

な
ん

を
以
て
之
を
試
さ
ざ
る
。
先
づ
論
を
學
び
て
、
而
る
後
に
時
文
を
爲
る
、
先
づ
雜
體
詩
を
學
ん
で
、
而
る
後
に

試
律
詩
を
作
る
、
其
の
致
一
な
り
。
惟
だ
に
此
れ
の
み
な
ら
ず
、
弱
冠
以
前
に
、
未
だ
嘗
て
古
文
を

作
る
を
學
ば
ず
、
翰
を
弄
し
辭
を
屬
す
る
に
、
止
だ
兩
句
の
破
題
、
三
行
の
起
講
よ
り
搜
索

し
て
起
す
の
み
な
ら
ば
、
異
日
成
就
せ
る
後
、
卽
ひ
筆
を
放
ち
て
直
幹
を
爲
ら
ん
と
欲
す
る

た
と

つ
く

も
、
束
縛
終
に
解
脱
し
難
し
。
前
明
及
び
近
世
の
古
文
の
名
家
は
、
學
力
を
費
盡
す
る
も
、

仍
ほ
時
文
の
氣
格
を
脱
せ
ざ
る
に
似
た
り
。「
少
成
習
貫
」
の
言
、
賈
生
豈
に
我
を
欺
か
ん

や
。

【
註
】

○
論

自
分
の
意
見
を
述
べ
て
主
張
す
る
文
。

○
「
折
」

全
集
本
に
よ
り
「
拆
」
に
改
め
る
。

○
筆
を
放
ち
て
直
幹
を
爲
る

杜
甫
の
「
戲
爲
雙
松
圖
歌
」
に
、

已
に
拂
拭
せ
し
め
て
光
凌
亂
た
り
、
請
ふ
、
公
、
筆
を
放
ち
て
直
幹
を
爲
れ
。（
已
令
拂
拭

光
凌
亂
、
請
公
放
筆
爲
直
幹
）

と
あ
る
の
に
よ
る
。

○
「
少
成
習
貫
」
の
言

賈
誼
『
新
書
』
保
傅
篇
に
、

孔
子
曰
く
、
少
成
は
天
性
の
若
く
、
習
慣
は
自
然
の
如
し
。
是
れ
殷
周
の
長
く
道
を
有
す

る
所
以
な
り
。（
孔
子
曰
、
少
成
若
天
性
、
習
慣
如
自
然
。
是
殷
周
之
所
以
長
有
道
也
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

初
学
者
が
時
文
を
作
る
に
は
、
ま
づ
論
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

時
文
の
作
成
を
学
ぼ
う
と
思
え
ば
、
ま
づ
論
の
作
成
を
学
び
な
さ
い
。
も
っ
と
も
読
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
書
物
が
二
冊
あ
る
。
一
は
宋
の
呂
祖
謙
の
『
左
傳
博
議
』。
坊
間
で
は
『
東
萊
博

議
』
と
称
す
る
。
文
章
の
格
調
は
あ
ま
り
高
雅
古
朴
で
は
な
い
が
、
言
葉
の
意
味
は
明
白
で
あ

り
、
段
落
は
反
と
正
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
起
伏
変
化
が
あ
り
、
判
断
制
裁
が
あ
る
。
こ

れ
を
学
ぶ
と
義
理
が
明
ら
か
で
言
葉
が
通
達
す
る
よ
う
に
な
る
。
唐
以
前
の
名
家
集
中
の
論
説
は
、

変
動
し
て
止
ま
る
こ
と
な
く
、
き
ま
っ
た
型
に
は
ま
っ
て
い
な
い
。
宋
人
の
論
に
は
時
文
の
よ
う
に
は
っ
き
り
し
た
規

則
が
あ
る
。
南
宋
の
も
の
は
と
り
わ
け
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
集
中
の
作
に
は
、
篇
幅
が
長
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
東

萊
〔
呂
祖
謙
〕
の
作
品
は
短
い
の
で
、
平
易
で
わ
か
り
や
す
い
。
一
は
明
の
張
溥
の
『
歷
代
史
論
』。
漢
か

ら
元
ま
で
、
一
帝
ご
と
に
ひ
と
つ
の
論
を
作
り
、
さ
ら
に
『
通
鑑
紀
事
本
末
』
を
取
っ
て
、

ひ
と
つ
の
事
柄
ご
と
に
ひ
と
つ
の
論
を
作
る
。
お
お
む
ね
毎
首
三
百
字
あ
ま
り
、
簡
潔
で
含

蓄
が
あ
り
、
言
葉
は
あ
や
が
あ
っ
て
美
し
く
、
篇
幅
は
短
く
、
筆
勢
は
と
と
の
っ
て
い
る
。

論
中
に
本
書
本
事
を
要
約
列
挙
し
て
お
り
、
読
む
に
し
た
が
っ
て
理
解
す
れ
ば
、
史
事
の
あ

ら
ま
し
が
わ
か
る
。
こ
の
書
は
も
と
も
と
初
学
者
が
歴
史
に
習
熟
す
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
。
学
僮
が
経
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書
が
お
わ
り
、
古
文
を
読
む
に
あ
た
っ
て
、
他
の
古
文
以
外
に
こ
の
二
論
を
読
ん
で
習
熟
し

て
か
ら
、
も
う
一
度
史
事
や
子
史
の
語
を
用
い
て
題
を
与
え
て
論
を
作
ら
せ
れ
ば
、
自
然
に

流
れ
る
よ
う
に
着
想
が
湧
い
て
き
て
、
文
章
を
書
く
こ
と
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一

二
年
後
、
す
ぐ
に
時
文
を
あ
わ
せ
て
読
め
ば
、
大
家
の
名
稿
で
あ
っ
て
も
、
畏
怖
す
る
こ
と

は
な
い
。
浅
薄
な
塾
課
の
答
案
な
ど
は
、
上
か
ら
見
下
す
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に

一
年
後
、
試
み
に
四
書
文
を
作
ら
せ
、
最
終
的
に
全
篇
を
作
ら
せ
れ
ば
、
文
章
に
き
っ
と
見

所
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
半
年
で
型
に
は
ま
り
、
一
年
で
す
ぐ
に
う
ま
く
な
り
、『
明
文
傳
薪
』

を
崇
拝
し
、『
小
題
拆
字
』
を
咀
嚼
す
る
も
の
よ
り
ま
さ
ら
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
迂
緩
な
方
法
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
簡
便
な
方
法
で
あ
る
。
塾
師
た
る
も
の
、
ど
う
し

て
こ
の
方
法
を
試
み
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
づ
論
を
学
ん
だ
あ
と
で
時
文
を
作
る
、
ま
づ
雑
体
詩
を
学

ん
だ
あ
と
で
試
律
詩
を
作
る
、
そ
の
趣
旨
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
弱
冠
以
前
に
、
ま
だ

古
文
の
作
成
を
学
ば
ず
、
文
章
を
綴
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
二
句
の
破
題
、
三
行
の
起
講
か

ら
手
探
り
で
作
り
は
じ
め
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
後
日
、
一
人
前
と
な
っ
た
あ
と
、
た
と
え
筆

を
走
ら
せ
て
ま
っ
す
ぐ
な
幹
と
描
こ
う
と
し
て
も
、
そ
の
束
縛
か
ら
の
が
れ
る
の
は
む
づ
か

し
い
。
前
代
の
明
及
び
近
世
の
古
文
の
名
家
が
学
力
を
使
い
尽
く
し
た
と
し
て
も
、
な
お
時

文
の
気
韻
や
風
格
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
よ
く
似
て
い
る
。（
賈
誼
『
新
書
』

に
）「
若
い
頃
に
培
わ
れ
た
習
性
や
日
々
の
習
慣
が
、
生
ま
れ
つ
き
具
わ
っ
て
い
た
よ
う
な

性
格
と
な
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
賈
生
（
賈
誼
）
が
ど
う
し
て
我
々
を
欺
こ
う
か
。

【
書
目
答
問
】

・
東
萊
博
議
二
十
五
卷
。
宋
呂
祖
謙
。

金
華
叢
書
足
本
。
坊
本
不
足
。

・
通
鑑
紀
事
本
末
四
十
二
卷
。
宋
袁
樞
。

袁
陳
谷
四
種
合
刻
通
行
本
、
漢
陽
朝
宗
書
室
活
字
版

本
、
南
昌
局
本
未
畢
工
。
王
延
年
補
通
鑑
紀
事
本
末
、
已
進
呈
、
未
見
傳
本
。

・
新
書
十
卷
。
漢
賈
誼
。

盧
文
弨
校
。

抱
經
堂
校
本
。

―
―
９
―
―

忌
墨
守
高
頭
講
章
。

四
書
朱
註
、
最
精
最
顯
。
澄
懷
觀
之
、
何
語
不
憭
。
合
講
、
體
註
之
屬
、
腐
陋
可
惡
、
令
人

汨
沒
性
靈
。
世
斷
無
通
經
博
覽
之
人
而
不
能
解
朱
注
者
。
爲
時
文
計
、
止
有
四
書
匯
參
、
蒐

引
頗
多
、
可
看
。
然
必
埋
頭
鑽
研
、
亦
可
不
必
。
蓋
不
通
羣
經
、
決
不
能
通
四
書
。
不
特
匯

參
、
雖
讀
盡
宋
人
語
録
、
無
益
也
。
四
書
釋
地
國
朝
閻
若
璩
箸
。
郷
党
圖
考
國
朝
江
永
箸
。
二
書
宜

看
。
近
人
四
書
經
注
集
證
、
亦
好
。

四
書
一
編
、
爲
羣
經
之
綱
維
、
萬
理
之
淵
海
。
今
世
學
人
、
其
識
解
趣
向
、
大
率
皆
自
講
四

書
學
時
文
時
開
之
。
先
入
爲
主
、
則
終
身
不
能
自
拔
。
夫
專
抱
講
章
作
制
義
、
不
過
終
身
無

佳
文
。
若
誤
認
講
章
之
理
、
爲
卽
四
書
之
理
、
將
使
天
下
無
人
材
矣
。

【
書
き
下
し
】

高
頭
講
章
を
墨
守
す
る
を
忌
む
。

『
四
書
朱
註
』
は
、
最
も
精
、
最
も
顯
な
り
。
懷
を
澄
ま
し
て
之
を
觀
れ
ば
、
何
れ
の
語
も

す

憭
せ
ざ
る
。『
合
講
』『
體
註
』
の
屬
は
、
腐
陋
惡
む
可
く
、
人
を
し
て
性
靈
を
汨
没
せ
し
む
。

こ
ん
ぼ
つ

世
斷
じ
て
通
經
博
覽
の
人
に
し
て
朱
注
を
解
す
る
能
は
ざ
る
者
無
し
。
時
文
の
爲
に
計
れ
ば
、

た
め

止
だ
『
四
書
匯
參
』
有
り
、
蒐
引
頗
る
多
し
、
看
る
可
し
。
然
れ
ど
も
必
ず
埋
頭
鑽
研
す
る

は
、
亦
必
せ
ざ
る
可
し
。
蓋
し
羣
經
に
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
決
し
て
『
四
書
』
に
通
ず
る
能
は
ず
。

特
だ
『
匯
參
』
の
み
な
ら
ず
、
宋
人
の
語
録
を
讀
み
盡
す
と
雖
も
、
益
無
き
な
り
。『
四
書

釋
地
』
國
朝
の
閻
若
璩
箸
。『
郷
黨
圖
考
』
國
朝
の
江
永
箸
。
の
二
書
は
宜
し
く
看
る
べ
し
。
近
人
の

『
四
書
經
注
集
證
』
も
亦
好
し
。

『
四
書
』
の
一
編
は
、
羣
經
の
綱
維
、
萬
理
の
淵
海
と
爲
す
。
今
世
の
學
人
、
其
の
識
解
趣

向
は
、
大
率
皆
『
四
書
』
を
講
じ
、
時
文
を
學
ぶ
の
時
よ
り
之
を
開
く
。
先
入
を
主
と
爲
さ

お
お
む
ね

ば
、
則
ち
終
身
、
自
ら
抜
く
能
は
ず
。
夫
れ
專
ら
講
章
を
抱
き
、
制
義
を
作
る
の
み
な
ら
ば
、

終
身
、
佳
文
無
き
に
過
ぎ
ず
。
若
し
講
章
の
理
を
誤
認
し
て
、
卽
ち
『
四
書
』
の
理
と
爲
さ

ば
、
將
に
天
下
を
し
て
人
材
無
か
ら
し
め
ん
と
す
。
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【
註
】

○
高
頭
講
章

経
書
の
正
文
の
上
端
に
空
白
を
あ
け
て
刊
行
し
た
講
章
を
い
う
。

○
『
合
講
』

『
四
書
遵
注
合
講
』
十
九
巻

清
翁
復
編
。

○
『
體
註
』

『
四
書
體
註
』
十
九
巻

清
范
紫
登
參
訂
。

○
『
四
書
匯
參
』

『
朱
子
四
書
本
義
匯
參
』
四
十
五
巻

清
王
歩
靑
撰
。

○
『
四
書
經
注
集
證
』

『
四
書
經
注
集
證
』
十
九
巻

清
呉
昌
宗
撰
。

【
通
釈
】

高
頭
講
章
を
墨
守
す
る
の
を
忌
む
。

『
四
書
朱
註
』
は
、
も
っ
と
も
精
密
で
、
も
っ
と
も
明
顕
で
あ
る
。
心
を
澄
ま
し
て
閲
読
す

れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
語
は
な
い
。『
合
講
』『
體
註
』
な
ど
は
、
陳
腐
で
に
く
ら
し
く
、
人

の
性
霊
を
埋
没
さ
せ
る
。
世
の
中
に
は
経
に
通
じ
博
覽
の
人
で
あ
り
な
が
ら
、
朱
子
の
注
を

理
解
で
き
な
い
も
の
は
決
し
て
い
な
い
。
時
文
の
た
め
に
考
え
る
と
、『
四
書
匯
參
』
し
か

な
く
、
引
用
が
す
こ
ぶ
る
多
い
、
参
看
し
な
さ
い
。
し
か
し
絶
対
に
没
頭
し
て
研
鑽
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
思
う
に
群
経
に
通
じ
な
け

れ
ば
、
決
し
て
『
四
書
』
に
通
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
『
匯
參
』
だ
け
で
な
く
、
宋

人
の
語
録
を
読
み
つ
く
し
た
と
し
て
も
無
駄
で
あ
る
。『
四
書
釋
地
』
清
朝
の
閻
若
璩
著
。『
郷
黨

圖
考
』
清
朝
の
江
永
著
。
の
二
書
は
参
看
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
人
の
『
四
書
經
注
集
證
』

も
よ
い
。

『
四
書
』
の
一
編
は
群
経
の
お
お
も
と
、
万
理
の
あ
つ
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
世
の
学
者

の
見
識
や
趣
向
は
、
お
お
む
ね
皆
『
四
書
』
を
講
じ
、
時
文
を
学
ん
だ
時
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
る
。
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
と
、
終
身
み
づ
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ

も
講
章
を
守
り
、
制
義
を
作
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
終
身
す
ぐ
れ
た
文
章
は
書
け
な
い
。
も
し

講
章
の
理
を
『
四
書
』
の
理
で
あ
る
と
誤
認
す
れ
ば
、
天
下
に
人
材
を
な
く
し
て
し
ま
う
で

あ
ろ
う
。

【
書
目
答
問
】

・
四
書
章
句
集
注
十
九
卷
。
明
經
廠
大
字
本
、
揚
州
鮑
刻
本
、
南
昌
萬
刻
本
、
武
昌
局
本
、
皆
合

五
經
刻
。

・
四
書
釋
地
一
卷
、
續
一
卷
、
又
續
二
卷
、
三
續
二
卷
。
閻
若
璩
。

通
行
本
、
學
海
堂
本
。

・
四
書
釋
地
辨
證
二
卷
。
宋
翔
鳳
。

浮
溪
精
舍
本
、
學
海
堂
本
。

・
郷
黨
圖
考
十
卷
。
江
永
。

通
行
本
、
學
海
堂
本
。

・
四
書
經
注
集
證
十
九
卷
。
呉
昌
宗
。

通
行
本
。

此
書
括
元
詹
道
傳
四
書
纂
箋
在
内
。

―
―
１
０
―
―

忌
濫
調
。
此
類
近
年
場
屋
、
久
已
厭
棄
不
用
。
此
閒
郷
僻
不
知
、
尚
以
爲
入
時
花
樣
耳
。
①

習
俗
濫
調
、
令
人
憎
惡
、
大
爲
全
卷
之
累
。
茲
舉
童
試
最
習
見
數
條
、
懸
爲
厲
禁
。
講
首
、
一

理
之
所
□
□
也
。
一
理
之
所
□
□
也
。
②

誤
矣
、
又
迂
矣
。

講
尾
、
□
□
其
□
□
乎
、
正
不
得
謂
云
云
。

起
講
、

賓
主
兩
扇
。

講
下
、
不
然
、
何
則
。

夫
人
必
明
乎
云
云
。

理
有
淺
亦
有
深
、
其
淺
也
歟
哉
、
其
深
也
。

凡
事

論
之
以
情
、
不
如
論
之
以
理
。

後
比
、
惜
也
、
幸
也
。

會
心
之
下
、
別
具
深
心
。

閒
嘗
觀
一
郷
一
邑
之
閒
。

泮
有
鴞
、
其
格
之
。
③

萬
不
至
、
情
亦
知
。

雖
然
、
猶
有
説
。

我
儀
圖
之
。

三
排
四
排
、
空
話
。

此
外
類

推
。

童
場
無
論
何
題
、
多
不
入
口
氣
、
大
非
。
卽
轉
述
他
人
語
、
亦
不
宜
。
通
篇
斷
作
、
有
語
氣
者
、
更
不
可
。

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

②
全
集
本
は
こ
の
下
に
「
一
理
之
所
□
□
也
」
の
七
字
多
し
。

③
全
集
本
は
「
閒
嘗
觀
一
郷
一
邑
之
閒
。

泮
有
鴞
、
其
格
之
」
を
「
世
味
道
味
勢
分
性
分
。
五

百
年
道
統
、
十
六
字
心
傳
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

濫
調
を
忌
む
。
此
の
類
、
近
年
の
場
屋
に
は
、
久
し
く
已
に
厭
棄
し
て
用
ひ
ず
。
此
の
閒
、
郷
僻
は
知
ら
ず
、
尚
ほ
以

え
ん

き

て
入
時
の
花
樣
と
爲
す
の
み
。
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習
俗
濫
調
は
、
人
を
し
て
憎
惡
せ
し
め
、
大
い
に
全
卷
の
累
ひ
と
爲
す
。
茲
に
童
試
の
最

わ
ず
ら

も
習
見
せ
る
數
條
を
舉
げ
、
懸
け
て
厲
禁
と
爲
す
。
講
首
、
一
理
の
□
□
す
る
所
な
り
。
一
理
の
□
□

れ
い
き
ん

す
る
所
な
り
。

誤
り
な
り
、
又
迂
な
り
。

講
尾
、
□
□
其
れ
□
□
か
、
正
に
謂
ふ
を
得
ず
云
云
。

起
講
、
賓
主

兩
扇
。

講
下
、
然
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
則
ち
。

夫
の
人
必
ず
明
か
な
る
か
云
云
。

理
に
淺
有
り
亦
深
有
り
、
其

れ
淺
な
る
か
、
其
れ
深
な
り
。

凡
そ
事
、
之
を
論
ず
る
に
情
を
以
て
す
る
は
、
之
を
論
ず
る
に
理
を
以
て
す
る
に
如

か
ず
。

後
比
、
惜
し
き
な
り
幸
ひ
な
り
。

會
心
の
下
、
別
に
深
心
を
具
ふ
。

閒
嘗
に
一
郷
一
邑
の
閒
を
觀
る
。

泮
に
鴞
有
り
、
其
れ
之
に
格
る
。

萬
至
ら
ず
、
情
亦
知
る
。

然
り
と
雖
も
、
猶
ほ
説
有
り
。

我
れ
之
を
儀
圖

け
う

い
た

す
。

三
排
四
排
、
空
話
。

此
の
外
は
類
推
せ
よ
。

童
場
、
何
れ
の
題
か
を
論
ず
る
無
く
、
多
く
口
氣
に
入
ら
ざ

る
は
、
大
い
に
非
な
り
。
卽
ち
他
人
の
語
を
轉
述
す
る
も
亦
宜
し
か
ら
ず
。
通
篇
斷
作
し
て
語
氣
有
る
者
は
更
に
不
可

な
り
。

【
通
釈
】

内
容
の
な
い
言
葉
を
忌
む
。
こ
の
類
は
近
年
の
試
験
場
で
は
、
久
し
く
す
で
に
唾
棄
し
て
用
い
ら
れ
な
い
。
当
地

の
片
田
舎
で
は
い
ざ
知
ら
ず
、
な
お
流
行
の
様
式
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

慣
用
的
で
内
容
の
な
い
言
葉
は
、
人
を
嫌
悪
さ
せ
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
の
欠
点
と
な
る
。
こ

こ
で
童
試
に
も
っ
と
も
常
見
す
る
数
條
を
挙
げ
て
禁
令
と
す
る
。
講
首
〔
破
題
〕：
一
理
の
□
□
す

る
所
な
り
。
一
理
の
□
□
す
る
所
な
り
。

誤
り
な
り
、
又
迂
な
り
。

講
尾
〔
承
題
〕：
□
□
其
れ
□
□
か
、
正
に

謂
ふ
を
得
ず
云
云
。

起
講
：
賓
と
主
が
ふ
た
つ
の
扇
。

講
下
：
然
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
則
ち
。

夫
の
人
必
ず
明

か
な
る
か
云
云
。

理
に
淺
有
り
亦
深
有
り
、
其
れ
淺
な
る
か
、
其
れ
深
な
り
。

凡
そ
事
、
之
を
論
ず
る
に
情
を
以

て
す
る
は
、
之
を
論
ず
る
に
理
を
以
て
す
る
に
如
か
ず
。

後
比
：
惜
し
き
な
り
幸
ひ
な
り
。

會
心
の
下
、
別
に
深

心
を
具
ふ
。

間
嘗
に
一
郷
一
邑
の
間
を
観
る
。

泮
に
鴞
有
り
、
其
れ
之
に
格
る
。

萬
至
ら
ず
、
情
亦
知
る
。

然
り
と
雖
も
、
猶
ほ
説
有
り
。

我
れ
之
を
儀
圖
す
。

三
排
四
排
：
内
容
の
な
い
話
。

こ
れ
以
外
は
類
推
し
な
さ

い
。

童
試
の
試
験
場
で
は
、
い
か
な
る
題
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、（
聖
賢
の
）
口
気
で
書
か
な
い
こ
と
が
多
い
の

は
、
大
い
に
誤
り
で
あ
る
。
他
人
の
語
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
す
の
も
よ
く
な
い
。
全
篇
に
わ
た
っ
て
断
作
し
て
い
な
が

ら
、（
聖
賢
の
）
語
気
が
あ
る
も
の
は
さ
ら
に
よ
く
な
い
。

―
―
１
１
―
―

忌
奇
格
偏
鋒
。
如
無
故
分
兩
大
比
、
三
大
比
、
或
前
後
四
比
之
類
、
及
不
守
正
解
。

【
書
き
下
し
】

奇
格
偏
鋒
を
忌
む
。
故
無
く
し
て
兩
大
比
、
三
大
比
、
或
い
は
前
後
四
比
に
分
つ
が
如
き
の
類
、
及
び
正
解
を
守
ら

ず
。

【
通
釈
】

奇
抜
な
形
式
、
偏
っ
た
書
き
方
を
忌
む
。
理
由
も
な
く
両
大
比
、
三
大
比
、
あ
る
い
は
前
後
四
比
に
分
け
る
よ

う
な
類
、
お
よ
び
正
解
を
守
ら
な
い
も
の
。

―
―
１
２
―
―

忌
以
雙
字
湊
合
成
篇
。
如
操
修
、
詣
力
、
黽
皇
、
圖
維
、
糾
虔
、
刻
厲
、
猷
爲
、
念
慮
①
之
類
、
通
篇
並
無
眞
意
、

止
此
等
字
面
湊
成
。
此
近
二
十
年
來
陋
習
。
②

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
念
慮
」
を
「
鼓
舞
」
に
改
め
る
。

②
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
案
一
本
無
此
一
節
」
と
い
う
案
語
が
あ
る
。

【
書
き
下
し
】

雙
字
を
以
て
湊
合
し
て
篇
を
成
す
を
忌
む
。
操
修
、
詣
力
、
黽
皇
、
圖
維
、
糾
虔
、
刻
厲
、
猷
爲
、
念
慮
の
如

き
の
類
、
通
篇
並
び
に
眞
意
無
く
、
止
だ
此
ら
の
字
面
湊
成
す
る
の
み
。
此
れ
近
二
十
年
來
の
陋
習
な
り
。

【
通
釈
】

二
字
の
熟
語
を
あ
つ
め
て
一
篇
と
す
る
の
を
忌
む
。
操
修
、
詣
力
、
黽
皇
、
圖
維
、
糾
虔
、
刻
厲
、
猷
爲
、

念
慮
な
ど
の
類
は
、
全
篇
を
通
じ
て
ま
っ
た
く
真
意
が
な
く
、
た
だ
こ
れ
ら
の
熟
語
を
あ
つ
め
て
作
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）

13



こ
れ
が
最
近
二
十
年
来
の
悪
習
で
あ
る
。

―
―
１
３
―
―

忌
不
可
解
。

文
以
通
體
能
用
白
話
解
釋
者
爲
上
。
時
墨
之
病
、
貌
似
圓
滿
鏗
鏘
、
而
模
糊
塡
塞
①
、
淩
雜

無
序
、
緟
複
合
掌
、
使
之
自
講
、
必
然
箝
口
。
此
由
無
眞
理
眞
意
之
故
、
名
稿
名
墨
必
無
之
。

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
而
模
糊
塡
塞
」
を
「
而
模
黏
塡
塞
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

不
可
解
を
忌
む
。

文
は
通
體
能
く
白
話
を
用
ひ
て
解
釋
す
る
者
を
以
て
上
と
爲
す
。
時
墨
の
病
は
、
貌
、
圓
滿

鏗
鏘
に
似
た
る
も
、
糢
糊
塡
塞
し
、
淩
雜
序
無
く
、
緟
複
合
掌
し
、
之
を
し
て
自
ら
講

か
う
さ
う

て
ん
そ
く

ち
よ
う
ふ
く

み
づ
か

ぜ
し
む
る
も
、
必
然
に
口
を
箝
す
。
此
れ
眞
理
眞
意
無
き
の
故
に
由
り
、
名
稿
名
墨
に
は
必

か
ん

ず
之
れ
無
し
。

【
註
】

○
合
掌

詩
の
中
に
同
じ
意
味
の
字
や
事
物
を
な
ら
べ
て
対
と
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
返
と
歸
、

迥
と
遥
を
対
と
す
る
よ
う
な
も
の
を
い
う
。

【
通
釈
】

理
解
で
き
な
い
も
の
を
忌
む
。

文
章
は
全
体
を
通
し
て
白
話
を
用
ひ
て
解
釈
で
き
る
も
の
が
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
時
墨

の
弊
害
は
、
容
貌
は
円
満
で
力
強
い
よ
う
に
み
え
る
の
に
、
曖
昧
糢
糊
と
し
て
充
塞
し
、
乱

雑
で
秩
序
が
な
く
、
重
複
し
合
掌
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
み
づ
か
ら
説
明
さ
せ
た
と
し
て

も
、
か
な
ら
ず
口
ご
も
っ
て
説
明
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
（
内
容
に
）
真
理
・
真

意
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
名
稿
や
名
墨
に
は
絶
対
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

―
―
１
４
―
―

忌
妄
援
一
經
作
柱
。

時
俗
惡
習
、
無
論
何
題
、
動
曰
詩
教
易
教
、
號
爲
專
經
、
實
則
支
離
滅
裂
、
無
理
取
鬧
。
不

特
有
妨
文
體
、
實
爲
有
害
經
學
。
所
宜
痛
絶
。

【
書
き
下
し
】

妄
り
に
一
經
を
援
き
て
柱
と
作
す
を
忌
む
。

ひ

時
俗
の
惡
習
は
、
何
れ
の
題
か
を
論
ず
る
無
く
、
動
も
す
れ
ば
「『
詩
』
の
教
へ
」「『
易
』
の

や
や

教
へ
」
と
曰
ひ
、
號
し
て
經
を
專
ら
に
す
と
爲
す
も
、
實
は
則
ち
支
離
滅
裂
に
し
て
、
理
無

く
閙
を
取
る
。
特
だ
文
體
を
妨
ぐ
る
こ
と
有
る
の
み
な
ら
ず
、
實
に
經
學
に
害
有
り
と
爲
す
。

だ
う

た

宜
し
く
痛
絶
す
べ
き
所
な
り
。

【
通
釈
】

み
だ
り
に
ひ
と
つ
の
経
を
引
用
し
、
そ
れ
を
中
心
と
す
る
の
を
忌
む
。

世
俗
の
悪
習
は
、
ど
の
よ
う
な
題
で
あ
る
か
に
関
係
な
く
、
つ
ね
に
「『
詩
』
の
教
え
」「『
易
』

の
教
え
」
と
い
い
、
ひ
と
つ
の
経
を
専
門
的
に
学
ん
だ
と
称
す
る
が
、
実
は
支
離
滅
裂
で
あ

っ
て
、
理
由
も
な
く
騒
ぎ
立
て
て
い
る
。
た
だ
文
体
に
妨
げ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
実
は
経

学
に
対
し
て
も
弊
害
が
あ
り
、
根
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

―
―
１
５
―
―

忌
詩
賦
語
後
世
語
。

時
文
自
有
體
裁
。
史
事
可
苞
孕
、
不
可
明
寫
。
使
者
所
選
江
漢
炳
靈
集
、
才
氣
雖
富
、
理
法

尤
密
。
且
皆
是
相
題
行
文
、
引
用
切
當
、
不
宜
誤
會
。
買
櫝
還
珠
、
致
傷
文
體
。
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【
書
き
下
し
】

詩
賦
の
語
、
後
世
の
語
を
忌
む
。

時
文
に
は
自
ら
體
裁
有
り
。
史
事
は
苞
孕
す
可
く
、
明
寫
す
可
か
ら
ず
。
使
者
選
ぶ
所
の
『
江

は
う
よ
う

漢
炳
靈
集
』
は
、
才
氣
富
む
と
雖
も
、
理
法
尤
も
密
な
り
。
且
つ
皆
是
れ
題
を
相
て
文
を
行

み

ひ
、
引
用
切
當
、
宜
し
く
誤
會
す
べ
か
ら
ず
。
櫝
を
買
ひ
珠
を
還
す
は
、
文
體
を
傷
つ
く
る

と
く

を
致
す
。

【
註
】

○
『
江
漢
炳
靈
集
』

『
江
漢
炳
靈
集
』
清
張
之
洞
編
。
八
股
文
の
選
本
。

○
櫝
を
買
ひ
珠
を
還
す

「
櫝
」
は
箱
の
こ
と
。
楚
の
人
が
珠
玉
で
飾
っ
た
箱
の
中
に
玉
を
入
れ

て
鄭
の
人
に
売
っ
た
と
こ
ろ
、
鄭
の
人
は
箱
だ
け
を
買
っ
て
玉
を
還
し
た
と
い
う
故
事
。
本
来

貴
ぶ
べ
き
も
の
を
賤
し
ん
で
、
賤
し
む
べ
き
も
の
を
貴
ぶ
た
と
え
。
本
末
転
倒
の
た
と
え
。『
韓

非
子
』
外
儲
説
左
上
に
、

楚
人
に
其
の
珠
を
鄭
に
賣
る
者
有
り
。
木
蘭
の
櫃
を
爲
り
、
薫
ず
る
に
桂
椒
を
以
て
し
、
綴

く
ん

つ
づ

る
に
珠
玉
を
以
て
し
、
飾
る
に
玫
瑰
を
以
て
し
、
輯
む
る
に
翡
翠
を
以
て
す
。
鄭
人
、
其

ば
い
か
い

あ
つ

の
櫝
を
買
ひ
て
、
其
の
珠
を
還
す
。
此
れ
善
く
櫝
を
賣
る
と
謂
ふ
可
き
も
、
未
だ
善
く
珠

を
鬻
ぐ
と
謂
ふ
可
か
ら
ざ
る
な
り
。（
楚
人
有
賣
其
珠
於
鄭
者
。
爲
木
蘭
之
櫃
、
薫
〔
以
〕

ひ
さ

桂
椒
（
之
櫝
）、
綴
以
珠
玉
、
飾
以
玫
瑰
、
輯
以
翡
翠
。
鄭
人
買
其
櫝
、
而
還
其
珠
。
此
可

謂
善
賣
櫝
矣
、
未
可
謂
善
鬻
珠
也
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

詩
賦
の
言
葉
、
後
世
の
言
葉
を
用
い
る
の
を
忌
む
。

時
文
に
は
お
の
づ
か
ら
体
裁
が
あ
る
。
史
事
は
内
に
包
み
か
く
す
の
が
よ
く
、
は
っ
き
り
と

書
い
て
は
な
ら
な
い
。
使
者
（
で
あ
る
私
）
が
選
ん
だ
『
江
漢
炳
靈
集
』
は
、
才
気
に
富
む

が
、
理
法
は
と
り
わ
け
精
密
で
あ
る
。
な
お
か
つ
い
づ
れ
も
題
を
考
え
て
文
章
を
作
成
し
て

お
り
、
引
用
は
適
切
で
あ
り
、
誤
解
す
る
は
ず
が
な
い
。
櫝
を
買
っ
て
珠
を
還
す
の
は
、
文

体
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
。

―
―
１
６
―
―

舉
業
家
忌
揣
摩
風
氣
。

揣
摩
風
氣
者
、
迎
合
人
意
、
變
道
逢
時
之
謂
也
。
鄙
夫
行
徑
、
君
子
不
爲
。
爲
人
爲
文
、
理

豈
有
異
。
乃
舉
業
家
視
爲
固
然
、
父
師
以
此
望
其
子
弟
、
直
如
陳
咸
之
父
教
之
以
諂
、
可
羞

可
怪
。
況
試
官
多
矣
、
科
目
新
舊
不
同
、
嗜
好
亦
異
。
卽
欲
迎
合
、
其
又
焉
能
。
豈
知
主
（
司
）

〔
文
〕
①
選
卷
、
遇
脱
俗
者
則
刮
目
欣
賞
、
見
陳
陳
者
則
頻
蹙
作
惡
乎
。
應
試
文
字
、
但
求

不
僻
不
怪
不
（
悔
）〔
晦
〕
②
不
歰
、
足
矣
。
華
實
兼
備
、
不
患
莫
己
知
也
。
戰
國
策
揣
摩
字
義
、

出
於
鬼
谷
子
、
其
書
有
揣
篇
摩
篇
、
謂
鉤
距
窺
伺
、
如
孟
子
所
謂
言
餂
者
也
。

【
校
記
】

①
「
司
」

全
集
本
に
従
っ
て
「
文
」
に
改
め
る
。

②
「
悔
」

全
集
本
に
従
っ
て
「
晦
」
に
改
め
る
。

【
書
き
下
し
】

舉
業
家
は
揣
摩
風
氣
を
忌
む
。

し

ま

「
揣
摩
風
氣
」
と
は
、
人
意
に
迎
合
し
、
道
を
變
じ
て
時
に
逢
ふ
の
謂
ひ
な
り
。
鄙
夫
、
徑み

ち

を
行
く
は
、
君
子
は
爲
さ
ず
。
人
を
爲
り
文
を
爲
る
は
、
理
豈
に
異
な
る
有
ら
ん
。
乃
ち
舉

業
家
、
視
て
固
然
と
爲
し
、
父
師
此
を
以
て
其
の
子
弟
に
望
む
は
、
直
ち
に
陳
咸
の
父
、
之

た
だ

に
教
ふ
る
に
諂
ひ
を
以
て
す
る
が
如
く
、
羞
づ
可
し
怪
し
む
可
し
。
况
ん
や
試
官
多
く
、

へ
つ
ら

科
目
は
新
舊
同
じ
か
ら
ず
、
嗜
好
も
亦
異
な
る
を
や
。
卽
ひ
迎
合
を
欲
す
る
も
、
其
れ
又
焉

た
と

い
づ

く
ん
ぞ
能
く
せ
ん
。
豈
に
文
を
主
と
し
て
卷
を
選
び
、
俗
を
脱
す
る
者
に
遇
へ
ば
、
則
ち
刮

目
欣
賞
し
、
陳
陳
な
る
者
を
見
れ
ば
、
則
ち
頻

蹙
、
惡
を
作
す
を
知
ら
ん
や
。
應
試
の
文

ひ
ん
し
ゅ
く

坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）
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字
は
、
但
だ
不
僻
・
不
怪
・
不
晦
・
不
歰
を
求
む
れ
ば
足
る
。
華
實
兼
備
す
れ
ば
、
己
を
知

る
莫
き
を
患
へ
ざ
る
な
り
。『
戰
國
策
』
の
揣
摩
の
字
義
は
、『
鬼
谷
子
』
に
出
で
、
其
の
書
に
揣
篇
摩
篇
有
り
、

鉤
距
窺
伺
を
謂
ふ
。『
孟
子
』
の
所
謂
言
餂
な
る
者
の
如
き
な
り
。

こ
う
き
よ

き

し

て
ん

【
註
】

○
鄙
夫
、
徑
を
行
く
は
、
君
子
は
爲
さ
ず

『
論
語
』
雍
也
篇
に
、

子
游
、
武
城
の
宰
と
爲
る
。
子
曰
く
、「
女
、
人
を
得
た
り
や
」。
曰
く
、「
澹
臺
滅
明
な
る

者
有
り
、
行
く
に
徑
に
由
ら
ず
、
公
事
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
嘗
て
偃
の
室
に
至
ら
ざ
る
な
り
」。

（
子
游
爲
武
城
宰
。
子
曰
、
女
得
人
焉
耳
乎
。
曰
、
有
澹
臺
滅
明
者
、
行
不
由
徑
、
非
公

事
未
嘗
至
於
偃
之
室
也
）

と
あ
り
、
近
道
を
し
な
い
で
行
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

○
陳
咸
の
父
、
之
に
教
ふ
る
に
諂
ひ
を
以
て
す

陳
咸
と
そ
の
父
で
あ
る
萬
年
と
の
故
事
。『
漢
書
』

巻
六
十
六
に
、

萬
年
嘗
て
病
み
、
咸
を
召
し
て
牀
下
に
教
戒
し
、
語
、
夜
半
に
至
り
、
咸
睡
り
、
頭
、
屏

風
に
觸
る
。
萬
年
大
い
に
怒
り
、
之
を
杖
せ
ん
と
欲
し
て
、
曰
く
、「
乃
公
、
汝
を
教
戒

だ
い
こ
う

す
る
に
、
汝
反
て
睡
り
、
吾
が
言
を
聽
か
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
」。
咸
叩
頭
し
て
謝
し
て
曰
く
、

ね
む

「
具
に
言
ふ
所
を
曉
ら
か
に
す
、
大
要
は
咸
に
讇
ひ
を
教
ふ
る
な
り
」。
萬
年
乃
ち
復

つ
ぶ
さ

あ
き

へ
つ
ら

た
言
は
ず
。（
萬
年
嘗
病
、
召
咸
教
戒
於
牀
下
、
語
至
夜
半
、
咸
睡
、
頭
觸
屏
風
。
萬
年
大

怒
、
欲
杖
之
、
曰
、
乃
公
教
戒
汝
、
汝
反
睡
、
不
聽
吾
言
、
何
也
。
咸
叩
頭
謝
曰
、
具
曉

所
言
、
大
要
教
咸
讇
也
。
萬
年
乃
不
復
言
）

と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
、「
讇
は
古
の
諂
の
字
な
り
」
と
あ
る
。

○
己
を
知
る
莫
き
を
患
へ
ざ
る
な
り

『
論
語
』
里
仁
篇
に
、

子
曰
く
、
位
無
き
こ
と
を
患
へ
ず
、
立
つ
所
以
を
患
ふ
。
己
を
知
る
莫
き
を
患
へ
ず
、
知

ら
る
可
き
こ
と
を
爲
す
を
求
む
る
な
り
。（
子
曰
、
不
患
無
位
、
患
所
以
立
。
不
患
莫
己
知
、

求
爲
可
知
也
）

と
あ
る
。

○
『
戰
國
策
』
の
揣
摩
の
字
義

『
戰
國
策
』
秦
策
一
に
、

乃
ち
夜
、
書
を
發
き
、
篋
數
十
を
陳
ね
、
太
公
の
陰
符
の
謀
を
得
、
伏
し
て
之
を
誦
し
、

ひ
ら

つ
ら

簡
練
し
て
以
て
揣
摩
を
爲
す
。（
乃
夜
發
書
、
陳
篋
數
十
、
得
太
公
陰
符
之
謀
、
伏
而
誦
之
、

簡
練
以
爲
揣
摩
）

と
あ
る
。

○
『
孟
子
』
の
所
謂
言
餂
な
る
者

『
孟
子
』
盡
心
下
に
、

士
未
だ
以
て
言
ふ
可
か
ら
ず
し
て
言
ふ
は
、
是
れ
言
ふ
を
以
て
之
を
餂
る
な
り
。
以
て
言

と

ふ
可
く
し
て
言
は
ざ
る
は
、
是
れ
言
は
ざ
る
を
以
て
之
を
餂
る
な
り
。
是
れ
皆
穿
踰
の
類

と

な
り
。（
士
未
可
以
言
而
言
、
是
以
言
餂
之
也
、
可
以
言
而
不
言
、
是
以
不
言
餂
之
也
、
是

皆
穿
踰
之
類
也
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

科
挙
受
験
者
は
揣
摩
風
気
を
忌
む
。

「
揣
摩
風
気
」
と
は
、
人
の
意
に
迎
合
し
、
主
張
を
変
え
て
時
勢
に
あ
わ
せ
る
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
匹
夫
が
近
道
を
行
く
よ
う
な
こ
と
は
、
君
子
は
行
わ
な
い
。
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
と
文
章
を
作
る
こ
と
が
ど
う
し
て
異
な
ろ
う
か
。
そ
れ
な
の
に
科
挙
受
験
者
が
（
揣
摩
風

気
す
る
の
は
）
当
然
の
こ
と
だ
と
考
え
、
父
や
師
が
（
揣
摩
風
気
し
て
及
第
す
る
こ
と
を
）

そ
の
子
弟
に
期
待
す
る
の
は
、
陳
咸
の
父
が
子
に
へ
つ
ら
い
を
教
え
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ

で
あ
り
、
恥
づ
べ
き
こ
と
で
あ
り
お
か
し
い
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

し
て
や
試
験
官
が
多
く
、
科
目
が
今
と
昔
で
は
同
じ
で
は
な
く
、
嗜
好
も
異
な
っ
て
い
る
な

ら
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
た
と
え
迎
合
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。
文

章
を
第
一
に
答
案
を
選
び
、
非
凡
な
も
の
に
出
会
え
ば
、
目
を
見
開
い
て
激
賞
し
、
か
わ
り

ば
え
し
な
い
者
を
見
れ
ば
、
眉
を
ひ
そ
め
て
悪
く
言
う
の
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
試

験
に
応
じ
る
文
章
は
、
か
た
よ
ら
な
い
、
お
か
し
く
な
い
、
難
解
で
は
な
い
、
と
ど
こ
お
ら

な
い
こ
と
を
求
め
れ
ば
そ
れ
で
充
分
で
あ
る
。
華
と
実
が
兼
備
し
て
お
れ
ば
、
自
分
を
わ
か
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っ
て
く
れ
な
い
こ
と
は
気
に
な
ら
な
い
。『
戰
國
策
』
の
揣
摩
の
字
義
は
『
鬼
谷
子
』
か
ら
出
て
お
り
、
そ

の
書
に
揣
篇
摩
篇
が
あ
り
、
伺
い
探
る
こ
と
を
い
い
、『
孟
子
』
の
い
わ
ゆ
る
「
言
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
言
っ
て

取
り
入
ろ
う
と
す
る
」
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
戰
國
策
高
誘
注
三
十
三
卷
、
札
記
三
卷
。
宋
姚
宏
校
正
續
注
。

顧
廣
圻
校
。

士
禮
居
仿
宋

刻
本
、
武
昌
局
翻
刻
本
。

・
戰
國
策
高
誘
注
三
十
三
卷
。
宋
姚
宏
校
正
續
注
。

雅
雨
堂
校
本
。
鮑
彪
注
本
多
竄
改
、
不
如

此
兩
本
。

・
戰
國
策
校
注
十
卷
。
宋
鮑
彪
注
。

元
呉
師
道
補
正
。

惜
陰
軒
叢
書
本
。

・
鬼
谷
子
陶
弘
景
注
一
卷
。
秦
恩
復
校
刻
兩
本
。

縱
橫
。

・
孟
子
注
疏
十
四
卷
、
漢
趙
岐
注
、
舊
題
宋
孫
奭
疏
。

一
、
試
律
詩
。

―
―
１
―
―

宜
工
不
率
、
切
不
泛
、
莊
不
佻
、
雅
不
腐
。

詩
之
上
乘
、
自
以
雄
渾
超
妙
爲
善
。
然
初
學
豈
易
語
此
。
且
場
屋
試
律
、
自
有
體
裁
。
先
求

動
中
規
矩
、
方
可
言
神
而
明
之
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
工
率
な
ら
ず
、
切
泛
な
ら
ず
、
莊
佻
な
ら
ず
、
雅
腐
な
ら
ず

な
る
べ
し
。

詩
の
上
乘
は
、

自

ら
雄
渾
超
妙
を
以
て
善
と
爲
す
。
然
れ
ど
も
初
學
豈
に
此
を
語
り
易
か

お
の
づ
か

ら
ん
。且
つ
場
屋
の
試
律
に
は
、
自

ら
體
裁
有
り
。先
づ
動
き
て
規
矩
に
中
る
を
求
め
て
、
方

お
の
づ
か

あ
た

は
じ

め
て
神
に
し
て
之
を
明
ら
か
に
す
と
言
ふ
可
し
。

【
註
】

○
試
律
詩

科
挙
の
試
験
場
で
作
る
律
詩
の
こ
と
。
試
帖
詩
と
も
い
う
。

○
神
に
し
て
之
を
明
ら
か
に
す

『
周
易
』
繋
辭
上
傳
に
、

天
下
の
頤
を
極
む
る
者
は
卦
に
存
し
、
天
下
の
動
を
鼓
す
る
者
は
辭
に
存
し
、
化
し
て
之

い

を
裁
す
る
は
變
に
存
し
、
推
し
て
之
を
行
ふ
は
通
に
存
し
、
神
に
し
て
之
を
明
ら
か
に
す

る
は
、
其
の
人
に
存
し
、
黙
し
て
之
を
成
し
、
言
は
ず
し
て
信
あ
る
は
、
徳
行
に
存
す
。（
極

天
下
之
頤
者
存
乎
卦
、
鼓
天
下
之
動
者
存
乎
辭
、
化
而
裁
之
存
乎
變
、
推
而
行
之
存
乎
通
、

神
而
明
之
、
存
乎
其
人
、
黙
而
成
之
、
不
言
而
信
、
存
乎
徳
行
）

と
あ
る
。

【
通
釈
】

工
軽
率
で
は
な
い
、
切
淺
薄
で
は
な
い
、
莊
軽
佻
で
は
な
い
、
雅
陳
腐
で
は
な
い
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。詩

の
上
乗
な
も
の
は
、
当
然
雄
渾
で
絶
妙
で
あ
る
も
の
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
し
か
し
初
学
者

に
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
。
な
お
か
つ
試
験
場
の
試
律
詩
に
は
、
当
然
決

ま
っ
た
体
裁
が
あ
る
。
ま
づ
規
律
に
合
う
よ
う
に
作
る
こ
と
を
求
め
て
、
は
じ
め
て
神
妙
を

つ
く
し
て
明
ら
か
に
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

―
―
２
―
―

宜
讀
古
人
詩
。

初
學
宜
先
讀
唐
宋
古
今
體
詩
、
且
學
作
之
、
再
爲
試
帖
、
事
半
功
倍
。
但
就
尋
常
景
物
、
令
作
五

言
短
古
、
七
言
絶
句
、
令
其
胸
中
稍
有
詩
情
、
則
不
以
試
帖
爲
苦
。
此
本
務
而
實
捷
訣
也
。

杜
詩
云
、
詞
林
有
根
柢
、
時
文
試
律
、
何
獨
不
然
。
唐
試
律
外
、
庚
辰
集
、
必
須
先
讀
、
以

取
氣
韻
。
此
皆
博
通
名
手
所
爲
、
故
典
核
樸
雅
。
時
議
其
拙
、
非
也
。
自
不
解
其
典
實
、
不

知
其
用
字
所
出
耳
、
知
者
但
覺
其
妍
雅
。
紀
氏
唐
人
試
律
説
、
近
人
視
爲
先
進
禮
樂
。
然
不
可
不
一
覽
。

【
書
き
下
し
】
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宜
し
く
古
人
の
詩
を
讀
む
べ
し
。

初
學
は
宜
し
く
先
づ
唐
宋
の
古
今
體
詩
を
讀
む
べ
し
、
且
つ
之
を
作
る
を
學
び
、
再
び
試
帖

を
爲
れ
ば
、
事
半
ば
に
し
て
功
倍
す
。
但
だ
尋
常
の
景
物
に
就
い
て
、
五
言
短
古
、
七
言
絶
句
を
作
ら
し
め
、

つ
く

な
か

其
の
胸
中
を
し
て
稍
や
詩
情
有
ら
し
め
ば
、
則
ち
試
帖
を
以
て
苦
と
爲
さ
ず
。
此
れ
本
務
な
る
も
實
は
捷
訣

せ
ふ
け
つ

な
り
。

杜
詩
に
、「
詞
林
に
根
柢
有
り
」
と
云
ふ
も
、
時
文
試
律
、
何
ぞ
獨
り
然
ら
ざ
る
。
唐
の
試

律
の
外
、『
庚
辰
集
』
は
、
必
ず
須
く
先
づ
讀
み
、
以
て
氣
韻
を
取
る
べ
し
。
此
れ
皆
博
通

名
手
の
爲
す
所
な
る
が
故
に
、
典
核
樸
雅
な
り
。
其
の
拙
を
時
議
す
る
は
非
な
り
。
自
ら
其

の
典
實
を
解
さ
ず
、
其
の
用
字
の
出
づ
る
所
を
知
ら
ざ
る
の
み
、
知
者
は
但
だ
其
の
妍
雅
を
覺さ

と

る
。
紀
氏
の
『
唐
人
試
律
説
』
を
、
近
人
視
て
先
進
の
禮
樂
と
爲
す
。
然
れ
ど
も
一
覽
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。

み

【
註
】

○
杜
詩
に
、「
詞
林
に
根
柢
有
り
」
と
云
ふ

杜
甫
の
「
贈
秘
書
監
江
夏
李
公
邕
」
に
、

長
嘯
す
宇
宙
の
閒
、
高
才
日
び
に
陵
替
す
。
古
人
見
る
可
か
ら
ず
、
前
輩
を
ば
復
た
誰
か

繼
が
ん
。
憶
ふ
昔
李
公
の
存
せ
し
と
き
、
詞
林
に
根
柢
有
り
。（
長
嘯
宇
宙
閒
、
高
才
日
陵

替
。
古
人
不
可
見
、
前
輩
復
誰
繼
。
憶
昔
李
公
存
、
詞
林
有
根
柢
）

と
あ
る
。

○
『
庚
辰
集
』

『
庚
辰
集
』
五
巻
。

清
紀
昀
編
。

○
紀
氏
の
『
唐
人
試
律
説
』

『
唐
人
試
律
説
』
一
巻
。

清
紀
昀
撰
。

○
先
進
の
禮
樂

『
論
語
』
先
進
篇
に
、

子
曰
く
、
先
進
の
、
禮
樂
に
於
け
る
や
、
野
人
な
り
。
後
進
の
、
禮
樂
に
於
け
る
や
、
君

子
な
り
。
如
し
之
を
用
ふ
れ
ば
、
則
ち
吾
れ
は
先
進
に
從
は
ん
。（
子
曰
、
先
進
於
禮
樂
、

野
人
也
。
後
進
於
禮
樂
、
君
子
也
。
如
用
之
、
則
吾
從
先
進
）

と
あ
り
、「
先
進
の
禮
樂
」
で
古
く
さ
い
時
代
遅
れ
の
田
舎
も
の
（
野
人
）
を
た
と
え
て
い
る
。

【
通
釈
】

古
人
の
詩
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

初
学
者
は
ま
づ
唐
宋
の
古
今
体
詩
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
な
お
か
つ
作
る
こ
と
を
学
ん

で
か
ら
、
試
帖
詩
を
つ
く
れ
ば
、
努
力
が
半
分
で
成
果
は
倍
と
な
る
。
た
だ
尋
常
の
景
物
に
つ
い

て
、
五
言
短
古
、
七
言
絶
句
を
作
ら
せ
て
、
胸
中
に
す
こ
し
く
詩
情
が
あ
る
よ
う
に
さ
せ
れ
ば
、
試
帖
詩
を
作
る
の
に

苦
し
む
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
が
本
来
の
や
り
方
で
あ
り
、
実
は
早
道
で
あ
る
。

杜
甫
の
詩
に
、「
詞
林
に
根
柢
有
り
」
と
い
う
が
、
時
文
・
試
律
詩
だ
け
が
そ
う
で
な
い
こ

と
が
あ
ろ
う
か
。
唐
の
試
律
詩
の
ほ
か
に
、『
庚
辰
集
』
は
か
な
ら
ず
ま
っ
先
に
読
ん
で
、

気
韻
を
学
び
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
い
づ
れ
も
博
識
な
名
手
の
作
っ
た
も
の
で

あ
る
の
で
、
優
雅
で
素
朴
で
あ
る
。
そ
の
巧
拙
を
あ
れ
こ
れ
議
論
す
る
の
は
あ
や
ま
り
で
あ

る
。
議
論
す
る
も
の
自
身
が
そ
の
故
実
を
理
解
せ
ず
、
そ
の
用
字
の
出
所
を
知
ら
な
い
だ
け

で
あ
り
、
知
者
だ
け
が
そ
の
美
し
く
俗
気
が
な
い
と
こ
ろ
を
悟
る
。
紀
氏
の
『
唐
人
試
律
説
』
を
、

最
近
の
人
は
先
進
の
礼
楽
〔
時
代
遅
れ
〕
と
み
な
し
て
読
ま
な
い
が
、
一
覽
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

―
―
３
―
―

七
家
詩
宜
善
學
。

川
省
此
詩
盛
行
、
無
人
不
讀
、
無
人
不
學
。
此
詩
才
調
誠
佳
、
迥
異
庸
俗
。
而
其
中
毎
有
老

手
頽
唐
之
作
、
不
善
學
之
者
、
不
免
遂
有
纖
佻
不
莊
、
粗
獷
叫
囂
之
弊
。
此
病
甚
深
、
亟
宜

戒
之
。
凡
學
古
者
、
取
長
棄
短
爲
要
。

【
書
き
下
し
】

『
七
家
詩
』
は
宜
し
く
善
く
學
ぶ
べ
し
。

川
省
、
此
の
詩
盛
行
し
、
人
と
し
て
讀
ま
ざ
る
無
く
、
人
と
し
て
學
ば
ざ
る
無
し
。
此
の
詩
、

才
調
誠
に
佳
な
り
、
迥
か
に
庸
俗
に
異
な
る
。
而
る
に
其
の
中
に
毎
に
老
手
頽
唐
の
作
有
り
、

は
る

つ
ね

善
く
之
を
學
ば
ざ
る
者
は
、
遂
に
纖
佻
不
莊
、
粗
獷
叫
囂
の
弊
有
る
を
免
が
れ
ず
。
此
の

せ
ん
て
う

そ

く
わ
う
け
う
が
う

病
甚
だ
深
し
、
亟
か
に
宜
し
く
之
を
戒
し
む
べ
し
。
凡
そ
古
を
學
ぶ
者
は
、
長
を
取
り
短

す
み
や

を
棄
つ
る
を
要
と
爲
す
。
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【
註
】

○
『
七
家
詩
』

『
七
家
詩
評
』
劉
孟
會
撰
。

【
通
釈
】

『
七
家
詩
』
は
十
分
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
川
省
で
は
、
こ
の
詩
が
盛
行
し
、
読
ま
な
い
人
は
な
く
、
学
ば
な
い
人
は
い
な
い
。
こ
の

詩
は
才
智
や
調
子
が
本
当
に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
は
る
か
に
凡
俗
と
異
な
る
。
し
か
し
そ
の
中

に
つ
ね
に
老
練
な
作
品
や
頽
廃
的
な
作
品
が
あ
り
、
十
分
に
学
ば
な
い
も
の
は
、
結
局
軽
佻

浮
薄
、
粗
野
で
騒
々
し
い
と
い
う
弊
害
が
あ
る
の
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
弊
害

は
と
て
も
深
く
、
す
み
や
か
に
戒
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
古
い
こ
と
を
学
ぶ

者
は
、
長
所
を
取
り
短
所
を
棄
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

―
―
４
―
―

宜
看
館
閣
詩
。
謂
近
二
三
十
年
中
、
館
閣
人
所
作
。
或
專
集
、
或
選
本
、
如
同
館
詩
鈔
之
類
。
①

體
格
未
必
甚
高
、
氣
息
卻
甚
平
靜
、
字
句
必
求
妥
帖
、
此
爲
應
試
正
宗
。
試
律
一
體
、
其
源

出
於
唐
人
試
律
。
創
此
體
時
、
卽
是
如
此
體
裁
也
。

【
校
記
】

○
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
館
閣
詩
を
看
る
べ
し
。
近
二
三
十
年
中
に
、
館
閣
人
の
作
り
し
所
を
謂
ふ
。
或
い
は
專
集
、
或
い
は
選
本
、

『
同
館
詩
鈔
』
の
如
き
の
類
。

體
格
未
だ
必
ず
し
も
甚
だ
し
く
は
高
か
ら
ざ
る
も
、
氣
息
卻
て
甚
だ
平
靜
、
字
句
必
ず
妥
帖

だ

て
ふ

を
求
む
、
此
れ
應
試
の
正
宗
と
爲
す
。
試
律
の
一
體
、
其
の
源
は
、
唐
人
の
試
律
に
出
づ
。

此
の
體
を
創
る
の
時
に
は
、
卽
ち
是
れ
此
の
體
裁
の
如
く
す
る
な
り
。

【
註
】

○
館
閣
詩

館
閣
は
翰
林
院
の
別
称
。
館
閣
詩
は
翰
林
院
の
人
が
作
っ
た
詩
を
い
う
。

○
『
同
館
詩
鈔
』

『
同
館
試
律
鈔
』
法
梧
門
式
善
撰
。

【
通
釈
】

館
閣
詩
を
参
看
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
近
二
三
十
年
中
に
、
館
閣
人
の
作
っ
た
も
の
を
い
う
。
専
集
や
選

本
や
『
同
館
詩
鈔
』
の
よ
う
な
類
。

体
例
や
品
格
は
か
な
ら
ず
し
も
あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
気
息
は
か
え
っ
て
と
て
も
平
静
で
、

字
句
は
か
な
ら
ず
穏
当
さ
を
求
め
て
お
り
、
こ
れ
が
試
験
に
応
じ
る
正
統
な
詩
体
で
あ
る
。

試
律
詩
と
い
う
詩
体
の
源
は
、
唐
人
の
試
律
詩
か
ら
出
る
。
こ
の
体
を
創
る
時
に
は
、
こ
の

体
裁
の
よ
う
に
し
な
さ
い
。

―
―
５
―
―

忌
用
語
助
語
詞
。

此
病
川
省
最
甚
。
從
古
試
律
、
無
此
體
式
。
雜
體
詩
亦
罕
。
閒
或
有
之
、
不
可
以
訓
。
謂
焉
哉

乎
也
、
及
而
字
其
字
之
類
。
而
其
等
字
爲
語
詞
。

【
書
き
下
し
】

語
助
、
語
詞
を
用
ふ
る
を
忌
む
。

此
の
病
、
川
省
最
も
甚
だ
し
。
古
よ
り
試
律
に
此
の
體
式
無
し
。
雜
體
詩
も
亦
罕
な
り
。
閒

ま
れ

ま

ま
或
い
は
之
れ
有
る
も
、
以
て
訓
と
す
可
か
ら
ず
。
焉
哉
乎
也
、
及
び
而
字
、
其
字
の
類
を
謂
ふ
。
而

其
な
ど
の
字
を
語
詞
と
爲
す
。

【
通
釈
】
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語
助
、
語
詞
を
用
い
る
の
を
忌
む
。

こ
の
弊
害
は
四
川
省
が
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
い
。
昔
か
ら
試
律
詩
に
こ
の
形
式
は
な
い
。

雑
体
詩
で
も
ま
れ
で
あ
る
。
ま
ま
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
標
準
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
焉
」「
哉
」「
乎
」「
也
」、
お
よ
び
「
而
」
字
、「
其
」
字
の
類
を
い
う
。「
而
」「
其
」
な
ど
の
字
が
語
詞
で
あ
る
。

―
―
６
―
―

忌
輕
佻
不
莊
。

迂
腐
固
不
佳
、
纖
佻
狎
媟
語
尤
忌
。
校
文
者
見
之
、
最
爲
刺
目
。

【
書
き
下
し
】

輕
佻
不
莊
を
忌
む
。

迂
腐
は
固
よ
り
佳
な
ら
ず
、
纎
佻
狎
媟
の
語
は
尤
も
忌
む
。
文
を
校
す
る
者
之
を
見
て
、
最

せ
ん
て
う
こ
ふ
せ
つ

も
目
に
刺
す
と
爲
す
。

【
通
釈
】

軽
佻
浮
薄
を
忌
む
。

迂
遠
は
も
ち
ろ
ん
よ
く
な
い
が
、
軽
佻
で
馴
れ
馴
れ
し
い
語
は
と
り
わ
け
忌
む
。
文
章
を
校

閲
す
る
も
の
が
こ
れ
を
見
る
と
、
も
っ
と
も
目
に
つ
く
。

―
―
７
―
―

忌
用
疊
字
。

如
重
重
點
點
、
上
句
花
月
、
下
句
月
花
之
類
。

【
書
き
下
し
】

疊
字
を
用
ふ
る
を
忌
む
。

「
重
重
」「
點
點
」、
上
句
は
「
花
月
」、
下
句
は
「
月
花
」
の
如
き
の
類
。

【
通
釈
】

同
じ
字
を
重
ね
て
用
い
る
の
を
忌
む
。

「
重
重
」「
點
點
」、
上
句
に
「
花
月
」、
下
句
に
「
月
花
」
を
お
く
よ
う
な
類
。

―
―
８
―
―

忌
不
對
。

虚
實
輕
重
、
字
面
門
類
、
務
宜
銖
兩
各
稱
、
此
所
謂
律
。
不
可
畧
觀
大
意
、
便
謂
支
對
停
妥
。

纖
巧
假
借
、
則
亦
不
可
。

【
書
き
下
し
】

不
對
を
忌
む
。

虚
實
輕
重
、
字
面
門
類
、
務
め
て
宜
し
く
銖
兩
各
お
の
稱
ふ
べ
し
。
此
れ
所
謂
律
な
り
。
畧

し
ゆ
り
や
う

か
な

す
こ

し
く
大
意
を
觀
て
、
便
ち
支
對
停
妥
と
謂
ふ
可
か
ら
ず
。
纎
巧
假
借
は
則
ち
亦
不
可
な
り
。

【
註
】

○
銖
兩

い
づ
れ
も
重
さ
の
単
位
。

【
通
釈
】

対
に
な
っ
て
い
な
い
の
を
忌
む
。

虚
と
実
、
軽
と
重
、
熟
語
や
門
類
は
、
で
き
る
だ
け
重
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
つ
り
あ
う
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
律
」
で
あ
る
。
大
意
を
み
て
す
こ
し
わ
か
っ
た

だ
け
で
、
す
ぐ
に
ち
ゃ
ん
と
対
応
し
て
い
る
と
い
っ
て
は
な
ら
な
い(

？)

。
繊
細
や
仮
借
も

や
は
り
よ
く
な
い
。

―
―
９
―
―
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忌
破
題
太
緩
。

近
今
詩
律
、
題
字
宜
起
二
聯
點
畢
。
一
句
五
字
中
、
不
宜
全
用
題
字
。
俗
名
罵
題
。

【
書
き
下
し
】

破
題
太
だ
緩
き
を
忌
む
。

は
な
は

ゆ
る

近
今
の
詩
律
、
題
字
は
宜
し
く
起
二
聯
に
點
し
畢
る
べ
し
。
一
句
五
字
中
に
、
宜
し
く
全
く

題
字
を
用
ふ
べ
か
ら
ず
。
俗
に
罵
題
と
名
づ
く
。

【
註
】

○
破
題

題
の
意
味
を
説
破
す
る
と
い
う
意
味
。
詩
賦
の
起
首
、
八
股
文
の
首
の
二
句
な
ど
を
い

う
。

【
通
釈
】

破
題
が
ゆ
る
す
ぎ
る
の
を
忌
む
。

最
近
の
詩
律
は
、
題
の
文
字
を
起
首
二
聯
に
書
き
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
一
句

五
字
の
中
に
、
題
の
文
字
を
す
べ
て
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を
俗
に
罵
題

と
い
う
。

―
―
１
０
―
―

忌
用
古
人
全
句
入
詩
。

犯
此
病
者
最
多
。
不
知
何
人
作
俑
。
古
無
此
體
。

【
書
き
下
し
】

古
人
の
全
句
を
用
ひ
て
詩
に
入
る
を
忌
む
。

此
の
病
を
犯
す
者
最
も
多
し
。
知
ら
ず
、
何
人
、
俑
を
作
る
か
を
。
古
、
此
の
體
無
し
。

よ
う

【
通
釈
】

古
人
の
全
句
を
詩
に
入
れ
る
の
を
忌
む
。

こ
の
弊
害
を
犯
す
も
の
は
も
っ
と
も
多
い
。
誰
が
最
初
に
は
じ
め
た
か
わ
か
ら
な
い
。
昔
は

こ
の
よ
う
な
詩
体
は
な
い
。

一
、
賦
。―

―
１
―
―

宜
相
題
製
體
。

或
古
或
律
、
須
視
其
題
。
擬
古
者
、
宜
用
古
人
元
賦
體
。
平
正
板
重
題
、
宜
律
。
纖
小
詠
物

題
①
、
可
律
體
或
擬
六
朝
體
。
博
大
頌
颺
題
、
及
詠
古
有
大
議
論
題
、
可
古
可
律
。

試
場
賦
、
於
法
得
用
古
體
。
然
古
賦
竟
是
博
學
人
箸
作
之
事
、
應
試
者
先
求
工
於
律
賦
、
可

耳
。
卽
閒
有
合
用
古
賦
者
、
止
可
如
作
楷
臨
摹
法
帖
。
上
者
取
其
氣
韻
、
而
合
以
規
矩
、
下

者
摹
其
形
模
、
而
去
其
駭
俗
、
較
於
應
試
爲
宜
。
然
此
爲
考
試
言
、
乃
萬
不
得
已
之
論
、
非

爲
箸
作
學
古
者
言
。

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
纖
小
詠
物
題
」
を
「
纖
巧
詠
物
題
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
題
を
相
て
體
を
製
す
べ
し
。

み

或
い
は
古
、
或
い
は
律
は
、
須
く
其
の
題
を
視
る
べ
し
。
擬
古
は
宜
し
く
古
人
の
元
賦
體
を

用
ふ
べ
し
。
平
正
板
重
題
は
宜
し
く
律
な
る
べ
し
。
纎
小
詠
物
題
は
律
體
或
い
は
擬
六
朝
體

な
る
可
し
。
博
大
頌
颺
題
、
及
び
詠
古
有
大
議
論
題
は
、
古
な
る
可
し
、
律
な
る
可
し
。

試
場
の
賦
は
法
に
於
て
は
古
體
を
用
ふ
る
を
得
。
然
れ
ど
も
古
賦
は
竟
に
是
れ
博
學
人
の
箸

作
の
事
な
り
、
試
に
應
ず
る
者
は
先
づ
律
賦
に
工
な
る
を
求
め
て
可
な
る
の
み
。
卽
し
閒

た
く
み

も

ま

ま
合
に
古
賦
を
用
ふ
べ
き
者
有
ら
ば
、
止
だ
楷
を
作
る
に
法
帖
を
臨
摹
す
る
が
如
く
す
可
し
。

ま
さ

坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）
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上
者
は
其
の
氣
韻
を
取
り
、
合
す
る
に
規
矩
を
以
て
し
、
下
者
は
其
の
形
模
を
摹
し
て
、
其

の
駭
俗
を
去
る
を
、
較
や
試
に
應
ず
る
に
於
て
宜
し
き
と
爲
す
。
然
れ
ど
も
此
れ
は
考
試
の
爲

が
い
ぞ
く

や

た
め

に
言
ふ
、
乃
ち
萬
已
む
を
得
ざ
る
の
論
に
し
て
、
箸
作
し
て
古
を
學
ぶ
者
の
爲
に
言
ふ
に
非

ば
ん

や

た
め

ず
。

【
註
】

○
律
賦

科
挙
の
考
試
に
用
い
ら
れ
た
、
音
律
、
押
韻
、
対
偶
な
ど
に
厳
格
な
規
定
の
あ
る
詩
体
。

【
通
釈
】

（
出
題
さ
れ
た
）
題
を
考
え
て
文
体
を
選
択
し
て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

古
賦
で
あ
っ
て
も
律
賦
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
題
を
よ
く
み
（
て
、
そ
れ
に
あ
っ
た
賦
を
作
成

し
）
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
擬
古
題
に
は
古
人
の
元
賦
體
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平

正
板
重
題
は
律
賦
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
纎
小
詠
物
題
は
律
体
で
も
よ
く
、
擬
六
朝
体
で

も
よ
い
。
博
大
頌
颺
題
、
お
よ
び
詠
古
有
大
議
論
題
は
、
古
賦
で
も
よ
く
、
律
賦
で
も
よ
い
。

試
験
場
で
作
る
賦
は
、
古
体
を
用
い
る
の
が
法
に
か
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
古
賦
は
結
局
は

博
学
な
人
が
著
作
す
る
仕
事
で
あ
り
、
試
験
に
応
じ
る
も
の
は
ま
づ
律
賦
が
う
ま
く
な
る
こ

と
を
求
め
る
の
が
よ
い
。
も
し
古
賦
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
れ
ば
、
楷
書
を

書
く
の
に
法
帖
を
臨
摹
す
る
よ
う
に
ま
ね
る
の
が
よ
く
、
よ
く
で
き
る
者
は
気
韻
を
取
り
、

規
則
に
合
わ
せ
、
あ
ま
り
で
き
な
い
者
は
形
を
摹
写
し
て
、
そ
の
奇
抜
さ
を
の
ぞ
き
去
る
の

が
、
試
験
に
応
じ
る
に
は
比
較
的
よ
い
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
考
試
の
た
め
に
言
う
、

や
む
を
え
な
い
議
論
で
あ
っ
て
、
著
作
し
て
古
い
こ
と
を
学
ぶ
者
の
た
め
に
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。

―
―
２
―
―

宜
讀
古
賦
。

選
賦
六
朝
唐
賦
、
皆
必
宜
讀
。
律
賦
之
有
唐
賦
、
猶
時
文
之
有
明
文
也
。

導
初
學
、
立
基
址
者
、
讀
律
賦
必
以
集
。
最
平
正
。
賦
則
亦
同
。
學
古
體
、
究
源
流
者
、
宜
七

十
家
賦
鈔
。
最
高
雅
。
張
惠
言
編
。

坊
行
賦
鈔
箋
畧
、
解
題
注
典
、
頗
爲
詳
核
、
亦
好
。
①

【
校
記
】

○
全
集
本
は
「
導
初
學
、
立
基
址
者
、
讀
律
賦
必
以
集
。
最
平
正
。
賦
則
亦
同
。
學
古
體
、
究
源
流

者
、
宜
七
十
家
賦
鈔
。
最
高
雅
。
張
惠
言
編
。

坊
行
賦
鈔
箋
畧
、
解
題
注
典
、
頗
爲
詳
核
。
亦
好
」
を
「
坊

行
律
賦
必
以
集
、
簡
約
平
正
、
宜
於
初
學
。
國
朝
張
惠
言
七
十
家
賦
鈔
、
古
雅
詳
備
、
能
讀
更

佳
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

宜
し
く
古
賦
を
讀
む
べ
し
。

選
賦
、
六
朝
、
唐
賦
は
、
皆
必
ず
宜
し
く
讀
む
べ
し
。
律
賦
の
、
唐
賦
有
る
は
、
猶
ほ
時
文

の
、
明
文
有
る
が
ご
と
き
な
り
。

み
ん
ぶ
ん

初
學
を
導
き
、
基
址
を
立
つ
る
者
は
、『
律
賦
必
以
集
』
を
讀
む
。
最
も
平
正
な
り
。
賦
は
則

ち
亦
同
じ
。
古
體
を
學
び
、
源
流
を
究
む
る
者
は
、
宜
し
く
『
七
十
家
賦
鈔
』
な
る
べ
し
。
最

も
高
雅
な
り
。
張
惠
言
編
。

坊
行
の
『
賦
鈔
箋
略
』、『
解
題
注
典
』
は
、
頗
る
詳
核
と
爲
す
、
亦
好
し
。

【
通
釈
】

古
賦
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
選
賦
、
六
朝
賦
、
唐
賦
は
、
か
な
ら
ず
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
律
賦
に
対
し
て
唐
賦

が
あ
る
の
は
、
時
文
に
対
し
て
明
の
文
が
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

み
ん

初
学
者
を
導
き
、
基
礎
を
築
く
も
の
は
、『
律
賦
必
以
集
』
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
っ
と
も
整
っ
て
い
る
。
賦
も
同
じ
。
古
体
を
学
び
、
源
流
を
究
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、『
七

十
家
賦
鈔
』
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
と
も
格
調
が
高
い
。
張
惠
言
編
。

坊
行
の
『
賦

鈔
箋
略
』、『
解
題
注
典
』
は
、
と
て
も
詳
細
で
あ
り
、
や
は
り
よ
い
。
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【
書
目
答
問
】

・
七
十
家
賦
鈔
六
卷
。
張
惠
言
編
。

康
刻
本
。

―
―
３
―
―

名
家
賦
宜
善
學
。

國
朝
賦
家
、
大
手
筆
最
多
、
才
力
實
勝
唐
人
。
不
善
學
者
、
恐
致
堆
垛
氾
濫
之
病
。
呉
祭
酒

錫
麒
賦
、
及
鮑
桂
星
、
顧
元
煕
、
陳
沆
三
家
賦
、
皆
爲
近
時
名
家
、
京
師
有
合
刻
本
。
可
學
。
此
外

選
本
、
不
拘
一
格
、
但
看
其
有
書
卷
而
不
笨
滯
、
格
調
整
齊
而
押
官
韻
穩
者
、
卽
可
學
。
如

坊
刻
插
花
窗
、
少
巖
賦
之
類
、
不
必
學
。

【
書
き
下
し
】

名
家
の
賦
は
宜
し
く
善
く
學
ぶ
べ
し
。

國
朝
の
賦
家
、
大
手
筆
最
も
多
く
、
才
力
實
に
唐
人
に
勝
る
。
善
く
學
ば
ざ
る
者
は
、
恐
ら

た
う
ひ
と

く
堆
垛
氾
濫
の
病
を
致
す
。
呉
祭
酒
錫
麒
の
賦
、
及
び
鮑
桂
星
、
顧
元
煕
、
陳
沆
の
三
家
の
賦
は
、

た
い

だ

皆
近
時
の
名
家
と
爲
す
、
京
師
に
合
刻
本
有
り
。
學
ぶ
可
し
。
此
の
外
の
選
本
は
、
一
格
に
拘
は

か
か

ら
ず
、
但
だ
其
の
、
書
卷
有
り
て
笨
滯
な
ら
ず
、
格
調
整
齊
に
し
て
官
韻
に
押
し
て
穩
な
る

ほ
ん
た
い

者
を
看
れ
ば
、
卽
ち
學
ぶ
可
し
。
坊
刻
の
『
插
花
窗
』『
少
巖
賦
』
の
如
き
の
類
は
、
必
ず
し
も
學
ば
ず
。

【
註
】

〇
堆
垛

堆
垛
屍
の
こ
と
。
故
実
を
た
く
さ
ん
用
い
て
作
っ
た
文
章
。

○
呉
祭
酒
錫
麒

呉
錫
麒
、
字
は
聖
徴
、
号
は
谷
人
。
浙
江
嘉
興
の
人
。

○
鮑
桂
星

字
は
雙
五
、
号
は
琴
舫
、
安
徽
歙
縣
の
人
。

○
顧
元
煕

字
は
麗
丙
、
号
は
耕
石
、
江
蘇
長
州
の
人
。

○
陳
沆

字
は
太
初
、
号
は
秋
舫
、
湖
北
蘄
水
の
人
。

【
通
釈
】

名
家
の
賦
は
十
分
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

清
朝
の
賦
の
作
家
は
、
大
家
が
も
っ
と
も
多
く
、
才
能
や
実
力
は
実
に
唐
の
人
よ
り
ま
さ
っ

て
い
る
。
十
分
に
学
ば
な
い
も
の
は
、
故
事
を
用
い
す
ぎ
た
り
風
呂
敷
を
広
げ
す
ぎ
た
り
す

る
弊
害
を
招
く
で
あ
ろ
う
。
呉
祭
酒
錫
麒
の
賦
、
お
よ
び
鮑
桂
星
、
顧
元
煕
、
陳
沆
の
三
家
の
賦

は
、
い
づ
れ
も
最
近
の
名
家
で
あ
る
、
京
師
に
合
刻
本
が
あ
る
。
学
ぶ
と
よ
い
。
こ
れ
以
外
の
選

本
は
、
ひ
と
つ
の
格
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
書
巻
の
気
が
あ
っ
て
凝
滞
せ
ず
、
格
調
が
と
と
の

っ
て
お
り
、
官
韻
で
押
韻
し
て
い
て
穩
当
な
も
の
を
み
か
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
学
ぶ
と
よ
い
。

坊
刻
の
『
插
花
窗
』『
少
巖
賦
』
の
類
は
、
か
な
ら
ず
し
も
学
ば
な
く
て
も
よ
い
。

【
書
目
答
問
】

・
有
正
味
齋
集
七
十
三
卷
。
呉
錫
麒
。

初
集
駢
體
文
二
十
四
卷
、
續
集
駢
文
八
卷
。

―
―
４
―
―

忌
篇
尾
作
歌
。

六
朝
小
賦
閒
有
之
。
場
屋
效
顰
、
既
爲
不
莊
、
又
嫌
率
爾
。
選
賦
篇
尾
、
或
曰
亂
、
或
曰
頌
、

各
有
體
裁
、
不
得
藉
口
。

【
書
き
下
し
】

篇
尾
に
歌
を
作
る
を
忌
む
。

六
朝
の
小
賦
に
閒
ま
之
れ
有
り
。
場
屋
、
顰
に
效
ふ
は
、
既
に
莊
な
ら
ず
と
爲
し
、
又
卒

ま

ひ
そ
み

な
ら

爾
を
嫌
ふ
。
選
賦
の
篇
尾
に
、
或
い
は
「
亂
」
と
曰
ひ
、
或
い
は
「
頌
」
と
曰
ふ
は
、
各
お

の
體
裁
有
り
、
口
を
藉
る
を
得
ず
。

か

【
註
】

○
亂

最
終
楽
章
を
指
す
用
語
。
全
篇
の
主
題
と
な
る
も
の
を
歌
に
し
て
、
全
篇
を
歌
い
お
さ
め

る
。
甘
泉
賦
、
北
征
賦
、
東
征
賦
な
ど
に
見
え
る
。
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○
頌

も
と
も
と
『
詩
經
』
の
文
体
の
ひ
と
つ
で
、
先
祖
の
功
徳
を
た
た
え
る
韻
文
で
あ
っ
た
が
、

の
ち
に
人
や
物
事
を
誉
め
る
文
章
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
東
都
賦
に
見
え
る
。

【
通
釈
】

一
篇
の
末
尾
に
歌
を
作
る
の
を
忌
む
。

六
朝
の
小
賦
に
ま
ま
あ
る
。
し
か
し
試
験
場
で
そ
の
ま
ね
を
す
る
の
は
、
荘
重
で
な
い
う
え

に
、
軽
々
し
い
こ
と
を
き
ら
う
。
文
選
賦
の
篇
尾
に
「
亂
」
と
い
っ
た
り
、「
頌
」
と
い
っ

た
り
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
の
文
章
に
ふ
さ
わ
し
い
）
体
裁
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、（『
文

選
』
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
）
ま
ね
し
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
５
―
―

忌
通
篇
四
字
句
。

古
人
閒
有
。
然
①
施
之
律
賦
、
短
促
傷
氣
。
宋
廣
平
梅
花
賦
、
乃
宋
人
僞
作
耳
。
前
人
已
辨

之
。
舒
元
輿
牡
丹
賦
中
、
六
字
句
仍
不
少
。

【
校
記
】

○
全
集
本
に
は
「
然
」
字
な
し
。

【
書
き
下
し
】

通
篇
四
字
句
を
忌
む
。

古
人
に
閒
ま
有
り
。
然
れ
ど
も
之
を
律
賦
に
施
す
は
、
短
促
に
し
て
氣
を
傷
つ
く
。
宋
廣
平

ま

の
『
梅
花
賦
』
は
、
乃
ち
宋
人
の
僞
作
の
み
。
前
人
已
に
之
を
辨
ず
。
舒
元
輿
の
『
牡
丹
賦
』

そ
う
ひ
と

中
に
は
、
六
字
句
仍
ほ
少
な
か
ら
ず
。

【
註
】

○
宋
廣
平

名
は
璟
、
字
は
廣
平
。
諡
は
文
貞
。

○
舒
元
輿

唐
、
東
洋
の
人
。
元
和
の
進
士
。

【
通
釈
】

全
篇
を
通
し
て
四
字
句
を
用
い
る
の
を
忌
む
。

古
人
に
ま
ま
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
れ
（
四
字
句
）
を
律
賦
に
用
い
る
の
は
、
性
急
で
気
を

害
す
る
。
宋
廣
平
〔
宋
璟
〕
の
『
梅
花
賦
』
は
宋
人
の
僞
作
に
す
ぎ
な
い
。
前
人
が
す
で
に

そ
の
こ
と
を
考
証
し
て
い
る
。
舒
元
輿
の
『
牡
丹
賦
』
に
は
、
六
字
句
は
な
お
少
な
く
な
い
。

―
―
６
―
―

忌
濫
效
騷
體
。

此
閒
試
場
、
此
體
實
多
。
無
病
而
呻
、
最
爲
無
謂
。

【
書
き
下
し
】

濫
り
に
騷
體
に
效
ふ
を
忌
む
。

み
だ

な
ら

此
の
閒
の
試
場
、
此
の
體
實
に
多
し
。
病
無
く
し
て
呻
く
は
、
最
も
謂
無
し
と
爲
す
。

う
め

い
ひ

【
註
】

○
騷
體

屈
原
の
「
離
騷
」
に
倣
っ
て
作
っ
た
詩
体
。
語
尾
に
「
兮
」
字
を
用
い
る
の
が
特
徴
。

【
通
釈
】

み
だ
り
に
離
騷
体
を
ま
ね
る
の
を
忌
む
。

当
地
の
試
験
場
に
は
、
こ
の
体
が
実
に
多
い
。
病
気
で
も
な
い
の
に
呻
吟
（
し
て
苦
し
む
）

す
る
の
は
、
も
っ
と
も
意
味
が
な
い
。

―
―
７
―
―

忌
毎
段
四
六
聯
太
多
。
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多
則
重
膇
滯
塞
。
若
以
唐
法
論
之
、
毎
韻
中
、
四
六
隔
對
、
止
宜
用
一
聯
。
今
難
如
此
深
論
、

但
不
必
過
多
耳
。

近
代
名
家
賦
中
、
一
段
往
往
有
三
四
聯
四
六
者
、
實
皆
非
法
。
讀
書
嗜
古
、
洞
悉
文
章
流
別

者
、
自
能
知
之
。

凡
擬
古
詩
賦
及
論
、
皆
宜
頂
格
書
寫
。
蓋
試
卷
低
兩
格
寫
者
、
爲
頌
颺
擡
頭
而
設
。
既
代
古

人
言
語
、
自
無
擡
頭
、
何
低
格
爲
。
至
於
擬
古
題
、
竟
有
末
段
頌
颺
者
、
太
迷
謬
、
不
足
論
。

【
書
き
下
し
】

毎
段
四
六
聯
太
だ
多
き
を
忌
む
。

は
な
は

多
け
れ
ば
則
ち
重

膇
滯
塞
な
り
。
若
し
唐
法
を
以
て
之
を
論
ず
れ
ば
、
毎
韻
中
、
四
六
隔

ち
ょ
う
つ
い
た
い
そ
く

對
は
、
止
だ
宜
し
く
一
聯
に
用
ふ
べ
し
。
今
、
此
の
如
く
深
く
論
じ
難
し
、
但
だ
必
ず
し
も

過
多
な
ら
ざ
る
の
み
。

近
代
の
名
家
の
賦
中
に
、
一
段
に
往
往
に
し
て
三
四
聯
四
六
な
る
者
有
る
も
、
實
は
皆
法
に

非
ず
。
書
を
讀
み
古
を
嗜
み
、
文
章
の
流
別
を
洞
悉
す
る
者
は
、
自
ら
能
く
之
を
知
る
。

た
し
な

凡
そ
擬
古
詩
賦
及
び
論
は
、
皆
宜
し
く
頂
格
書
寫
す
べ
し
。
蓋
し
試
卷
の
、
兩
格
を
低
く
寫

す
者
は
、
頌
颺
擡
頭
の
爲
に
設
く
。
既
代
の
古
人
の
言
語
に
自
ら
擡
頭
無
し
、
何
ぞ
低
格

し
よ
う
や
う

た
め

を
爲
さ
ん
。
擬
古
題
に
、
竟
に
末
段
の
頌
颺
有
る
者
に
至
り
て
は
、
太
だ
迷
謬
な
り
、
論

つ
ひ

は
な
は

め
い
び
う

ず
る
に
足
ら
ず
。

【
註
】

○
頌
颺

誉
め
た
た
え
る
こ
と
。「
頌
」
も
「
颺
」
も
誉
め
る
と
い
う
意
味
。

○
擡
頭

上
奏
文
や
文
書
で
、
敬
意
を
示
す
た
め
に
皇
室
・
天
地
・
陵
寢
な
ど
に
関
す
る
文
字
を

他
の
欄
よ
り
高
く
書
く
格
式
。
単
擡
・
雙
擡
・
三
擡
の
別
が
あ
る
。
単
擡
は
一
字
、
雙
擡
は
二

字
、
三
擡
は
三
字
あ
げ
る
。
宮
殿
政
府
の
性
格
や
臣
民
の
皇
帝
に
対
す
る
行
位
を
指
し
示
す
文

字
に
は
単
擡
を
用
い
、
皇
帝
・
皇
后
の
性
格
や
行
為
を
指
し
示
す
文
字
に
は
雙
擡
を
用
い
、
列

位
・
列
宗
・
太
上
皇
・
皇
太
后
や
天
地
・
郊
壇
・
太
廟
な
ど
に
関
す
る
文
字
に
は
三
擡
を
用
い

る
。

○
隔
對

一
句
隔
て
て
対
句
と
な
る
よ
う
な
対
を
い
う
。
軽
隔
対
と
重
隔
対
が
あ
る
。

軽
隔
対
（
上
句
が
四
字
、
下
句
が
六
字
）

□
□
□
○
（
１
）

□
□
□
□
□
●
（
２
）

□
□
□
●
（
３
）

□
□
□
□
□
○
（
４
）

重
隔
対
（
上
句
が
六
字
、
下
句
が
四
字
）

□
□
□
□
□
○
（
１
）

□
□
□
●
（
２
）

□
□
□
□
□
●
（
３
）

□
□
□
○
（
４
）

（
１
）（
３
）
の
句
は
（
２
）
を
隔
て
て
対
句
と
な
り
、（
２
）（
４
）
の
句
は
（
３
）
を
隔
て
て

対
句
と
な
る
。

【
通
釈
】

毎
段
に
四
字
六
字
の
聯
が
多
す
ぎ
る
の
忌
む
。

多
け
れ
ば
膨
張
し
凝
滞
す
る
。
も
し
唐
法
で
議
論
す
れ
ば
、
毎
韻
の
う
ち
、
四
六
隔
對
を
使

用
す
る
の
は
、
一
聯
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
こ
れ
に
つ
い
て
深
く
議
論
す
る

の
は
む
づ
か
し
く
、
た
だ
多
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
だ
け
し
か
い
え
な
い
。

近
代
の
名
家
の
賦
に
、
一
段
に
往
々
に
し
て
三
聯
四
聯
が
四
字
六
字
で
あ
る
も
の
が
あ
る
が
、

実
は
い
づ
れ
も
法
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
書
を
読
み
古
い
こ
と
を
嗜
み
、
文
章
の

流
別
を
知
り
つ
く
す
者
は
、
自
然
に
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
擬
古
詩
賦
お
よ
び
論
は
、
い
づ
れ
も
一
番
上
の
格
か
ら
書
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
思
う
に
答
案
で
二
字
格
低
く
書
く
の
は
、
頌
颺
擡
頭
す
る
た
め
に
そ
う
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
古
人
の
言
語
に
当
然
擡
頭
は
な
い
、
ど
う
し
て
二
字
格
低
く
書
く
必
要

が
あ
ろ
う
か
。
擬
古
題
な
の
に
、
末
段
に
頌
颺
が
あ
る
も
の
は
大
間
違
い
で
あ
り
、
議
論
す

る
に
も
値
し
な
い
。

―
―
８
―
―
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坿
舉
詩
賦
中
習
見
易
誤
字
。
五
方
所
同
者
不
備
論
。

抒
仄
、
無
平
。
茗
仄
、
無
平
。
跳
平
、
無
仄
。
裨
平
、

無
仄
。
酩
酊
仄
、
無
平
。

平
仄
舛
誤
字
。
如
賞
仄
、
賞
罰
。
償
平
、
償
還
。
頃
仄
、
頃
刻
。
傾
平
、
傾
覆
。
訊
仄
、
音
訊
。
詢
平
、
咨

詢
。
具
仄
、
具
備
。
倶
平
、
耦
倶
。
聆
平
。
應
平
、
當
也
。
仄
、
答
也
。
教
平
、
虚
、
誰
教
。
仄
、
實
、
政
教
。

令
平
、
虚
、
能
令
公
喜
。
仄
、
實
、
發
號
施
令
。
騎
平
、
虚
、
騎
馬
騎
虎
。
仄
、
實
、
車
騎
萬
騎
。
量
平
、
虚
、
揣

量
。
仄
、
實
、
器
量
。
漫
漫
漫
、
平
仄
兩
音
。
漫
道
、
水
漫
、
讀
仄
。
紹
仄
。
占
平
、
占
卜
。
仄
、
侵
占
。
攘
平
、

攘
奪
、
攘
除
。
仄
、
擾
攘
。
丕
平
。
撚
仄
。
踞
仄
。
古
卽
作
居
、
故
集
韻
有
平
音
、
今
罕
用
。
祇
平
、
祇
應
。
與
神

祇
、
字
音
異
形
同
。
祗
平
、
祗
敬
。
嗣
仄
。

意
義
相
混
字
。
如
尤
過
也
、
寡
尤
、
拔
尤
。
猶
尚
也
、
猶
且
。
盍
何
不
也
。
何
詰
問
辭
。
郤
同
隙
、
晉
大
夫
姓
。

郤
退
也
、
却
正
字
。
也
順
承
直
斷
辭
。
耶
疑
或
不
定
辭
、
義
與
乎
字
近
。
摹
讀
模
、
摹
仿
、
虞
韻
。
摩
讀
磨
、
盪

摩
、
揣
摩
、
歌
韻
。
束
結
束
、
从
口
。
朿
卽
芒
刺
之
刺
。
廉
廉
隅
、
堂
廉
從
此
。
簾
簾
幕
。

俗
別
無
本
字
。
如
廬
從
广
譌
、
從
厂
非
。
散
從
月
譌
、
從
日
非
。
惟
從
佳
譌
、
從
隹
非
。
忍
上
半
譌
作
任
。
陽

右
半
譌
作
易
。
祀
不
從
已
。

鄙
俗
語
。
如
詩
賦
中
、
最
喜
用
世
界
花
花
四
字
、
不
知
出
何
典
記
、
鄙
俚
已
極
。
又
如
堪
誇

行
爲
闊
、
論
者
邊
一
箇
等
類
、
亦
俗
甚
。

【
書
き
下
し
】

坿
、
詩
賦
中
に
習
見
す
る
誤
り
易
き
字
を
舉
ぐ
。
五
方
同
じ
き
所
の
者
は
備
さ
に
は
論
ぜ
ず
。

抒
仄
、

つ
ぶ

平
無
し
。
茗
仄
、
平
無
し
。
跳
平
、
仄
無
し
。
裨
平
、
仄
無
し
。
酩
酊
仄
、
平
無
し
。

平
仄
の
舛
誤
せ
る
字
。
如
へ
ば
、
賞
仄
、
賞
罰
。
償
平
、
償
還
。
頃
仄
、
頃
刻
。
傾
平
、
傾
覆
。
訊
仄
、

ひ
ょ
う
そ
く

せ
ん

ご

た
と

音
訊
。
詢
平
、
咨
詢
。
具
仄
、
具
備
。
倶
平
、
耦
倶
。
聆
平
。
應
平
、
當
な
り
。
仄
、
答
な
り
。
教
平
、
虚
、
誰
教
。

仄
、
實
、
政
教
。
令
平
、
虚
、
能
く
公
を
し
て
喜
こ
ば
し
む
。
仄
、
實
、
發
號
施
令
。
騎
平
、
虚
、
騎
馬
騎
虎
。
仄
、

實
、
車
騎
萬
騎
。
量
平
、
虚
、
揣
量
。
仄
、
實
、
器
量
。
漫
漫
漫
、
平
仄
兩
音
あ
り
。
漫
道
、
水
漫
は
仄
に
讀
む
。

紹
仄
。
占
平
、
占
卜
。
仄
、
侵
占
。
攘
平
、
攘
奪
、
攘
除
。
仄
、
擾
攘
。
丕
平
。
撚
仄
。
踞
仄
。
古
は
卽
ち
居
に

作
る
が
故
に
『
集
韻
』
に
平
音
有
り
。
今
用
ふ
る
こ
と
罕
な
り
。
祇
平
、
祇
應
。
神
祇
と
、
字
音
異
な
る
も
、
形
は
同

じ
。
祗
平
、
祗
敬
。
嗣
仄
。

意
義
相
混
ず
る
字
。
如
へ
ば
、
尤
過
な
り
、
寡
尤
、
拔
尤
。
猶
尚
な
り
、
猶
且
。
盍
何
不
な
り
。
何
詰
問

た
と

の
辭
。
郤
隙
に
同
じ
、
晉
の
大
夫
の
姓
。
郤
退
な
り
、
却
は
正
字
。
也
順
承
直
斷
の
辭
。
耶
疑
或
不
定
の
辭
、
義
は

ぎ

わ
く

乎
字
と
近
し
。
摹
模
と
讀
む
、
摹
仿
、
虞
韻
。
摩
磨
と
讀
む
、
盪
摩
、
揣
摩
、
歌
韻
。
束
結
束
、
口
に
从
ふ
。
朿
卽

ち
芒
刺
の
刺
。
廉
廉
隅
、
堂
廉
は
此
に
從
ふ
。
簾
簾
幕
。

俗
別
に
し
て
本
無
き
の
字
。
如
へ
ば
、
廬
广
に
從
ふ
は
譌
、
厂
に
從
ふ
は
非
。
散
月
に
從
ふ
は
譌
、
日
に

た
と

從
ふ
は
非
。
惟
佳
に
從
ふ
は
譌
、
隹
に
從
ふ
は
非
。
忍
上
半
譌
し
て
任
に
作
る
。
陽
右
半
譌
し
て
易
に
作
る
。
祀
已

に
從
は
ず
。

鄙
俗
語
、
如
へ
ば
、
詩
賦
中
に
最
も
喜
ん
で
「
世
界
花
花
」
の
四
字
を
用
ふ
る
は
、
何
れ
の

た
と

い
づ

典
記
に
出
づ
る
か
を
知
ら
ず
。
鄙
俚
已
だ
極
ま
れ
り
。
又
、
堪
誇
、
行
爲
、
闊
論
、
者
邊
、

は
な
は

一
箇
な
ど
の
如
き
の
類
も
、
亦
俗
な
る
こ
と
甚
だ
し
。

【
註
】

○
全
集
本
に
は
「
抒
仄
、
無
平
。
茗
仄
、
無
平
。
跳
平
、
無
仄
。
裨
平
、
無
仄
。
酩
酊
仄
、
無
平
」
の
二
十
一

字
な
し
。

○
全
集
本
に
は
「
廉
廉
隅
、
堂
廉
從
此
、
簾
簾
幕
」
の
十
字
な
し
。

【
通
釈
】

坿
、
詩
賦
中
に
よ
く
見
か
け
る
誤
り
や
す
い
字
を
挙
げ
る
。
全
面
的
に
同
じ
も
の
は
く
わ
し
く
は
議
論
し

な
い
。

抒
仄
声
、
平
声
な
し
。
茗
仄
声
、
平
声
な
し
。
跳
平
声
、
仄
声
な
し
。
裨
平
声
、
仄
声
な
し
。
酩
酊
仄
声
、

平
声
な
し
。

平
声
と
仄
声
が
あ
や
ま
っ
て
い
る
字
。
た
と
え
ば
、
賞
仄
声
、
賞
罰
。
償
平
声
、
償
還
。
頃
仄
声
、

頃
刻
。
傾
平
声
、
傾
覆
。
訊
仄
声
、
音
訊
。
詢
平
声
、
咨
詢
。
具
仄
声
、
具
備
。
倶
平
声
、
耦
倶
。
聆
平
声
。
應

平
声
、
當
で
あ
る
。
仄
声
、
答
で
あ
る
。
教
平
声
、
虚
字
、
誰
教
。
仄
声
、
実
字
、
政
教
。
令
平
声
、
虚
字
、
公
を

し
て
喜
ば
し
む
。
仄
声
、
実
字
、
發
號
施
令
。
騎
平
声
、
虚
字
、
騎
馬
騎
虎
。
仄
声
、
実
字
、
車
騎
萬
騎
。
量
平
声
、

虚
字
、
揣
量
。
仄
声
、
実
字
、
器
量
。
漫
漫
漫
、
平
声
仄
声
の
兩
音
が
あ
る
。
漫
道
、
水
漫
は
、
仄
声
に
読
む
。
紹

仄
声
、
占
平
声
、
占
卜
。
仄
声
、
侵
占
。
攘
平
声
、
攘
奪
、
攘
除
。
仄
声
、
擾
攘
。
丕
平
声
。
撚
仄
声
。
踞
仄
声
、
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古
は
居
に
作
る
の
で
『
集
韻
』
に
平
声
音
が
あ
る
。
現
在
で
は
用
い
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
。
祇
平
声
、
祇
應
。
神
祇

は
、
字
音
は
異
な
る
が
、
字
形
は
同
じ
。
祗
平
声
、
祗
敬
。
嗣
仄
声
。

意
義
が
混
同
す
る
字
。
た
と
え
ば
、
尤
過
と
い
う
意
味
、
寡
尤
、
拔
尤
。
猶
尚
で
あ
る
、
猶
且
。
盍
何
不

で
あ
る
、
何
詰
問
の
辞
。
郤
隙
に
同
じ
、
晉
の
大
夫
の
姓
。
郤
退
で
あ
る
、
却
は
正
字
。
也
順
承
直
斷
の
辞
。
耶

疑
或
不
定
の
辞
、
意
味
は
乎
字
と
近
い
。
摹
模
と
読
む
、
摹
仿
、
虞
韻
。
摩
磨
と
読
む
、
盪
摩
、
揣
摩
、
歌
韻
。
束

結
束
、
口
に
従
う
。
朿
芒
刺
の
刺
。
廉
廉
隅
、
堂
廉
は
こ
れ
に
従
う
。
簾
簾
幕
。

俗
字
別
字
で
あ
っ
て
本
字
が
な
い
字
。
た
と
え
ば
、
廬
广
に
従
う
も
の
は
譌
、
厂
に
従
う
も
の
は
非
。

散
月
に
従
う
も
の
は
譌
、
日
に
従
う
も
の
は
非
。
惟
佳
に
従
う
も
の
は
譌
、
隹
に
従
う
も
の
は
非
。
忍
上
半
が
あ
や

ま
っ
て
任
に
作
る
。
陽
右
半
が
あ
や
ま
っ
て
易
に
作
る
。
祀
已
に
従
わ
な
い
。

鄙
俗
語
。
た
と
え
ば
詩
賦
中
に
も
っ
と
も
喜
ん
で
「
世
界
花
花
」
の
四
字
を
用
い
る
の
は
、

い
づ
れ
の
典
籍
か
ら
出
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。
き
わ
め
て
鄙
俗
で
あ
る
。
さ
ら
に
堪
誇
、
行

爲
、
闊
論
、
者
邊
、
一
箇
な
ど
の
類
も
、
は
な
は
だ
鄙
俗
で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
集
韻
十
卷
。
宋
丁
度
等
。

楝
亭
五
種
本
、
姚
氏
咫
進
齋
本
。

一
、
經
解
。

此
非
可
以
文
字
論
者
。
通
小
學
、
通
漢
學
以
後
、
再
言
得
失
。
若
僅
讀
坊
本
五
經
者
、
應
試
時

不
必
自
占
此
科
。
小
學
、
謂
六
書
之
學
。
見
漢
書
。
非
小
學
集
註
之
小
學
也
。

【
書
き
下
し
】

一
、
經
解
。

此
れ
は
文
字
を
以
て
論
ず
可
き
者
に
非
ず
。
小
學
に
通
じ
漢
學
に
通
じ
て
以
後
、
再
び
得
失
を

言
ふ
。
僅
か
に
坊
本
『
五
經
』
を
讀
む
が
若
き
者
は
、
試
に
應
ず
る
の
時
、
必
ず
し
も
自
ら
此

の
科
を
占
め
ず
。「
小
學
」
と
は
六
書
の
學
を
謂
ふ
。『
漢
書
』
に
見
ゆ
。『
小
學
集
註
』
の
小
學
に
非
ざ
る
な
り
。

り
く
し
よ

【
註
】

○
經
解

経
文
を
題
と
し
て
、
典
拠
を
引
き
な
が
ら
意
味
を
講
解
さ
せ
る
も
の
。
散
文
を
用
い
、

字
数
に
制
限
は
な
い
。

○
小
學
と
は
六
書
の
學
を
謂
ふ
。『
漢
書
』
に
見
ゆ

『
漢
書
』
藝
文
志
に
、

古
は
八
歳
に
し
て
小
學
に
入
る
。
故
に
周
官
保
氏
、
國
子
を
養
ふ
を

掌

り
、
之
に
六
書

つ
か
さ
ど

を
教
ふ
。
象
形
、
象
事
、
象
意
、
象
聲
、
轉
注
、
假
借
を
謂
ふ
。
造
字
の
本
な
り
。（
古
者

八
歳
入
小
學
、
故
周
官
保
氏
掌
養
國
子
、
教
之
六
書
、
謂
象
形
、
象
事
、
象
意
、
象
聲
、

轉
注
、
假
借
、
造
字
之
本
也
）

と
あ
り
、
文
字
の
形
象
・
訓
詁
・
音
韻
な
ど
を
研
究
す
る
学
問
を
「
小
学
」
と
い
う
。

○
『
小
學
集
註
』
の
小
學
に
非
ず

『
小
學
集
註
』
は
内
外
篇
に
わ
か
れ
、
内
篇
は
立
教
・
明
儒

・
敬
身
・
稽
古
、
外
篇
は
嘉
言
・
善
行
の
目
を
た
て
て
、
灑
掃
・
應
對
・
進
退
の
節
か
ら
、
修

身
道
徳
の
格
言
・
忠
臣
孝
子
の
事
蹟
な
ど
を
集
め
て
、
学
童
教
育
の
書
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

六
書
や
小
学
に
関
す
る
専
著
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。

【
通
釈
】

一
、
経
解
。

こ
れ
は
文
字
で
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
学
に
通
じ
漢
学
に
通
じ
た
あ
と
で
得
失
を
語
り

な
さ
い
。
坊
本
『
五
經
』
だ
け
し
か
読
ん
で
い
な
い
も
の
は
、
試
験
に
応
じ
る
時
、
こ
の
科
目

で
合
格
す
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
え
な
い
。「
小
学
」
と
は
六
書
の
学
を
い
う
。『
漢
書
』
に
見
え
る
。『
小
學

集
註
』
の
「
小
学
」
で
は
な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
漢
書
一
百
二
十
卷
。
唐
顏
師
古
注
。

卽
宋
慶
元
附
三
劉
刊
誤
、
宋
祁
校
語
本
。
明
監

本
、

汲
古
本
、
掃
葉
本
無
校
語
。

・
小
學
集
注
六
卷
。
舊
題
宋
朱
子
。

通
行
本
。
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一
、
經
文
。

以
能
發
撝
經
義
爲
第
一
。
必
能
原
本
注
疏
、
多
搜
古
義
、
淵
奧
博
洽
、
訓
詞
爾
雅
、
方
爲
入
格
。

若
止
墨
守
體
註
諸
書
、
其
工
拙
可
不
論
矣
。
必
不
得
已
、
僅
以
文
勝
、
亦
必
有
古
藻
宏
辭
爲
佳
。

經
文
雖
當
恪
遵
御
纂
、
然
別
解
異
聞
、
不
妨
蒐
羅
駮
辨
以
爲
敷
佐
。

【
書
き
下
し
】

一
、
經
文
。

能
く
經
義
を
發
撝
す
る
を
以
て
第
一
と
爲
す
。
必
ず
能
く
注
疏
に
原
本
し
、
多
く
古
義
を
搜
し
、

は
つ

き

淵
奧
博
洽
、
訓
詞
爾
雅
に
し
て
、
方
め
て
格
に
入
る
と
爲
す
。
若
し
止
だ
『
體
註
』
の
諸
書
を

は
じ

墨
守
す
る
の
み
に
て
は
、
其
の
工
拙
は
論
ぜ
ざ
る
可
し
。
必
ず
已
む
を
得
ざ
れ
ば
、
僅
か
に
文

や

勝
り
、
亦
必
ず
古
藻
宏
辭
有
る
を
以
て
佳
と
爲
す
。
經
文
は
當
に
御
纂
を
恪
遵
す
べ
き
と
雖
も
、
然
れ
ど

か
く
じ
ゅ
ん

も
別
解
異
聞
は
、
蒐
羅
駮
辨
し
て
以
て
敷
佐
と
爲
す
を
妨
げ
ず
。

し
う

ら

は
く
べ
ん

ふ

さ

【
註
】

○
經
文

『
易
』『
書
』『
詩
』『
左
傳
』『
禮
記
』
の
五
経
の
中
か
ら
出
題
さ
れ
る
試
験
。
文
体
は

四
書
文
（
時
文
）
と
同
じ
く
や
は
り
八
股
文
を
用
い
る
。

【
通
釈
】

一
、
経
文
。

経
義
を
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
か
な
ら
ず
注
疏
に
も
と
づ
き
、
古
義
を
た
く

さ
ん
搜
集
し
、
奥
深
く
広
大
で
、
文
章
言
語
が
正
し
く
で
き
て
、
は
じ
め
て
及
第
す
る
。
た
だ

『
體
註
』
の
諸
書
を
墨
守
す
る
だ
け
の
も
の
は
、
そ
の
巧
拙
は
議
論
し
な
く
て
よ
い
。
や
む
を

え
な
け
れ
ば
、
文
が
す
ぐ
れ
て
お
り
、
か
な
ら
ず
古
い
言
葉
や
立
派
な
文
章
が
あ
る
も
の
を
よ

し
と
す
る
。
経
文
は
御
纂
を
遵
守
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
別
解
や
異
聞
は
、
蒐
集
し
駁
正
し
て
参
考
と
し
て
も
さ
し
つ

か
え
な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
御
纂
七
經
。
殿
本
、
杭
州
局
本
、
武
昌
局
本
、
成
都
書
局
本
不
精
。

周
易
折
中
二
十
二
卷
。
康
煕
五
十
四
年
依
古
本
經
傳
分
編
。

又
乾
隆
二
十
年
欽
定
周
易
述

義
十
卷
、
殿
本
。

書
經
傳
説
彙
纂
二
十
一
卷
。
康
煕
至
雍
正
八
年
。

詩
經
傳
説
彙
纂
二
十
一
卷
。
康
煕
末
年
。

又
乾
隆
二
十
年
欽
定
詩
義
折
中
二
十
卷
、
多
宗

毛
鄭
、
殿
本
。

春
秋
傳
説
彙
纂
三
十
八
卷
。
康
煕
三
十
八
年
。

周
官
義
疏
四
十
八
巻
。
乾
隆
十
三
年
。

義
禮
義
疏
四
十
八
年
。
同
上
。

禮
記
義
疏
八
十
二
卷
。
同
上
。

一
、
策
。

沈
約
受
策
、
僅
知
其
半
。
朱
買
臣
難
公
孫
宏
、
十
不
得
一
。
對
策
談
何
易
易
。
不
過
平
日
見
書

多
者
、
學
問
有
門
徑
者
、
自
能
多
有
所
知
、
不
至
瞠
目
茫
然
。
此
亦
非
若
時
文
可
以
倉
卒
取
辦

者
。
近
見
坊
閒
有
十
三
經
策
案
、
廿
二
史
策
案
兩
書
。
引
据
頗
不
爲
陋
。
所
言
多
是
經
史
要
領
、

迥
非
宋
人
策
料
、
八
面
鋒
之
比
。
若
肯
常
加
披
覽
、
推
類
考
究
、
大
有
益
於
根
柢
之
學
。
近
人
翁

元
圻
注
困
學
紀
聞
、
黄
汝
成
日
知
録
箋
釋
之
類
、
亦
好
。
二
書
用
處
甚
大
。
卽
爲
對
策
計
、
常
看
亦
好
。
總
之
、
經
文

或
可
欺
〔
門
外
〕
①
漢
、
對
策
除
平
日
多
讀
書
外
、
別
無
捷
徑
也
。

對
策
中
前
偁
執
事
云
云
、
後
偁
士
云
云
、
生
云
云
。
此
乃
舊
式
、
近
今
久
不
行
用
、
有
干
磨
勘
。

凡
欽
定
、
御
纂
諸
書
、
皆
是
先
朝
編
撰
。
近
三
十
年
來
、
並
無
編
輯
之
書
。
場
内
策
尾
、
多
好
引
用
此
類
書
、
竟
以
屬
之

今
日
。
謬
極
。
以
此
誤
事
者
多
矣
。
②

【
校
記
】

①
全
集
本
に
従
い
、「
門
外
」
の
二
字
を
補
う
。

②
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

独立行政法人国立高等専門学校機構香川高等専門学校研究紀要 7(2016)

28



坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）

【
書
き
下
し
】

一
、
策
。

沈
約
、
策
を
受
く
る
も
、
僅
か
に
其
の
半
ば
を
知
る
の
み
。
朱
買
臣
、
公
孫
宏
を
難
じ
て
、
十

に
一
も
得
ず
。
對
策
、
談
ず
る
こ
と
何
ぞ
易
易
な
ら
ん
。
平
日
書
を
見
る
こ
と
多
き
者
、
學
問

に
門
徑
有
る
者
、
自
ら
能
く
多
く
知
る
所
有
り
て
、
瞠
目
茫
然
に
至
ら
ざ
る
に
過
ぎ
ず
。
此
れ

亦
時
文
の
若
く
以
て
倉
卒
に
辦
を
取
る
可
き
者
に
非
ず
。
近
ご
ろ
坊
閒
に
『
十
三
經
策
案
』『
廿

二
史
策
案
』
の
兩
書
有
る
を
見
る
。
引
据
頗
る
陋
と
爲
さ
ず
、
言
ふ
所
多
く
是
れ
經
史
の
要
領

に
し
て
、
迥
か
に
宋
人
の
『
策
料
』『
八
面
鋒
』
の
比
に
非
ず
。
若
し
肯
て
常
に
披
覽
を
加
へ
、

は
る

類
を
推
し
て
考
究
す
れ
ば
、
大
い
に
根
柢
の
學
に
益
有
り
。
近
人
の
翁
元
圻
注
『
困
學
紀
聞
』、
黄
汝
成

『
日
知
録
箋
釋
』
の
類
も
亦
好
し
。
二
書
、
用
ふ
る
處
甚
だ
大
な
り
。
卽
し
對
策
の
爲
に
計
れ
ば
、
常
に
看
て
亦
好
し
。

も

た
め

之
を
總
す
る
に
、
經
文
は
或
い
は
門
外
漢
を
欺
く
可
し
、
對
策
は
平
日
に
多
く
書
を
讀
む
を

あ
ざ
む

除
き
て
外
、
別
に
捷
徑
無
き
な
り
。

對
策
中
、
前
に
執
事
云
云
と
偁
し
、
後
に
士
云
云
、
生
云
云
と
偁
す
。
此
れ
乃
ち
舊
式
な
る
も
、

近
今
久
し
く
行
用
せ
ず
、
磨
勘
を
干
す
有
り
。
凡
そ
欽
定
、
御
纂
の
諸
書
は
皆
是
れ
先
朝
の
編
撰
な
り
。
近

ま

か
ん

お
か

三
十
年
來
、
並
び
に
編
輯
の
書
無
し
。
場
内
の
策
尾
、
多
く
好
ん
で
此
の
類
の
書
を
引
用
し
、
竟
に
以
て
之
を
今
日
に
屬

す
。
謬
り
極
ま
れ
り
。
此
を
以
て
事
を
誤
る
者
多
し
。

あ
や
ま

【
註
】

○
策

古
今
の
政
治
の
得
失
を
論
じ
る
論
文
。

○
沈
約
、
策
を
受
く
る
も
、
僅
か
に
其
の
半
ば
を
知
る
の
み

『
梁
書
』
卷
四
十
列
傳
三
十
四
に
、

（
劉
顯
）
母
の
憂
ひ
に
丁
ひ
、
服
闋
る
。
尚
書
令
沈
約
、
駕
を
命
じ
て
造
る
。
坐
に
於
て

あ

お
わ

い
た

顯
に
經
史
十
事
を
策
す
。
顯
、
其
の
九
を
對
ふ
。
約
曰
く
、「
老
夫
昏
忘
に
し
て
、
策
を
受

く
る
可
か
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、
聊
か
數
事
を
試
み
よ
。
十
に
至
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
」。

顯
、
其
の
五
を
問
ふ
。
約
、
其
の
二
を
對
ふ
。（
丁
母
憂
、
服
闋
。
尚
書
令
沈
約
命
駕
造
焉
。

於
坐
策
顯
經
史
十
事
。
顯
對
其
九
。
約
曰
、
老
夫
昏
忘
、
不
可
受
策
。
雖
然
、
聊
試
數
事
。

不
可
至
十
也
。
顯
問
其
五
。
約
對
其
二
）

と
あ
る
。

○
朱
買
臣
、
公
孫
宏
を
難
じ
て
、
十
に
一
も
得
ず

『
漢
書
』
卷
五
十
八
公
孫
弘
卜
式
兒

寬
傳

第
二
十
八
に
、

時
に
又
東
の
か
た
蒼
海
を
置
き
、
北
の
か
た
朔
方
の
郡
を
築
く
。
弘
數
し
ば
諫
め
て
、
以

し
ば

て
中
國
を
罷
弊
し
て
以
て
無
用
の
地
を
奉
ず
と
爲
し
、
之
を
罷
め
ん
こ
と
を
願
ふ
。
是
に

や

於
て
上
乃
ち
朱
買
臣
等
を
し
て
弘
、
朔
方
を
置
く
の
便
を
難
じ
て
、
十
策
を
發
せ
し
む
る

も
、
弘
、
一
も
得
ず
。（
時
又
東
置
蒼
海
、
北
築
朔
方
之
郡
。
弘
數
諫
、
以
爲
罷
弊
中
國
以

奉
無
用
之
地
、
願
罷
之
。
於
是
上
乃
使
朱
買
臣
等
難
弘
置
朔
方
之
便
。
發
十
策
、
弘
不
得

一
）

と
あ
る
。
本
文
が
「
公
孫
宏
」
に
作
る
の
は
、
清
の
高
宗
の
名
で
あ
る
「
弘
暦
」
を
避
け
た
も

の
で
あ
る
。

○
對
策
、
談
ず
る
こ
と
何
ぞ
易
易
な
ら
ん

東
方
朔
の
「
非
有
先
生
論
」（『
漢
書
』
巻
六
十
五
、

東
方
朔
傳
第
三
十
五
）
に
、
非
有
先
生
の
語
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
非
有
）
先
生
曰
く
、
於
戲
、
可
な
る
か
な
、
可
な
る
か
な
。
談
ず
る
こ
と
何
ぞ
容
易
な

あ

あ

ら
ん
。
夫
れ
談
ず
る
こ
と
目
に
悖
り
耳
に
拂
ひ
心
に
謬
り
て
身
に
便
な
る
者
有
り
、
或

も
と

さ
か
ら

あ
や
ま

ひ
は
目
に
説
び
耳
に
順
ひ
心
に
快
く
し
て
行
ひ
を
毀
つ
者
有
り
、
明
王
聖
主
有
る
に
非

よ
ろ
こ

こ
ぼ

ざ
れ
ば
、
孰
か
能
く
之
を
聽
か
ん
。（（
非
有
）
先
生
曰
、
於
戲
、
可
乎
哉
、
可
乎
哉
。
談

た
れ

何
容
易
。
夫
談
有
悖
於
目
拂
於
耳
謬
於
心
而
便
於
身
者
、
或
有
説
於
目
順
於
耳
快
於
心
而

毀
於
行
者
、
非
有
明
王
聖
主
、
孰
能
聽
之
）

○
『
八
面
鋒
』

『
永
嘉
八
面
鋒
』
十
三
巻
。
宋
陳
傅
良
撰
。

○
磨
勘

提
出
さ
れ
た
答
案
の
詞
句
や
書
法
が
規
定
に
あ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
筆
跡
が
同
一
か

ど
う
か
な
ど
を
、
翰
林
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
儒
官
が
審
査
す
る
こ
と
。
規
定
違
反
が
あ
る
と
合

格
が
取
り
消
さ
れ
る
。
本
篇
に
は
「
磨
勘
條
例
摘
要
第
六
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
規
定
違

反
の
概
要
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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【
通
釈
】

一
、
策
。

沈
約
は
策
を
受
け
た
が
、
そ
の
半
分
し
か
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
朱
買
臣
が
公
孫
弘
を
非
難
し

た
が
、（
公
孫
弘
は
）
十
策
の
う
ち
一
ヶ
条
も
反
駁
で
き
な
か
っ
た
。
對
策
を
議
論
す
る
こ
と
が

ど
う
し
て
容
易
で
あ
ろ
う
か
。
平
日
書
物
を
た
く
さ
ん
見
る
も
の
、
学
問
に
門
徑
が
あ
る
も
の

は
、
自
然
に
知
識
が
増
大
し
、
驚
い
て
茫
然
と
な
る
こ
と
が
な
い
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
も

時
文
の
よ
う
に
倉
卒
に
処
理
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
最
近
坊
間
に
『
十
三
經
策
案
』『
廿
二
史

策
案
』
の
両
書
を
見
か
け
る
。
引
用
根
拠
は
鄙
陋
で
は
な
く
、
内
容
は
経
史
の
要
領
で
あ
っ
て
、

宋
人
の
『
策
料
』『
八
面
鋒
』
の
比
で
は
な
い
。
も
し
つ
ね
に
閲
覽
し
、
類
推
し
て
考
究
す
れ
ば
、

根
柢
の
学
に
と
て
も
有
益
で
あ
る
。
近
人
の
翁
元
圻
注
『
困
學
紀
聞
』、
黄
汝
成
『
日
知
録
箋
釋
』
の
類
も
よ
い
。

こ
の
二
書
は
内
容
が
き
わ
め
て
広
い
。
も
し
對
策
の
た
め
に
考
え
れ
ば
、
つ
ね
に
見
る
の
も
よ
い
。
要
す
る
に
、
経

文
は
門
外
漢
を
欺
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
對
策
は
日
頃
か
ら
た
く
さ
ん
書
物
を

読
む
以
外
、
上
達
す
る
早
道
は
な
い
。

對
策
の
中
で
、
前
に
「
執
事
云
云
」
と
称
し
、
後
に
「
士
云
云
」「
生
云
云
」
と
称
す
る
の
は
、

旧
式
で
あ
る
が
、
昨
今
は
久
し
く
使
用
さ
れ
ず
、
答
案
の
書
式
に
抵
触
す
る
。
そ
も
そ
も
欽
定
、
御

纂
の
諸
書
は
い
づ
れ
も
先
朝
の
編
撰
で
あ
る
。
最
近
三
十
年
来
、
編
輯
さ
れ
た
書
物
は
ま
っ
た
く
な
い
。
試
験
場
内
の
策

の
末
尾
に
、
好
ん
で
こ
れ
ら
の
書
を
た
く
さ
ん
引
用
し
、
こ
の
体
裁
を
今
日
の
試
験
に
施
す
の
は
き
わ
め
て
誤
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
事
を
誤
る
も
の
は
多
い
。

【
書
目
答
問
】

・
十
三
經
策
案
二
十
二
卷
。

王
謨
。

・
廿
二
史
策
案
十
二
巻
。

王
鋈
。

此
兩
書
甚
不
陋
。

・
翁
注
困
學
紀
聞
二
十
卷
。
宋
王
應
麟
。

翁
元
圻
注
。

家
刻
本
、
長
沙
重
刻
巾
箱
本
。
此
注

更
勝
七
箋
本
。

・
困
學
紀
聞
七
箋
、
附
集
證
二
十
卷
。
閻
若
璩
、
全
祖
望
、
程
瑶
田
、
何
焯
、
錢
大
昕
、
屠
繼
序

箋
。

萬
希
槐
集
證
。
通
行
本
。

・
日
知
録
集
釋
三
十
二
卷
。
顧
炎
武
。

黄
汝
成
箋
。

原
刊
本
、
廣
州
重
刻
本
、
武
昌
局
本
。

・
欽
定
滿
洲
蒙
古
漢
字
三
合
切
音
清
文
鑑
三
十
三
卷
。
乾
隆
四
十
四
年
敕
撰
。

殿
本
。

・
欽
定
西
域
同
文
志
二
十
四
卷
。
乾
隆
二
十
八
年
敕
撰
。

殿
本
。

國
書
、
漢
字
、
蒙
古
字
、

西
番
字
、
托
忒
字
、
回
字
。

・
御
纂
七
經
。
殿
本
、
杭
州
局
本
、
武
昌
局
本
、
成
都
書
局
本
不
精
。

周
易
折
中
二
十
二
卷
。
康
煕
五
十
四
年
依
古
本
經
傳
分
編
。

又
乾
隆
二
十
年
欽
定

周

易
述
義
十
卷
、
殿
本
。

書
經
傳
説
彙
纂
二
十
一
卷
。
康
煕
至
雍
正
八
年
。

詩
經
傳
説
彙
纂
二
十
一
卷
。
康
煕
末
年
。

又
乾
隆
二
十
年
欽
定
詩
義
折
中
二
十
卷
、
多
宗

毛
鄭
、
殿
本
。

春
秋
傳
説
彙
纂
三
十
八
卷
。
康
煕
三
十
八
年
。

周
官
義
疏
四
十
八
巻
。
乾
隆
十
三
年
。

義
禮
義
疏
四
十
八
年
。
同
上
。

禮
記
義
疏
八
十
二
卷
。
同
上
。

一
、
古
今
體
詩
。

此
乃
專
門
名
家
之
學
、
豈
能
數
語
盡
之
。
然
試
場
考
古
、
必
有
此
體
、
姑
言
其
畧
。
第
一
博
覽

爲
先
。
畧
知
列
朝
詩
家
源
流
派
別
、
方
可
言
入
門
。
規
橅
一
家
、
稍
有
所
得
、
方
能
有
佳
處
。

至
其
法
律
門
徑
、
前
人
古
題
之
解
、
聲
調
之
譜
、
談
藝
説
詩
之
作
、
玉
屑
金
粉
之
編
、
言
之
已

詳
、
此
止
可
粗
言
其
禁
忌
耳
。
漢
魏
六
朝
、
唐
宋
元
明
、
雖
有
升
降
厚
薄
之
判
、
然
自
各
有
佳
處
、
隨
其
性
之
所

近
學
之
、
不
必
是
己
非
人
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】
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一
、
古
今
體
詩
。

此
れ
乃
ち
專
門
名
家
の
學
な
り
、
豈
に
能
く
數
語
に
て
之
を
盡
さ
ん
。
然
れ
ど
も
試
場
、
古
を

考
す
る
に
、
必
ず
此
の
體
有
り
、
姑
く
其
の
畧
を
言
は
ん
。
第
一
に
博
覽
を
先
と
爲
す
。
略
ぼ

ほ

列
朝
詩
家
の
源
流
派
別
を
知
り
て
、
方
め
て
門
に
入
る
と
言
ふ
可
し
。
一
家
を
規
橅
し
、
稍
や

は
じ

き

ぼ

や

得
る
所
有
り
て
、
方
め
て
能
く
佳
處
有
り
。
其
の
法
律
の
門
徑
に
至
り
て
は
、
前
人
古
題
の
解
、

は
じ

聲
調
の
譜
、
談
藝
説
詩
の
作
、
玉
屑
金
粉
の
編
に
、
之
を
言
ふ
こ
と
已
に
詳
ら
か
な
り
、
此
は

止
だ
粗
ぼ
其
の
禁
忌
を
言
ふ
可
き
の
み
。
漢
魏
六
朝
、
唐
宋
元
明
に
、
升
降
厚
薄
の
判
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど

ほ

も
自
ら
各
お
の
佳
處
有
り
、
其
の
性
の
近
き
所
に
隨
ひ
て
之
を
學
び
、
必
ず
し
も
己
を
是
と
し
人
を
非
と
せ
ず
。

【
通
釈
】

一
、
古
今
体
詩
。

こ
れ
は
専
門
名
家
の
学
で
あ
り
、
ど
う
し
て
わ
ず
か
な
言
葉
で
説
明
し
つ
く
す
こ
と
が
で
き
よ

う
か
。
し
か
し
試
験
場
で
、
古
い
こ
と
を
考
察
す
る
に
は
、
こ
の
詩
体
が
必
要
な
の
で
、
し
ば

ら
く
そ
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。
第
一
に
、
博
覧
が
最
優
先
で
あ
る
。
列
朝
の
詩
家
の
源
流
派
別

を
お
お
ま
か
に
理
解
し
て
、
は
じ
め
て
門
に
入
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ひ
と
り
の
作
家
を

手
本
と
し
、
い
く
ら
か
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
法
則
の
門
徑
に
つ
い
て
は
、
前
人
古
題
の
解
、
聲
調
の
譜
、
談
藝
説
詩
の
作
、

玉
屑
金
粉
の
編
が
、
す
で
に
詳
細
に
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
禁
忌
を
お
お
ま
か
に
言
う

に
す
ぎ
な
い
。
漢
魏
六
朝
、
唐
宋
元
明
に
は
、
優
劣
厚
薄
の
違
い
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

自
分
の
本
性
に
近
い
も
の
に
し
た
が
っ
て
学
び
、
自
分
を
是
と
し
他
人
を
非
難
し
て
は
な
ら
な
い
。

―
―
１
―
―

忌
無
理
無
情
無
事
。

有
理
有
情
有
事
、
三
者
具
備
、
乃
能
有
味
。
詩
至
有
味
、
乃
臻
極
品
。
數
語
雖
約
、
頗
能
該

括
前
人
衆
論
。
學
詩
者
、
試
體
會
之
。
新
城
王
文
簡
論
詩
主
神
韻
、
竊
謂
言
神
韻
、
不
如
言

神
味
也
。
有
事
一
條
、
尤
爲
切
要
。
特
爲
標
出
。

【
書
き
下
し
】

理
無
く
情
無
く
事
無
き
を
忌
む
。

理
有
り
、
情
有
り
、
事
有
り
、
三
者
具
備
し
て
、
乃
ち
能
く
味
有
り
。
詩
は
味
有
る
に
至
り

て
、
乃
ち
極
品
に
臻
る
。
數
語
、
約
な
り
と
雖
も
、
頗
る
能
く
前
人
の
衆
論
を
該
括
す
。

い
た

が
い
く
わ
つ

詩
を
學
ぶ
者
は
試
み
に
之
を
體
會
せ
よ
。
新
城
の
王
文
簡
、
詩
を
論
ず
る
に
、
神
韻
を
主
と

す
る
も
、
竊
か
に
謂
ふ
に
、
神
韻
と
言
ふ
は
、
神
味
と
言
ふ
に
如
か
ず
。
事
有
り
の
一
條
は
、
尤

ひ
そ

も
切
要
と
爲
す
、
特
に
爲
に
標
出
す
。

た
め

【
註
】

○
王
文
簡

王
士
禎
、
字
は
貽
上
、
号
は
漁
洋
山
人
、
阮
亭
な
ど
。
文
簡
は
諡
。
新
城
の
人
。
唐

の
司
空
圖
や
宋
の
嚴
羽
ら
を
受
け
継
い
で
、
神
韻
説
を
唱
え
た
。

【
通
釈
】

道
理
が
な
く
、
感
情
が
な
く
、
内
容
が
な
い
の
を
忌
む
。

道
理
が
あ
る
、
感
情
が
あ
る
、
内
容
が
あ
る
、
こ
の
三
者
が
具
備
し
て
、
は
じ
め
て
味
わ
い

が
あ
る
。
詩
は
味
わ
い
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
極
品
と
な
る
。
こ
の
数
語
は
簡
約
で
あ
る
が
、

前
人
の
衆
論
を
よ
く
該
括
し
て
い
る
。
詩
を
学
ぶ
も
の
は
こ
れ
を
会
得
し
な
さ
い
。
新
城
の

王
文
簡
〔
王
士
禎
〕
は
神
韻
を
中
心
と
し
て
詩
を
論
じ
る
が
、
わ
た
し
が
思
う
に
、
神
韻
と

言
う
の
は
、
神
味
と
言
う
の
に
は
お
よ
ば
な
い
。「
事
有
り
」
の
一
條
は
、
と
り
わ
け
切
実
重
要
で
あ
る

の
で
、
特
に
あ
げ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
帶
經
堂
集
九
十
二
卷
。
王
士
禎
。

合
他
著
述
統
名
漁
洋
山
人
著
述
三
十
八
種
。

―
―
２
―
―

坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）
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忌
音
調
不
諧
。

古
詩
自
有
音
節
平
仄
、
多
讀
自
知
之
。
俗
師
於
律
詩
、
有
一
三
五
不
論
之
説
、
大
謬
。
古
人

五
七
律
、
自
有
拗
救
法
。
既
目
爲
律
、
豈
有
不
論
之
理
。
拗
救
之
説
、
亦
甚
繁
。
如
不
能
遽

曉
、
照
試
律
平
仄
爲
之
、
尚
不
致
過
差
耳
。

古
時
尤
忌
多
有
律
句
。
學
四
傑
、
長
慶
體
者
、
不

與
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
下
に
「
五
言
古
詩
、
於
題
目
博
大
典
重
者
、
以
用
古
韻
爲
合
格
。
碑
版
銘
頌
、

有
韻
語
者
、
同
。
古
韻
之
説
甚
繁
、
看
顧
亭
林
音
學
五
書
、
自
知
之
」
の
一
文
あ
り
。

【
書
き
下
し
】

音
調
の
諧
は
ざ
る
を
忌
む
。

か
な

古
詩
自
ら
音
節
平
仄
有
り
、
多
く
讀
め
ば
自
ら
之
を
知
る
。
俗
師
、
律
詩
に
於
て
、
一
三
五

不
論
の
説
有
る
も
、
大
い
に
謬
れ
り
。
古
人
の
五
七
律
に
は
自
ら
拗
救
の
法
有
り
。
既
に

あ
や
ま

え
う
き
う

目
し
て
律
と
爲
さ
ば
、
豈
に
不
論
の
理
有
ら
ん
。
拗
救
の
説
も
亦
甚
だ
繁
し
。
如
し
遽
か
に
曉

え
う
き
う

し
げ

に
は

あ
き

ら
か
な
る
能
は
ざ
れ
ば
、
詩
律
の
平
仄
に
照
ら
し
て
之
を
爲
さ
ば
、
尚
ほ
過
差
に
致
ら
ざ
る

く
わ

さ

の
み
。

古
詩
は
尤
も
多
く
律
句
有
る
を
忌
む
。
四
傑
、
長
慶
體
を
學
ぶ
者
は
與
ら
ず
。

あ
づ
か

【
註
】

○
一
三
五
不
論
の
説

近
体
詩
に
お
け
る
平
仄
の
排
列
法
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
。
七
言
詩
に
お

い
て
第
一
字
・
第
三
字
・
第
五
字
は
い
づ
れ
の
平
仄
を
用
い
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
。
第
二
字

・
第
四
字
・
第
六
字
は
か
な
ら
ず
決
ま
っ
た
平
仄
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

○
拗
救
の
法

律
詩
中
に
平
仄
の
規
定
に
合
わ
な
い
句
を
「
拗
句
」
と
い
い
、
律
詩
中
に
拗
句
が

あ
ら
わ
れ
た
場
合
、
一
定
の
方
法
を
用
い
て
そ
れ
を
補
救
す
る
。
こ
れ
を
「
拗
救
」
と
い
う
。

そ
の
方
法
は
、
本
句
あ
る
い
は
対
句
の
適
当
な
位
置
に
そ
の
他
の
字
の
平
仄
を
改
め
て
配
置
す

る
。

○
四
傑

初
唐
の
四
人
の
す
ぐ
れ
た
詩
人
。
王
勃
、
楊
炯
、
盧
照
鄰
、
駱
賓
王

○
長
慶
體

白
居
易
、
元
稹
が
創
造
し
た
詩
体
。

【
通
釈
】

音
調
が
調
和
し
な
い
の
を
忌
む
。

古
詩
に
は
お
の
づ
か
ら
音
節
平
仄
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
読
め
ば
自
然
に
会
得
す
る
。
俗
師
に

は
律
詩
に
対
し
て
一
三
五
不
論
の
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
い
に
間
違
っ
て
い
る
。
古
人
の

五
言
七
言
の
律
詩
に
は
お
の
づ
か
ら
拗
救
の
法
が
あ
る
。
こ
れ
を
律
と
み
な
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
一
三
五
不
論
と
い
う
道
理
が
あ
ろ
う
か
。
拗
救
の
説
も
か
な
り
複
雑
で

あ
る
。
も
し
す
ぐ
に
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
詩
律
の
平
仄
に
照
ら
し
あ
わ
せ
な
が
ら
詩
を
作

れ
ば
、
大
き
な
誤
り
を
犯
す
こ
と
は
な
い
。

古
詩
は
律
句
が
多
い
の
を
と
り
わ
け
忌
む
。

四
傑
、
長
慶
体
を
学
ぶ
も
の
は
関
係
な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
初
唐
四
傑
集
。
唐
王
勃
、
楊
炯
、
盧
照
鄰
、
駱
賓
王
。

通
行
本
。

王
子
安
集
十
六
卷
、
盈

川
集
十
卷
、
盧
昇
之
集
七
卷
、
附
錄
一
卷
、
駱
丞
集
四
卷
。

・
駱
丞
集
四
卷
。
顧
廣
圻
校
。

秦
恩
復
刻
本
。

合
李
元
賓
、
呂
衡
州
爲
三
唐
人
集
。

・
駱
賓
王
集
十
卷
。
顧
之
逵
小
讀
書
堆
校
刻
足
本
。

・
駱
臨
海
集
注
十
卷
。
陳
熙
晉
注
。

原
刻
本
。

―
―
３
―
―

忌
誤
押
通
韻
。
①

古
體
詩
可
押
通
韻
。
律
絶
之
外
、
皆
爲
古
體
。
但
俗
本
詩
韻
、
動
曰
、
古
通
某
、
古
轉
某
。
强
分

兩
門
、
已
爲
無
理
、
且
所
謂
通
者
、
並
不
可
据
。
大
畧
本
於
宋
呉
棫
韻
補
、
或
雜
据
近
人
柴
紹
炳
、
邵
長

蘅
之
説
。
今
日
作
古
詩
者
、
以
專
守
官
韻
、
不
用
通
韻
、
爲
合
法
、
何
也
。
今
之
本
韻
、
卽
古

之
通
韻
也
。
謂
六
朝
至
唐
。
廣
韻
本
二
百
六
部
、
此
爲
最
古
韻
書
、
隋
人
原
撰
、
唐
宋
人
修
。
各
注
同
用
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獨
用
、
以
韻
狹
、
不
便
試
士
、
唐
許
敬
宗
奏
定
同
用
。
經
宋
金
元
人
四
次
倂
省
、
今
合
爲
一
百
六
部
。

宋
丁
度
等
集
韻
、
省
去
十
三
部
、
金
韓
道
昭
五
音
集
韻
、
倂
爲
一
百
六
十
部
、
劉
淵
平
水
韻
、
又
倂
爲
一
百
七
部
、
元

陰
時
夫
韻
府
羣
玉
、
又
倂
爲
一
百
六
部
。
卽
今
官
韻
。
故
今
日
一
韻
中
、
已
兼
古
人
數
韻
。
凡
同
用
者
、
已

倂
爲
一
韻
。
如
冬
兼
鍾
、
支
兼
脂
之
、
虞
兼
模
之
類
。
雖
不
如
廣
韻
分
析
精
密
、
聲
類
淸
濁
、
尚
不
大
遠
、

若
再
推
廣
、
必
致
歧
誤
。
諸
家
異
説
、
初
學
猝
難
折
中
。
必
須
講
求
小
學
、
讀
過
顧
炎
武
音
學
五
書
、

江
永
古
韻
標
準
、
段
玉
裁
六
書
音
韻
表
、
苗
虁
説
文
聲
讀
表
、
方
能
貫
徹
源
流
、
通
而
不
濫
。

顧
江
尤
要
。

据
錢
竹
汀
十
駕
齋
養
新
録
、
平
水
韻
乃
金
王
文
郁
所
撰
、
卽
倂
爲
一
百
六
部
、
與
今
韻
同
。
以
無
他
證
、

前
注
姑
仍
舊
説
。

如
必
欲
通
之
、
莫
如
稍
隘
稍
嚴
、
尚
無
大
誤
。
如
東
冬
、
如
支
微
、
如
魚
虞
、
如
佳
灰
、
如

眞
文
、
如
寒
删
、
如
蕭
肴
、
如
庚
靑
、
如
鹽
咸
、
此
類
皆
今
讀
聲
音
相
近
、
而
今
韻
部
分
相

聯
者
、
通
押
無
害
。
上
去
準
此
。
可
通
者
不
止
於
此
。
説
見
後
。

入
聲
部
分
、
丩
葛
難
明
。
姑
言

其
畧
。
屋
沃
覺
通
。
質
獨
。
物
月
通
。
曷
黠
通
。
屑
獨
。

屑
亦
半
通
質
、
因
初
學
恐
難
細
剖
、
令
質
獨
用
較

妥
。
藥
獨
。
陌
錫
通
。
職
獨
。
緝
獨
。
合
葉
洽
通
。
此
參
用
顧
江
段
苗
四
家
説
。

有
決
不
可
通
者
、

如
江
與
陽
也
、
眞
文
與
庚
靑
蒸
侵
也
、
庚
靑
與
侵
蒸
也
、
蒸
與
庚
靑
侵
也
、
元
寒
删
先
與
覃

鹽
咸
也
、
此
類
、
俗
讀
似
近
、
正
音
迥
別
。
卽
使
前
人
偶
一
有
之
、
或
是
方
音
、
或
本
非
韻
、

或
是
錯
誤
、
皆
不
可
藉
口
。

如
欲
求
通
而
不
濫
之
理
、
須
知
通
韻
有
半
部
全
部
之
別
。
今
本
之
支
韻
、
半
通
微
齊
佳
灰
、
半
通
歌
。

虞
半
通
魚
、
半
通
尤
。

元
半
通
眞
文
、
半
通
寒
删
先
。

先
半
通
眞
文
、
半
通
元
寒
删
。

歌
少
半
通
麻
、
大
半

通
支
。

麻
少
半
通
歌
、
大
半
通
魚
。

庚
半
通
陽
、
半
通
靑
、
有
數
字
通
蒸
。

尤
半
通
蕭
肴
豪
、
半
通
虞
、
有
數

字
通
支
。

覃
半
通
侵
、
半
通
鹽
咸
。

此
就
經
傳
子
史
韻
語
、
唐
以
前
詩
文
謠
諺
、
推
驗
而
得
。
此
由
今
韻
一

部
中
、
倂
有
古
韻
兩
三
部
在
内
、
故
一
韻
之
聲
、
不
盡
同
類
。
如
元
魂
痕
三
部
、
今
倂
爲
十
三
元
。

灰
咍
、
今
倂
爲
十
灰
。
就
本
韻
讀
之
、
已
不
能
調
叶
、
故
元
可
通
寒
删
先
、
魂
痕
不
得
通
也
。
餘
倣
此
。
初
學
如
未

嘗
通
説
文
、
看
廣
韻
、
何
從
辨
析
此
一
韻
中
之
字
、
孰
可
通
某
、
孰
不
可
通
耶
。
讀
説
文
廣
韻
、

及
顧
江
段
苗
之
書
、
則
自
能
辨
析
之
。
若
徒
向
唐
宋
人
集
中
、
求
其
孰
通
孰
否
以
爲
準
式
、
皆
茫
昧
拘
墟
之
論
、
所
謂

銖
銖
而
權
、
寸
寸
而
度
、
推
之
必
差
者
也
。

以
上
、
爲
作
今
日
之
古
體
詩
言
之
也
。
今
之
五
言
古
、
乃
六
朝
以
後
體
、
七
言
古
、
乃
唐
人
七
言
歌
行
體
。

若
作
學
漢
人
五
言
詩
、
古
樂
府
、
古
賦
、
此
謂
箸
作
之
古
賦
。
非
試
場
之
古
賦
。
擬
騷
、
碑
銘
、
讚

頌
之
屬
、
則
又
宜
知
古
韻
。
謂
上
古
至
秦
漢
之
韻
。
廣
韻
尚
未
盡
也
、
漢
以
前
雖
無
韻
書
、
而
有

韻
證
。
卽
前
所
謂
取
經
傳
子
史
、
推
驗
而
得
者
。
確
有
部
分
、
但
較
廣
韻
則
寛
矣
。
顧
江
段
苗
諸
家
、
説
之

已
詳
、
凡
橅
擬
漢
以
前
有
韻
之
文
、
宜
知
之
。
宜
用
古
韻
、
方
爲
入
格
、
且
更
覺
妍
雅
。
往
往
古
韻

同
部
、
今
讀
殊
音
。
作
今
日
之
古
體
詩
、
押
之
不
叶
、
仍
不
可
用
。
蓋
音
有
古
今
、
在
古
人

讀
之
、
本
是
一
韻
、
故
可
用
之
詩
歌
。
卽
如
詩
經
自
有
本
音
、
如
以
古
音
讀
之
、
自
成
一
韻
、
並
非
强
叶
。

叶
韻
之
説
、
自
梁
沈
重
始
。
今
語
音
既
變
、
詩
格
亦
殊
。
若
强
用
之
、
豈
能
成
調
。
徒
致
駭
俗
、

名
雖
好
古
、
實
非
通
人
也
。
如
東
與
江
、
支
與
灰
與
歌
、
魚
與
麻
、
虞
與
尤
、
眞
與
先
、
蕭
與
尤
、
歌
與
麻
、

陽
與
庚
、
侵
與
覃
、
皆
古
同
部
、
今
異
音
。

古
今
音
變
、
大
率
漢
魏
以
前
、
與
三
代
相
近
、
六
朝
以

後
、
與
今
音
多
同
。
此
一
大
界
限
也
。
此
言
大
畧
。
再
區
分
之
、
秦
以
前
與
漢
不
同
、
初
唐
以
前
、
與
中
唐

至
今
不
同
。
看
經
傳
釋
文
、
説
文
、
玉
篇
、
廣
韻
、
漢
書
、
文
選
之
反
切
自
明
。
自
唐
有
官
韻
、
字
音
至
今
、

遂
不
大
變
更
矣
。
淸
濁
發
斂
、
亦
微
不
同
。

知
古
韻
、
非
僅
爲
詞
章
之
用
也
、
乃
小
學
經
學
之
事
也
。
知
古
韻
則
得
古
音
、
看
古
人
多
以
此

數
字
聯
用
爲
韻
語
、
可
知
古
讀
聲
相
近
。
卽
可
以
此
定
此
字
之
古
音
矣
。
知
古
音
則
悟
古
義
。
大
抵
先
秦
製

字
、
義
由
聲
出
。
義
生
於
聲
者
十
之
八
九
。
至
於
假
借
、
純
是
聲
同
之
字
。
漢
人
詁
經
、
聲
多
兼
義
。
如

音
讀
從
某
字
之
聲
、
則
訓
詁
必
近
某
字
之
義
。
此
六
書
諧
聲
之
恉
、
漢
學
訓
詁
之
要
、
韻
書
所
以
列
入

小
學
家
者
、
職
是
故
也
。
若
韻
府
羣
玉
之
類
、
則
止
可
謂
之
詩
韻
、
謂
之
類
書
、
與
韻
學
無
關
矣
。

審
音
辨
韻
、
其
要
不
過
兩
語
。
一
曰
、
以
聲
類
相
從
之
字
爲
別
。
看
此
兩
三
韻
中
字
、
偏
旁
多
同
。

音
必
相
近
、
卽
可
通
押
。
如
東
之
烘
蓬
、
冬
之
供
縫
、
寒
之
檀
殘
、
先
之
羶
箋
、
皆
半
體
相
同
之
類
。
蓋
古
人
製
此
字

時
、
其
音
卽
從
偏
旁
而
得
。
此
語
極
淺
而
極
確
、
乃
韻
書
本
原
也
。
但
今
韻
合
倂
掍
淆
、
須
將
不
可
通
之
半
韻
剔
出
之

耳
。

如
偏
旁
雖
同
、
今
讀
不
近
者
、
乃
古
今
音
遞
轉
遞
變
、
古
人
仍
同
讀
同
押
也
。
如
支
之
儀
陂
、
歌
之
俄
波
、
虞

之
愉
樞
、
尤
之
偸
謳
、
今
異
聲
、
古
同
讀
。
一
曰
、
以
經
傳
子
史
韻
語
爲
證
。

大
率
今
韻
寛
於
廣
韻
、

而
狹
於
古
韻
。
若
以
廣
韻
求
古
韻
、
止
有
不
必
分
而
分
、
偏
於
過
嚴
者
、
斷
無
不
應
合
而
合
、

失
之
過
濫
者
。
有
數
韻
實
是
一
類
者
、
無
一
韻
而
雜
隔
類
者
。
若
以
今
韻
求
古
韻
、
則
有
可
通
者
、
有

當
析
者
。
如
東
江
寒
删
、
古
音
本
通
。
如
支
部
虞
部
灰
部
先
部
、
此
一
韻
中
之
字
、
古
人
卻
分
爲
兩
三
韻
、
不
讀
爲

一
類
。
不
見
廣
韻
、
無
從
講
古
韻
也
。
不
知
古
韻
、
不
能
讀
詩
經
易
象
、
先
秦
兩
漢
之
書
也
。
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【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
條
な
し
。

【
書
き
下
し
】

誤
り
て
通
韻
に
押
す
る
を
忌
む
。

古
體
詩
は
通
韻
に
押
す
可
し
。
律
絶
の
外
は
皆
古
體
と
爲
す
。
但
だ
俗
本
の
詩
韻
は
、
動
も
す
れ
ば
、

や
や

「
古
は
某
に
通
ず
、
古
は
某
に
轉
ず
」
と
曰
ふ
。
强
ひ
て
兩
門
に
分
く
る
は
、
已
に
理
無
し

し

と
爲
し
、
且
つ
所
謂
通
ず
は
並
び
に
据
る
可
か
ら
ず
。
大
畧
、
宋
の
呉
棫
『
韻
補
』
に
本
づ
く
。
或
い

お
ほ
よ
そ

は
近
人
の
柴
紹
炳
、
邵
長
蘅
の
説
に
雜
据
す
。
今
日
、
古
詩
を
作
る
者
、
專
ら
官
韻
を
守
り
、
通
韻

も
つ
ぱ

を
用
ひ
ざ
る
を
以
て
法
に
合
す
と
爲
す
は
何
ぞ
や
。
今
の
本
韻
は
卽
ち
古
の
通
韻
な
れ
ば
な

り
。
六
朝
よ
り
唐
に
至
る
を
謂
ふ
。『
廣
韻
』
は
本
二
百
六
部
、
此
れ
最
古
の
韻
書
と
爲
し
、
隋
人
の
原
撰
、

唐
宋
人
の
修
。
各
お
の
同
用
・
獨
用
と
注
し
、
韻
は
狹
く
試
士
に
便
な
ら
ざ
る
を
以
て
、
唐
の
許
敬
宗
奏
し
て

同
用
を
定
む
。
宋
金
元
人
の
四
次
の
倂
省
を
經
て
、
今
合
し
て
一
百
六
部
と
爲
す
。
宋
の
丁
度
ら
の

『
集
韻
』
は
十
三
部
を
省
去
し
、
金
の
韓
道
昭
『
五
音
集
韻
』
は
、
倂
せ
て
一
百
六
十
部
と
爲
し
、
劉
淵
の
平
水
韻
も

又
倂
せ
て
一
百
七
部
と
爲
し
、
元
の
陰
時
夫
『
韻
府
羣
玉
』
も
又
倂
せ
て
一
百
六
部
と
爲
す
。
卽
ち
今
の
官
韻
な
り
。

故
に
今
日
の
一
韻
中
に
、
已
に
古
人
の
數
韻
を
兼
ぬ
。
凡
そ
同
用
す
る
者
は
、
已
に
倂
せ
て
一
韻
と
爲

す
。
冬
は
鍾
を
兼
ね
、
支
は
脂
之
を
兼
ね
、
虞
は
模
を
兼
ぬ
る
が
如
き
の
類
。『
廣
韻
』
の
分
析
精
密
な
る
に

如
か
ず
と
雖
も
、
聲
類
の
淸
濁
は
尚
ほ
大
遠
な
ら
ず
、
若
し
再
び
推
廣
す
れ
ば
、
必
ず
歧
誤

き

ご

に
致
る
。
諸
家
の
異
説
は
、
初
學
は
猝
か
に
折
中
し
難
し
。
必
ず
須
く
小
學
を
講
求
し
、
顧
炎
武
『
音

に
は

學
五
書
』、
江
永
『
古
韻
標
準
』、
段
玉
裁
『
六
書
音
韻
表
』、
苗
虁
『
説
文
聲
讀
表
』
を
讀
過

す
べ
く
し
て
、
方
め
て
能
く
源
流
を
貫
徹
し
、
通
じ
て
濫
れ
ず
。
顧
・
江
尤
も
要
な
り
。

錢
竹
汀

は
じ

み
だ

『
十
駕
齋
養
新
録
』
に
据
れ
ば
、
平
水
韻
は
乃
ち
金
の
王
文
郁
の
撰
す
る
所
な
り
、
卽
ち
倂
せ
て
一
百
六
部
と
爲
し
、

今
韻
と
同
じ
。
他
證
無
き
を
以
て
、
前
注
は
姑
く
舊
説
に
仍
る
。

よ

如
し
必
ず
之
に
通
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
稍
や
隘
く
稍
や
嚴
な
る
に
如
く
は
莫
し
、
尚
ほ
大
い

せ
ま

し

に
は
誤
る
無
し
。
東
冬
の
如
き
、
支
微
の
如
き
、
魚
虞
の
如
き
、
佳
灰
の
如
き
、
眞
文
の
如

き
、
寒
删
の
如
き
、
蕭
肴
の
如
き
、
庚
靑
の
如
き
、
鹽
咸
の
如
き
、
此
の
類
皆
今
讀
の
聲
音

相
近
く
、
今
韻
の
部
分
相
聯
な
る
者
に
し
て
、
通
押
し
て
害
無
し
。
上
去
、
此
に
準
へ
。
通

し
た
が

ず
可
き
者
は
此
に
止
ま
ら
ず
。
説
は
後
に
見
ゆ
。

入
聲
の
部
分
は
丩
葛
に
し
て
明
ら
か
な
り
難
し
。

き
う
か
つ

姑
く
其
の
畧
を
言
は
ん
。
屋
沃
覺
通
。
質
獨
。
物
月
通
。
曷
黠
通
。
屑
獨
。

屑
も
亦
半
ば
質
に
通
ず
る

も
、
初
學
、
細
か
く
剖
ち
難
き
を
恐
る
る
に
因
り
、
質
を
し
て
獨
用
せ
し
め
て
較
や
妥
な
り
。
藥
獨
。
陌
錫
通
。
職

わ
か

獨
。
緝
獨
。
合
葉
洽
通
。
此
れ
顧
・
江
・
段
・
苗
の
四
家
の
説
を
參
用
す
。

決
し
て
通
ず
可

か
ら
ざ
る
者
有
り
。
江
と
陽
、
眞
文
と
庚
靑
蒸
侵
、
庚
靑
と
侵
蒸
、
蒸
と
庚
靑
侵
、
元
寒
删

先
と
覃
鹽
咸
の
如
き
、
此
の
類
、
俗
讀
は
近
き
に
似
た
る
も
、
正
音
は
迥
か
に
別
な
り
。
卽

は
る

た
と

ひ
前
人
を
し
て
偶
一
に
之
れ
有
ら
し
む
る
も
、
或
い
は
是
れ
方
音
、
或
い
は
本
、
韻
に
非
ず
、

或
い
は
是
れ
錯
誤
な
り
、
皆
口
を
藉
る
可
か
ら
ず
。

か

如
し
通
じ
て
濫
れ
ざ
る
の
理
を
求
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
須
く
通
韻
に
は
半
部
全
部
の
別
有
る

み
だ

を
知
る
べ
し
。
今
本
の
支
韻
、
半
ば
は
微
齊
佳
灰
に
通
じ
、
半
ば
は
歌
に
通
ず
。

虞
は
半
ば
は
魚
に
通
じ
、
半

ば
は
尤
に
通
ず
。

元
は
半
ば
は
眞
文
に
通
じ
、
半
ば
は
寒
删
先
に
通
ず
。

先
は
半
ば
は
眞
文
に
通
じ
、
半
ば
は
元

寒
删
に
通
ず
。

歌
は
少
半
は
麻
に
通
じ
、
大
半
は
支
に
通
ず
。

麻
は
少
半
は
歌
に
通
じ
、
大
半
は
魚
に
通
ず
。

庚
は
半
ば
は
陽
に
通
じ
、
半
ば
は
靑
に
通
じ
、
數
字
、
蒸
に
通
じ
る
有
り
。

尤
は
半
ば
は
蕭
肴
豪
に
通
じ
、
半
ば
は

虞
に
通
じ
、
數
字
、
支
に
通
じ
る
有
り
。

覃
は
半
ば
は
侵
に
通
じ
、
半
ば
は
鹽
咸
に
通
ず
。

此
れ
經
傳
子
史
の
韻

語
、
唐
以
前
の
詩
文
謠
諺
に
就
い
て
推
驗
し
て
得
た
り
。
此
れ
今
韻
の
一
部
中
、
倂
せ
て
古
韻
の
兩
三
部
、

内
に
在
る
有
る
に
由
る
が
故
に
、
一
韻
の
聲
は
盡
く
は
類
を
同
じ
く
せ
ず
。
如
へ
ば
元
魂
痕
の
三

た
と

部
、
今
倂
せ
て
十
三
元
と
爲
す
。
灰
咍
、
今
倂
せ
て
十
灰
と
爲
す
。
本
韻
に
就
い
て
之
を
讀
め
ば
、
已
に
調
叶
す
る
能

は
ざ
る
が
故
に
、
元
は
寒
删
先
に
通
ず
可
き
も
、
魂
痕
は
通
ず
る
を
得
ざ
る
な
り
。
餘
は
此
に
倣
へ
。
初
學
如
し

な
ら

未
だ
嘗
て
『
説
文
』
に
通
じ
『
廣
韻
』
を
看
ざ
れ
ば
、
何
に
從
り
て
此
の
一
韻
中
の
字
、
孰

よ

い
づ

れ
か
某
に
通
ず
可
き
か
、
孰
れ
か
通
ず
可
か
ら
ざ
る
か
を
辨
析
せ
ん
や
。『
説
文
』『
廣
韻
』、
及
び

い
づ

顧
・
江
・
段
・
苗
の
書
を
讀
め
ば
、
則
ち
自
ら
能
く
之
を
辨
析
す
。
若
し
徒
ら
に
唐
宋
人
の
集
中
に
向
ひ
て
、
其
の
孰

い
た
づ

い
づ

れ
か
通
じ
孰
れ
か
否
な
る
か
を
求
め
て
以
て
準
式
と
爲
す
は
、
皆
茫
昧
拘
墟
の
論
に
し
て
、
所
謂
「
銖
銖
に
し
て
權

い
づ

ば
う
ま
い
こ
う
き
よ

し
ゆ
し
ゆ

は
か

り
、
寸
寸
に
し
て
度
り
、
之
を
推
せ
ば
必
ず
差
ふ
」
者
な
り
。

は
か

た
が

以
上
、
今
日
の
古
體
詩
を
作
る
爲
に
之
を
言
ふ
な
り
。
今
の
五
言
古
は
乃
ち
六
朝
以
後
の
體
な
り
、
七

た
め
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言
古
は
乃
ち
唐
人
の
七
言
歌
行
體
な
り
。
若
し
漢
人
の
五
言
詩
、
古
樂
府
、
古
賦
、
此
は
箸
作
の
古
賦
を

謂
ふ
。
試
場
の
古
賦
に
非
ず
。
擬
騷
、
碑
銘
、
讚
頌
の
屬
を
學
ば
ん
こ
と
を
作
さ
ば
、
則
ち
又
宜
し

な

く
古
韻
を
知
る
べ
し
。
上
古
よ
り
秦
漢
に
至
る
の
韻
を
謂
ふ
。『
廣
韻
』
は
尚
ほ
未
だ
盡
さ
ず
、
漢
以

前
に
は
韻
書
無
き
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
韻
證
有
り
。
卽
ち
前
の
所
謂
經
傳
子
史
を
取
り
、
推
驗
し
て
得

る
者
な
り
。
確
か
に
部
分
有
る
も
、
但
だ
『
廣
韻
』
に
較
べ
て
則
ち
寛
し
。
顧
・
江
・
段
・
苗
の
諸
家
、
之

く
ら

ひ
ろ

を
説
く
こ
と
已
に
詳
ら
か
な
る
も
、
凡
そ
漢
以
前
の
有
韻
の
文
を
橅
擬
す
れ
ば
、
宜
し
く
之

ぼ

ぎ

を
知
る
べ
し
。
宜
し
く
古
韻
を
用
ふ
べ
く
し
て
、
方
め
て
格
に
入
る
と
爲
し
、
且
つ
更
に
妍
雅
を
覺
ゆ
。
往
往

は
じ

に
し
て
古
韻
、
部
を
同
じ
く
し
て
、
今
讀
、
音
を
殊
に
す
。
今
日
の
古
體
詩
を
作
る
も
、
之

に
押
し
て
叶
は
ざ
れ
ば
、
仍
ほ
用
ふ
可
か
ら
ず
。
蓋
し
音
に
古
今
有
り
、
古
人
に
在
り
て
之

か
な

を
讀
め
ば
、
本
是
れ
一
韻
な
る
が
故
に
、
之
を
詩
歌
に
用
ふ
可
し
。
卽
ち
『
詩
經
』
に
は
自
ら
本
音

有
り
、
如
し
古
音
を
以
て
之
を
讀
め
ば
、
自
ら
一
韻
を
成
し
、
並
び
に
强
叶
に
非
ざ
る
が
如
し
。
叶
韻
の
説
は
梁
の
沈
重

し
ん
ち
よ
う

よ
り
始
ま
る
。
今
、
語
音
既
に
變
じ
、
詩
格
も
亦
殊
に
す
。
若
し
强
ひ
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
豈

し

に
能
く
調
を
成
さ
ん
。
徒
ら
に
俗
を
駭
か
す
を
致
し
、
名
は
古
を
好
む
と
雖
も
、
實
は
通

い
た
づ

お
ど
ろ

人
に
非
ざ
る
な
り
。
東
と
江
、
支
と
灰
と
歌
、
魚
と
麻
、
虞
と
尤
、
眞
と
先
、
蕭
と
尤
、
歌
と
麻
、
陽
と
庚
、
侵

と
覃
の
如
き
は
、
皆
古
は
部
を
同
じ
く
す
る
も
、
今
は
音
を
異
に
す
。

古
今
音
變
じ
、
大
率
漢
魏
以
前
は

お
ほ
む
ね

三
代
と
相
近
く
、
六
朝
以
後
は
今
音
と
多
く
同
じ
。
此
れ
一
大
界
限
な
り
。
此
は
大
畧
を
言
ふ
。

再
び
之
を
區
分
す
れ
ば
、
秦
以
前
は
漢
と
同
じ
か
ら
ず
、
初
唐
以
前
は
中
唐
よ
り
今
に
至
る
ま
で
と
同
じ
か
ら
ず
。『
經

傳
釋
文
』『
説
文
』『
玉
篇
』『
廣
韻
』『
漢
書
』『
文
選
』
の
反
切
を
看
れ
ば
、
自
ら
明
ら
か
な
り
。
唐
に
官
韻
有
り

て
よ
り
、
字
音
は
今
に
至
る
ま
で
、
遂
に
大
い
に
は
變
更
せ
ず
。
淸
濁
發
斂
も
亦
微
か
に
同
じ
か
ら

ず
。

古
韻
を
知
る
は
、
僅
か
に
詞
章
の
用
と
爲
す
の
み
に
非
ざ
る
な
り
、
乃
ち
小
學
經
學
の
事
な

り
。
古
韻
を
知
れ
ば
則
ち
古
音
を
得
、
古
人
多
く
此
の
數
字
を
以
て
聯
用
し
て
韻
語
と
爲
す
を
看
れ
ば
、
古

の
讀
聲
相
近
き
を
知
る
可
し
。
卽
ち
此
を
以
て
此
の
字
の
古
音
を
定
む
可
し
。
古
音
を
知
れ
ば
則
ち
古
義
を
悟

る
。
大
抵
先
秦
、
字
を
製
す
る
に
、
義
は
聲
よ
り
出
づ
。
義
、
聲
に
生
ず
る
者
は
十
の
八
九
、
假
借
に

至
り
て
は
純
ら
是
れ
聲
同
じ
き
の
字
な
り
。
漢
人
、
經
を
詁
す
る
に
、
聲
は
多
く
義
を
兼
ぬ
。
如
し
音

も
つ
ぱ

か
ん
ひ
と

讀
、
某
字
の
聲
に
從
へ
ば
、
則
ち
訓
詁
は
必
ず
某
字
の
義
に
近
し
。
此
れ
六
書
諧
聲
の
恉
、
漢
學
訓
詁
の
要

な
り
、
韻
書
列
し
て
小
學
家
に
入
る
所
以
の
者
は
、
職
と
し
て
是
の
故
な
り
。『
韻
府
羣
玉
』
の

若
き
の
類
は
、
則
ち
止
だ
之
を
詩
韻
と
謂
ふ
可
し
、
之
を
類
書
と
謂
ふ
も
、
韻
學
と
關
す
る
無
し
。

音
を
審
ら
か
に
し
韻
を
辨
ず
、
其
の
要
は
兩
語
に
過
ぎ
ず
。
一
に
曰
く
、
聲
類
相
從
ふ
の
字

を
以
て
別
と
爲
す
。
此
の
兩
三
韻
中
の
字
を
看
れ
ば
、
偏
旁
多
く
同
じ
。
音
必
ず
相
近
け
れ
ば
、
卽
ち
通
押
す
可

し
。
東
の
烘
蓬
、
冬
の
供
縫
、
寒
の
檀
殘
、
先
の
羶
箋
の
如
き
は
、
皆
半
體
相
同
じ
き
の
類
な
り
。
蓋
し
古
人
、
此
の

字
を
製
す
る
の
時
、
其
の
音
は
卽
ち
偏
旁
に
從
ひ
て
得
た
り
。
此
の
語
極
め
て
淺
な
る
も
極
め
て
確
か
な
り
、
乃
ち
韻

書
の
本
原
な
り
。
但
だ
今
韻
は
合
倂
掍
淆
し
、
須
く
通
ず
可
か
ら
ざ
る
の
半
韻
を
將
て
之
を
剔
出
す
べ
き
の
み
。

も
つ

て
き
し
ゅ
つ

偏
旁
同
じ
き
と
雖
も
、
今
讀
近
か
ら
ざ
る
が
如
き
者
は
、
乃
ち
古
今
音

遞

は
る
轉
じ
、

遞

は
る
變
ず
る
も
、
古
人

か
は
る
が

か
は
る
が

は
仍
ほ
同
讀
同
押
な
り
。
支
の
儀
陂
、
歌
の
俄
波
、
虞
の
愉
樞
、
尤
の
偸
謳
の
如
き
は
、
今
は
聲
を
異
に
す
る
も
、
古

は
讀
を
同
じ
く
す
。
一
に
曰
く
、
經
傳
子
史
の
韻
語
を
以
て
證
と
爲
す
。

大
率
今
韻
は
『
廣
韻
』

お
ほ
む
ね

よ
り
寛
く
し
て
、
古
韻
よ
り
狹
し
。
若
し
『
廣
韻
』
を
以
て
古
韻
を
求
む
れ
ば
、
止
だ
必
ず

ひ
ろ

し
も
分
た
ず
し
て
分
ち
、
過
嚴
に
偏
る
者
有
る
も
、
斷
じ
て
應
に
合
す
べ
か
ら
ず
し
て
合

か
た
よ

し
、
之
を
過
濫
に
失
す
る
者
無
し
。
數
韻
實
は
是
れ
一
類
な
る
者
有
る
も
、
一
韻
に
し
て
類
を
雜
隔
す
る
者

無
し
。
若
し
今
韻
を
以
て
古
韻
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
通
ず
可
き
者
有
り
、
當
に
析
す
べ
き
者
有

り
。
東
江
寒
删
の
如
き
、
古
音
は
本
通
ず
。
支
部
・
虞
部
・
灰
部
・
先
部
の
如
き
、
此
れ
一
韻
中
の
字
に
し
て
、
古

人
卻
て
分
ち
て
兩
三
韻
と
爲
し
、
讀
み
て
一
類
と
爲
さ
ず
。『
廣
韻
』
を
見
ざ
れ
ば
、
古
韻
を
講
ず
る
に
從よ

し
無
き
な
り
。
古
韻
を
知
ら
ざ
れ
ば
、『
詩
經
』『
易
象
』
先
秦
兩
漢
の
書
を
讀
む
能
は
ざ
る

な
り
。

【
註
】

○
柴
紹
炳

字
は
虎
臣
、
号
は
省
軒
、
浙
江
仁
和
の
人
。

○
邵
長
蘅

字
は
子
湘
、
号
は
青
門
山
人
、
江
蘇
武
進
の
人
。

○
唐
の
許
敬
宗
奏
し
て
同
用
を
定
む

許
敬
宗
、
字
は
延
族
、
杭
州
の
人
。「
同
用
」
と
は
詩
を
作

る
時
に
近
隣
の
韻
は
た
が
い
に
押
韻
で
き
る
こ
と
。『
封
氏
見
聞
記
』
に
「
國
初
、
許
敬
宗
等
詳

義
し
て
其
の
韻
窄
き
を
以
て
、
合
し
て
之
を
用
ひ
ん
こ
と
を
奏
す
」
と
あ
る
。

○
劉
淵
の
平
水
韻

劉
淵
が
『
禮
部
韻
略
』
を
増
修
し
て
、
同
用
の
部
を
合
併
し
て
百
七
韻
に
し
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た
も
の
。
劉
淵
が
平
水
出
身
で
あ
っ
た
か
ら
平
水
韻
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

○
『
韻
府
羣
玉
』

『
韻
府
羣
玉
』
二
十
卷
。
元
陰
時
夫
撰
。

○
金
の
王
文
郁

王
文
郁
が
刊
行
し
た
『
新
刊
韻
略
』
が
平
水
で
出
版
さ
れ
た
か
ら
と
い

う
説

が
あ
る
。

○
錢
竹
汀
『
十
駕
齋
養
新
録
』

錢
竹
汀
は
錢
大
昕
の
こ
と
。『
十
駕
齋
養
新
録
』
巻
五
に
「
平
水

韻
」
が
あ
る
。
ま
た
『
濳
研
堂
文
集
』
巻
二
十
七
に
「
跋
平
水
新
刊
韻
略
」
が
あ
る
。

○
所
謂
「
銖
銖
に
し
て
權
り
、
寸
寸
に
し
て
度
り
、
之
を
推
せ
ば
必
ず
差
ふ
」
者
な
り
。
一
銖
づ

は
か

は
か

た
が

つ
重
さ
を
は
か
っ
て
い
っ
て
、
一
石
に
な
る
と
か
な
ら
ず
誤
差
が
で
て
く
る
、
一
寸
づ
つ
長
さ

を
は
か
っ
て
い
っ
て
、
一
丈
に
な
る
と
か
な
ら
ず
誤
差
が
で
て
く
る
と
い
う
こ
と
。
枚
乘
「
上

書
諫
呉
王
文｣(

『
文
選
』
卷
三
十
九
）
に
、

夫
れ
銖
銖
に
し
て
之
を
稱
れ
ば
、
石
に
至
り
て
必
ず
差
ひ
、
寸
寸
に
し
て
之
を
度
れ
ば
、

は
か

た
が

は
か

丈
に
至
り
て
必
ず
過
つ
。（
夫
銖
銖
而
稱
之
、
至
石
必
差
、
寸
寸
而
度
之
、
至
丈
必
過
）

あ
や
ま

と
あ
る
。

○
叶
韻
の
説
は
梁
の
沈
重
か
ら
始
ま
る

「
叶
韻
」
は
『
詩
經
』
な
ど
の
古
い
詩
を
読
む
場
合
、

臨
時
に
読
み
替
え
て
通
韻
す
る
こ
と
。
沈
重
は
南
北
朝
の
頃
の
学
者
。
そ
の
説
は
『
毛
詩
音
』（『
經

典
釋
文
』
引
）
に
見
え
る
。

【
通
釈
】

誤
っ
て
通
韻
で
押
韻
す
る
の
を
忌
む
。

古
体
詩
は
通
韻
で
押
韻
し
て
も
よ
い
が
、
律
詩
・
絶
句
以
外
は
す
べ
て
古
体
で
あ
る
。
俗
本
の
詩
韻
は
、

す
ぐ
に
「
古
は
某
に
通
ず
、
古
は
某
に
轉
ず
」
と
い
う
。
無
理
矢
理
ふ
た
つ
に
分
け
る
の
は
、

ま
っ
た
く
道
理
が
な
い
し
、
な
お
か
つ
い
わ
ゆ
る
「
通
ず
」
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
根
拠
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
お
む
ね
宋
の
呉
棫
『
韻
補
』
に
も
と
づ
い
た
り
、
近
人
の
柴
紹
炳
、
邵
長
蘅
の
説

を
ま
じ
え
て
い
る
。
今
日
、
古
詩
を
作
る
も
の
は
も
っ
ぱ
ら
官
韻
だ
け
を
守
り
、
通
韻
を
用
い
な

い
の
が
法
に
合
す
る
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
現
在
の
本
韻
が
古
の
通
韻
だ
か
ら
で
あ
る
。
六

朝
か
ら
唐
ま
で
を
い
う
。『
廣
韻
』
は
本
来
二
百
六
部
で
あ
り
、
こ
れ
は
最
古
の
韻
書
で
あ
り
、
隋
人
の
原

撰
、
唐
宋
人
の
修
訂
。
そ
れ
ぞ
れ
同
用
・
獨
用
と
注
し
、
韻
が
狹
く
、
士
を
選
抜
す
る
の
に
適
し
て
い
な
い

の
で
、
唐
の
許
敬
宗
が
上
奏
し
て
同
用
を
定
め
た
。
宋
金
元
人
の
四
次
の
合
併
省
略
を
へ
て
、
現
在
で

は
合
併
し
て
一
百
六
部
と
な
っ
た
の
で
、
宋
の
丁
度
ら
の
『
集
韻
』
は
十
三
部
を
省
去
し
、
金
の
韓
道
昭

『
五
音
集
韻
』
は
合
併
し
て
一
百
六
十
部
と
し
、
劉
淵
の
平
水
韻
も
合
併
し
て
一
百
七
部
と
し
、
元
の
陰
時
夫
『
韻
府

羣
玉
』
も
合
併
し
て
一
百
六
部
と
す
る
。
こ
れ
が
現
在
の
官
韻
で
あ
る
。
今
日
の
一
韻
中
に
、
す
で
に
古
人

の
数
韻
を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
同
用
と
は
、
合
併
し
て
一
韻
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え

ば
冬
は
鍾
を
兼
ね
、
支
は
脂
之
を
兼
ね
、
虞
は
模
を
兼
ね
る
よ
う
な
類
。
分
析
が
精
密
な
『
廣
韻
』
に
は
お

よ
ば
な
い
が
、
声
類
の
清
濁
は
な
お
あ
ま
り
大
き
く
な
い
。
も
し
も
う
一
度
分
割
す
れ
ば
、

か
な
ら
ず
過
誤
を
ま
ね
い
て
し
ま
う
。
諸
家
の
異
説
は
初
学
者
が
す
ぐ
に
折
中
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
。

か
な
ら
ず
小
学
を
講
求
し
、
顧
炎
武
『
音
學
五
書
』、
江
永
『
古
韻
標
準
』、
段
玉
裁
『
六
書

音
韻
表
』、
苗
虁
『
説
文
聲
讀
表
』
を
読
み
終
え
て
か
ら
、
は
じ
め
て
源
流
を
貫
徹
し
、
精

通
し
て
乱
れ
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
顧
・
江
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。

錢
竹
汀
〔
錢
大
昕
〕『
十
駕
齋
養

新
録
』
に
よ
れ
ば
、
平
水
韻
は
金
の
王
文
郁
の
撰
で
あ
り
、
合
併
し
て
一
百
六
部
と
し
て
お
り
、
今
韻
と
同
じ
で
あ
る
。

他
の
証
拠
が
な
い
の
で
、
前
注
は
し
ば
ら
く
旧
説
に
よ
る
。

も
し
こ
れ
に
精
通
し
よ
う
と
思
え
ば
、
や
や
せ
ま
く
、
や
や
き
び
し
く
し
た
ほ
う
が
よ
く
、

そ
の
ほ
う
が
ま
だ
大
き
く
誤
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
東
と
冬
、
支
と
微
、
魚
と
虞
、
佳

と
灰
、
眞
と
文
、
寒
と
删
、
蕭
と
肴
、
庚
と
靑
、
鹽
と
咸
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
今
読
の
声
音

が
近
く
、
今
韻
の
部
分
が
同
じ
も
の
で
あ
り
、
通
用
し
て
押
韻
し
て
も
弊
害
は
な
い
。
上
声

・
去
声
も
、
こ
れ
に
し
た
が
い
な
さ
い
。
通
用
で
き
る
も
の
は
こ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
説
は
後
に
見

え
る
。

入
声
の
部
分
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
て
、
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
は
む
づ
か
し
い
。

し
ば
ら
く
そ
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。
屋
沃
覺
通
用
。
質
獨
用
。
物
月
通
用
。
曷
黠
通
用
。
屑
獨
用
。

屑
も
半
ば
は
質
に
通
用
す
る
が
、
初
学
者
は
細
か
く
分
け
る
の
が
む
づ
か
し
い
の
で
、
質
を
獨
用
さ
せ
る
の
が
比
較

的
妥
当
で
あ
る
。
藥
獨
用
。
陌
錫
通
用
。
職
獨
用
。
緝
獨
用
。
合
葉
洽
通
用
。
こ
れ
は
顧
・
江
・
段
・
苗

の
四
家
の
説
を
ま
じ
え
て
利
用
し
た
。

決
し
て
通
用
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
江
と
陽
、

眞
文
と
庚
靑
蒸
侵
、
庚
靑
と
侵
蒸
、
蒸
と
庚
靑
侵
、
元
寒
删
先
と
覃
鹽
咸
な
ど
で
あ
る
。
こ

の
類
は
、
俗
読
は
近
い
よ
う
だ
が
、
正
音
は
ま
っ
た
く
異
な
る
。
た
と
え
前
人
の
中
に
偶
然
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あ
っ
た
と
し
て
も
、
方
言
音
で
あ
っ
た
り
、
も
と
も
と
韻
で
な
か
っ
た
り
、
錯
誤
で
あ
っ
た

り
し
て
お
り
、
こ
れ
を
口
実
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

も
し
精
通
し
て
乱
れ
な
い
道
理
を
求
め
よ
う
と
思
え
ば
、
通
韻
に
は
半
部
全
部
の
区
別
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
本
の
支
韻
は
、
半
ば
は
微
齊
佳
灰
に
通
用
し
、
半
ば
は
歌
に
通
用

す
る
。

虞
は
半
ば
は
魚
に
通
用
し
、
半
ば
は
尤
に
通
用
す
る
。

元
は
半
ば
は
眞
文
に
通
用
し
、
半
ば
は
寒
删
先
に

通
用
す
る
。

先
は
半
ば
は
眞
文
に
通
用
し
、
半
ば
は
元
寒
删
に
通
用
す
る
。

歌
は
少
半
は
麻
に
通
用
し
、
大
半
は

支
に
通
用
す
る
。

麻
は
少
半
は
歌
に
通
用
し
、
大
半
は
魚
に
通
用
す
る
。

庚
は
半
ば
は
陽
に
通
用
し
、
半
ば
は
靑

に
通
用
し
、
蒸
に
通
用
す
る
も
の
が
数
字
あ
る
。

尤
は
半
ば
は
蕭
肴
豪
に
通
用
し
、
半
ば
は
虞
に
通
用
し
、
數
字
、

支
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

覃
は
半
ば
は
侵
に
通
用
し
、
半
ば
は
鹽
咸
に
通
用
す
る
。

こ
れ
は
経
伝
子
史
の
韻
語
、

唐
以
前
の
詩
文
謠
諺
か
ら
推
測
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
韻
の
一
部
の
中
に
、
古
韻
の
二
部
三

部
が
合
併
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
、
一
韻
の
声
が
す
べ
て
同
じ
類
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
と
え
ば
元
魂
痕
の
三
部
は
、
現
在
で
は
合
併
し
て
十
三
元
と
な
る
。
灰
咍
は
、
現
在
で
は
合
併
し
て
十
灰
と
す
る
。

本
来
の
韻
で
読
め
ば
、
す
で
に
韻
は
合
わ
な
い
の
で
、
元
は
寒
删
先
に
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
魂
痕
は
通
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
は
こ
れ
に
倣
い
な
さ
い
。
も
し
初
学
者
が
ま
だ
『
説
文
』
に
通
じ
ず
、『
廣
韻
』

を
み
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
一
韻
中
の
字
の
う
ち
、
ど
れ
が

某
に
通
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
ど
れ
が
通
用
で
き
な
い
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
よ
う
か
。『
説
文
』『
廣
韻
』、
お
よ
び
顧
・
江
・
段
・
苗
の
書
を
読
め
ば
、
自
然
に
こ
れ
を
は
っ
き
り

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
唐
宋
人
の
集
中
だ
け
か
ら
、
ど
れ
が
通
用
し
ど
れ
が
通
用
し
な
い
か
を
求
め
て
規
準
と

す
る
の
は
、
い
づ
れ
も
根
拠
の
な
い
は
っ
き
り
し
な
い
論
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
一
銖
づ
つ
は
か
り
、
一
寸
づ
つ
は
か

り
、
そ
れ
を
推
し
広
め
て
い
く
と
か
な
ら
ず
誤
差
が
で
て
く
る
」
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
今
日
の
古
体
詩
を
作
る
も
の
の
た
め
に
述
べ
た
。
現
在
の
五
言
古
詩
は
六
朝
以
後
の
詩
体
で
あ

り
、
七
言
古
詩
は
唐
人
の
七
言
歌
行
体
で
あ
る
。
も
し
漢
人
の
五
言
詩
、
古
樂
府
、
古
賦
、
こ
れ
は
著
作

の
古
賦
を
い
う
。
試
験
場
の
古
賦
で
は
な
い
。
擬
騷
、
碑
銘
、
讚
頌
の
類
を
学
ぼ
う
と
思
え
ば
、
さ
ら

に
古
韻
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
古
か
ら
秦
漢
ま
で
の
韻
を
い
う
。『
廣
韻
』
で
も
ま
だ
最

善
で
は
な
く
、
漢
以
前
に
は
韻
書
は
な
い
が
、
韻
の
証
拠
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
さ
き
の
い
わ
ゆ
る
経

伝
子
史
を
取
り
、
推
測
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
部
に
分
か
れ
て
は
い
る
が
、『
廣
韻
』
に
く
ら
べ
て
広
い
。

顧
・
江
・
段
・
苗
の
諸
家
が
す
で
に
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
漢
以
前
の
有
韻

の
文
を
（
普
段
か
ら
）
摸
仿
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
古
韻
を

用
い
て
、
は
じ
め
て
型
に
は
ま
り
、
な
お
か
つ
さ
ら
に
美
麗
高
雅
を
感
じ
る
。
往
々
に
し
て
古
韻
は
部
が
同
じ

で
あ
る
の
に
、
今
読
は
音
が
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
今
日
の
古
体
詩
を
作
る
場
合
も
、
押
韻

し
て
合
わ
な
け
れ
ば
、
や
は
り
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
思
う
に
音
に
は
古
音
・
今
音
が
あ
り
、

古
人
が
こ
れ
を
読
め
ば
も
と
も
と
一
韻
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
詩
歌
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
た
。『
詩
經
』
に
は
当
然
本
音
が
あ
り
、
も
し
古
音
で
読
め
ば
、
お
の
づ
か
ら
ひ
と
つ
の
韻
を
形
成
し
、
無
理
に
韻

に
合
わ
せ
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
叶
韻
の
説
は
梁
の
沈
重
か
ら
始
ま
る
。
現
在
で
は
語
音
が
す
で
に
変

化
し
、
詩
の
格
式
も
異
な
っ
て
い
る
。
も
し
無
理
に
こ
れ
を
用
い
れ
ば
、
ど
う
し
て
調
和
す

る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
い
た
づ
ら
に
世
間
を
驚
か
す
だ
け
で
あ
り
、
み
か
け
は
古
い
こ
と

を
好
む
が
、
実
際
は
通
人
で
は
な
い
。
東
と
江
、
支
と
灰
と
歌
、
魚
と
麻
、
虞
と
尤
、
眞
と
先
、
蕭
と
尤
、

歌
と
麻
、
陽
と
庚
、
侵
と
覃
な
ど
は
、
す
べ
て
古
は
部
は
同
じ
で
あ
る
が
、
現
在
は
音
は
異
な
っ
て
い
る
。

現
在

と
昔
で
は
音
は
変
化
し
、
お
お
む
ね
漢
魏
以
前
は
三
代
と
近
く
、
六
朝
以
後
は
現
在
の
音
と

同
じ
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
が
大
き
な
境
界
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
略
を
言
う
。
さ
ら
に
区
分
す
れ
ば
、
秦

以
前
は
漢
と
同
じ
で
は
な
く
、
初
唐
以
前
は
中
唐
か
ら
現
在
ま
で
と
同
じ
で
は
な
い
。『
經
傳
釋
文
』『
説
文
』『
玉
篇
』

『
廣
韻
』『
漢
書
』『
文
選
』
の
反
切
を
み
れ
ば
、
お
の
づ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
唐
に
官
韻
が
定
ま
っ
て
以
来
、

字
音
は
現
在
に
な
っ
て
も
、
結
局
あ
ま
り
大
き
く
変
化
し
な
か
っ
た
。
清
濁
発
斂
も
わ
づ
か
に
異

な
る
。

古
韻
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
単
に
詞
章
に
使
用
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
小
学
経
学
の
事
で

あ
る
。
古
韻
が
わ
か
れ
ば
古
音
が
わ
か
る
。
古
人
が
い
く
つ
か
の
字
を
連
用
し
て
韻
語
と
し
て
い
る
の
を

み
れ
ば
、（
そ
れ
ら
の
字
は
）
昔
の
読
声
が
近
い
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
や
り
方
で
そ
の
字
の
古
音
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
古
音
が
わ
か
れ
ば
古
義
が
わ
か
る
。
お
お
む
ね
先
秦
で
は
文
字
を
作
製
す
る
に
あ
た

っ
て
、
義
は
声
か
ら
出
て
い
る
。
義
が
声
か
ら
生
じ
た
者
は
十
の
八
九
あ
り
、
仮
借
は
純
粋
に
声
が
同
じ
字

で
あ
る
。
漢
人
が
経
を
訓
詁
す
る
に
あ
た
っ
て
、
声
が
義
を
兼
ね
る
こ
と
が
多
い
。
も
し
音
読
が

某
字
の
声
に
従
え
ば
、
訓
詁
は
か
な
ら
ず
某
字
の
義
に
近
い
。
こ
れ
が
六
書
諧
声
の
本
指
、
漢
学
訓
詁
の

要
訣
で
あ
り
、
韻
書
が
小
学
家
に
列
入
さ
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
で
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あ
る
。『
韻
府
羣
玉
』
な
ど
の
類
は
、
た
だ
こ
れ
を
詩
韻
と
い
う
の
が
よ
く
、
こ
れ
を
類
書
と
い
う
が
、
韻
学
と
は
関

係
な
い
。

音
を
審
ら
か
に
し
韻
を
区
別
す
る
要
点
は
次
の
二
語
に
す
ぎ
な
い
。
一
は
声
類
が
同
じ
字
で

区
別
す
る
。
こ
の
二
韻
三
韻
中
の
字
を
み
れ
ば
、
偏
旁
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
音
が
近
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

通
じ
て
押
韻
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
と
え
ば
東
の
烘
蓬
、
冬
の
供
縫
、
寒
の
檀
殘
、
先
の
羶
箋
な
ど
が
、
い
づ
れ
も

半
体
が
同
じ
類
で
あ
る
の
は
、
思
う
に
古
人
が
こ
の
字
を
作
製
し
た
時
、
そ
の
音
は
偏
旁
に
よ
っ
て
得
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
こ
の
語
〔
聲
類
相
從
ふ
の
字
を
以
て
別
と
爲
す
〕
は
き
わ
め
て
卑
淺
で
あ
る
が
き
わ
め
て
的
確
で
あ
り
、
韻
書
の

お
お
も
と
で
あ
る
。
た
だ
今
韻
は
合
併
混
淆
し
、
通
用
で
き
な
い
半
韻
で
こ
れ
を
切
り
分
け
た
に
す
ぎ
な
い
。

偏
旁

が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
今
読
が
近
く
な
い
も
の
は
、
現
在
と
昔
で
音
が
次
第
に
転
移
し
、
次
第
に
変
化
し
た
か
ら
で
あ

っ
て
、
古
人
は
や
は
り
同
読
同
押
で
あ
る
。
た
と
え
ば
支
の
儀
陂
、
歌
の
俄
波
、
虞
の
愉
樞
、
尤
の
偸
謳
な
ど
は
、
現

在
で
は
声
は
異
な
る
が
、
昔
は
読
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
一
は
経
伝
子
史
の
韻
語
を
証
拠
と
す
る
。

お
お

む
ね
今
韻
は
『
廣
韻
』
よ
り
広
く
、
古
韻
よ
り
狭
い
。
も
し
『
廣
韻
』
か
ら
古
韻
を
求
め
れ

ば
、
分
け
る
必
要
の
な
い
も
の
を
分
け
す
ぎ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
合
併
し
て
は
い
け
な
い
も

の
を
合
併
し
す
ぎ
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
数
韻
が
実
は
一
類
で
あ
る
も
の
は
あ
る
が
、
一
韻
で
あ
る
の

に
隔
て
た
類
を
ま
じ
え
る
も
の
は
な
い
。
も
し
今
韻
か
ら
古
韻
を
求
め
れ
ば
、
通
用
で
き
る
も
の
が

あ
り
、
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
東
江
寒
删
な
ど
は
、
古
音
は
も
と
も
と
通
用
す
る
。
支

部
・
虞
部
・
灰
部
・
先
部
な
ど
は
、
同
じ
韻
中
の
字
を
、
古
人
は
二
韻
三
韻
に
分
け
、
同
じ
類
の
も
の
と
し
て
読
ま
な

か
っ
た
。『
廣
韻
』
を
見
な
け
れ
ば
、
古
韻
を
講
ず
る
す
べ
が
な
い
。
古
韻
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

『
詩
經
』、『
易
象
』、
先
秦
両
漢
の
書
を
読
む
こ
と
は
で
き
な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
韻
補
五
卷
。
宋
呉
棫
。

連
筠
簃
叢
書
校
本
。

・
廣
韻
五
卷
。
隋
陸
法
言
切
韻
元
本
、
唐
孫
愐
、
宋
陳
彭
年
等
重
修
。

澤
存
堂
本
、
鄧
顯
鶴
重

刻
張
本
、
曹
寅
楝
亭
五
種
本
、
又
明
經
廠
大
字
本
、
小
學
彙
函
重
刻
張
本
、
明
本
兩
本
、
張
本

較
勝
。

・
集
韻
十
卷
。
宋
丁
度
等
。

楝
亭
五
種
本
、
姚
氏
咫
進
齋
本
。

・
五
音
集
韻
十
五
卷
。
金
韓
道
昭
。

明
刻
本
。

・
音
學
五
書
。
顧
炎
武
。

・
古
韻
標
準
四
卷
、
四
聲
切
韻
表
一
卷
。
江
永
。

貸
園
叢
書
本
、
粤
雅
堂
本
、
守
山
閣
本
。

・
六
書
音
韻
表
五
卷
。
段
玉
裁
。

附
段
注
説
文
後
。
互
見
。

・
説
文
聲
讀
表
七
卷
。
苗
虁
。

自
刻
本
。

別
有
説
文
聲
讀
考
、
未
刊
。

・
十
駕
齋
養
新
錄
二
十
卷
、
餘
錄
三
卷
。
錢
大
昕
。

潛
研
堂
本
抽
印
單
行
、
阮
刻
本
無

餘
錄
。

・
說
文
解
字
十
五
卷
。
漢
許
愼
。

宋
徐
鉉
校
定
附
字
。

平
津
館
小
字
本
、
小
學
彙
函
重
刻
孫

本
、
汲
古
閣
五
次
剜
改
大
字
本
、
朱
校
大
字
本
卽
毛
本
、
藤
花
榭
額
氏
刻
中
字
本
、
廣
州
新
刻

陳
昌
治
編
錄
一
篆
一
行
本
、
蘇
州
浦
氏
重
刻
孫
本
。

孫
本
最
善
、
陳
本
最
便
。

・
經
典
釋
文
三
十
卷
，
考
證
三
十
卷
。
唐
陸
德
明
釋
文
、
盧
文
弨
考
證
。

抱
經
堂
本
、
武
昌
局

翻
本
、
成
都
局
翻
本
附
孟
子
音
義
、
通
志
堂
本
未
善
。

・
玉
篇
三
十
卷
。
梁
顧
野
王
元
本
。

唐
孫
強
增
字
、
宋
陳
彭
年
等
重
修
。

澤
存
堂
本
、
小
學

彙
函
重
刻
張
本
、
鄧
顯
鶴
重
刻
張
本
附
札
記
、
楝
亭
五
種
本
、
又
明
經
廠
大
字
本
。

・
漢
書
一
百
二
十
卷
。
唐
顏
師
古
注
。

卽
宋
慶
元
附
三
劉
刊
誤
、
宋
祁
校
語
本
。
明
監
本
、
汲

古
本
、
掃
葉
本
無
校
語
。

・
文
選
李
善
注
六
十
卷
、
附
考
異
十
卷
。
胡
克
家
仿
宋
本
、
武
昌
局
翻
本
、
廣
州
翻
本
。
葉
氏
海

錄
軒
評
注
本
六
十
卷
、
亦
佳
、
汲
古
閣
本
較
可
。

―
―
４
―
―

忌
體
製
雜
糅
。

古
藻
時
調
、
羼
列
同
篇
、
法
語
情
言
、
合
居
一
簡
、
是
爲
出
言
無
章
。

【
書
き
下
し
】

體
製
雜
糅
を
忌
む
。

古
藻
時
調
を
同
篇
に
羼
列
し
、
法
語
情
言
を
一
簡
に
合
居
す
る
は
、
是
れ
言
を
出
だ
し
て
章

せ
ん
れ
つ

無
し
と
爲
す
。
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【
註
】

○
言
を
出
だ
し
て
章
無
し

『
詩
經
』
小
雅
・
都
人
士
の
「
出
言
有
章
」
を
も
じ
っ
た
語
。

【
通
釈
】

体
製
が
い
り
み
だ
れ
る
の
を
忌
む
。

古
い
言
葉
と
は
や
り
の
調
子
を
同
じ
篇
に
羅
列
し
、
硬
い
言
葉
と
柔
ら
か
い
言
葉
を
ひ
と
つ

の
簡
牘
に
お
く
の
は
、
言
葉
に
秩
序
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

―
―
５
―
―

忌
好
歩
韻
。
①

宋
人
此
風
最
盛
、
今
人
亦
然
。
此
作
韻
、
非
作
詩
也
。
卽
使
名
家
爲
之
、
亦
無
好
詩
。
止
有
一

用
。
試
場
限
此
體
。
可
以
覘
腹
笥
心
思
、
避
襲
舊
耳
。

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
條
な
し
。

【
書
き
下
し
】

好
ん
で
歩
韻
す
る
を
忌
む
。

宋
人
、
此
の
風
最
も
盛
ん
に
し
て
、
今
人
も
亦
然
り
。
此
は
韻
を
作
る
に
し
て
、
詩
を
作
る

に
非
ざ
る
な
り
。
卽
ひ
名
家
を
し
て
之
を
爲
さ
し
む
る
も
、
亦
好
詩
無
し
。
止
だ
一
用
有
り
。
試

た
と

場
は
此
の
體
に
限
る
。
以
て
腹
笥
心
思
を
覘
ひ
て
、
舊
を
襲
ふ
を
避
く
可
き
の
み
。

う
か
が

お
そ

【
註
】

○
歩
韻

他
人
の
詩
の
韻
を
用
い
て
唱
和
し
て
詩
を
作
る
こ
と
を
い
う
。
和
韻
に
同
じ
。
依
韻
・

用
韻
・
次
韻
の
三
種
が
あ
る
。

【
通
釈
】

好
ん
で
歩
韻
す
る
の
を
忌
む
。

こ
の
風
潮
は
宋
人
が
も
っ
と
も
盛
ん
で
あ
り
、
現
在
の
人
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
韻
を
作

る
こ
と
で
あ
り
、
詩
を
作
る
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
名
家
に
こ
れ
を
作
ら
せ
た
と
し
て
も
、

す
ぐ
れ
た
詩
は
な
い
。
た
だ
ひ
と
つ
功
用
が
あ
る
。
試
験
場
は
こ
の
詩
体
に
限
る
。
腹
の
中
の
お
も
い
を
う
か

が
い
見
て
、
過
去
を
踏
襲
す
る
の
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

―
―
６
―
―

忌
多
用
宋
以
後
事
、
宋
以
後
語
。

此
自
修
辭
要
訣
。
何
大
復
諸
人
持
此
説
。
後
人
誚
之
、
非
也
。
論
史
事
者
不
與
。

【
書
き
下
し
】

多
く
宋
以
後
の
事
、
宋
以
後
の
語
を
用
ふ
る
を
忌
む
。

此
れ
自
ら
修
辭
の
要
訣
な
り
。
何
大
復
の
諸
人
、
此
の
説
を
持
す
。
後
人
、
之
を
誚
る
は
非

そ
し

な
り
。
史
事
を
論
ず
る
者
は
與
か
ら
ず
。

あ
づ

【
註
】

○
何
大
復

何
景
明
、
字
は
仲
黙
、
号
は
大
復
。
信
陽
の
人
。

【
通
釈
】

宋
以
後
の
事
、
宋
以
後
の
語
を
た
く
さ
ん
使
用
す
る
の
を
忌
む
。

こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
修
辞
の
要
訣
で
あ
る
。
何
大
復
〔
何
景
明
〕
の
諸
人
が
こ
の
説
を
主
張
す

る
。
後
人
が
こ
れ
を
そ
し
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
史
事
を
議
論
す
る
も
の
は
関
係
な
い
。

【
書
目
答
問
】
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・
大
復
集
三
十
八
卷
。
明
何
景
明
。

河
南
重
刻
本
。

―
―
７
―
―

忌
以
俗
爲
眞
、
以
粗
爲
豪
。

俗
乃
偏
主
性
靈
之
流
弊
。
粗
乃
好
使
議
論
之
流
弊
。
下
一
病
、
蜀
中
詩
派
、
似
渉
此
風
、
試
檢
點
之
。

【
書
き
下
し
】

俗
を
以
て
眞
と
爲
し
、
粗
を
以
て
豪
と
爲
す
を
忌
む
。

俗
は
乃
ち
偏
く
性
靈
を
主
と
す
る
の
流
弊
な
り
。
粗
は
乃
ち
好
ん
で
議
論
せ
し
む
る
の
流

あ
ま
ね

弊
な
り
。
下
の
一
病
は
蜀
中
の
詩
派
、
此
の
風
に
渉
る
に
似
た
り
、
試
み
に
之
を
檢
點
せ
よ
。

【
註
】

○
全
集
本
は
「
忌
以
粗
獷
語
、
貌
爲
雄
肆
。

宋
以
後
多
此
病
、
近
人
尤
甚
。
蜀
中
詩
派
、
似
渉

此
風
。
試
檢
點
之
」
に
作
る
。

【
通
釈
】

俗
を
真
理
と
し
、
粗
を
豪
壮
と
す
る
の
を
忌
む
。

俗
は
性
霊
だ
け
を
主
と
す
る
弊
害
で
あ
る
。
粗
は
好
ん
で
議
論
さ
せ
る
弊
害
で
あ
る
。
下
の
弊

害
は
、
蜀
中
の
詩
派
が
こ
の
風
潮
に
染
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
、
自
分
で
検
証
し
て
み
な
さ
い
。

―
―
８
―
―

忌
狎
褻
、
亦
忌
迂
腐
。
①

一
爲
玉
臺
之
流
失
、
一
爲
撃
壤
之
頽
波
。
左
右
佩
劍
、
其
失
相
等
。

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
こ
の
條
な
し
。

【
書
き
下
し
】

狎
褻
を
忌
み
、
亦
迂
腐
を
忌
む
。

か
ふ
せ
つ

う

ふ

一
は
『
玉
臺
』
の
流
失
と
爲
し
、
一
は
『
撃
壤
』
の
頽
波
と
爲
す
。
左
右
に
劍
を
佩
ぶ
、
其

の
失
相
等
し
。

【
通
釈
】

放
蕩
で
あ
る
こ
と
を
忌
み
、
迂
遠
で
あ
る
こ
と
を
忌
む
。

ひ
と
つ
は
『
玉
臺
新
詠
』
か
ら
流
れ
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
『
撃
壤
集
』
か
ら
衰

え
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
左
右
に
剣
を
佩
び
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
欠
点
は

等
し
い
。

【
書
目
答
問
】

・
玉
臺
新
詠
十
卷
。
明
趙
氏
寒
山
堂
仿
宋
刻
小
字
本
、
康
煕
甲
午
馮
氏
刻
大
字
評
點
本
。

・
玉
臺
新
詠
考
異
十
卷
。
紀
容
舒
。

―
―
９
―
―

忌
纖
巧
。

製
題
猥
瑣
、
屬
詞
尖
碎
、
爲
纖
、
對
仗
假
借
、
比
附
細
密
、
爲
巧
。
皆
非
大
方
所
有
。
如
離
合

格
、
囘
文
體
、
全
平
全
仄
、
人
名
藥
名
之
類
、
尤
爲
惡
道
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
「
如
離
合
格
、
回
文
體
、
全
平
全
仄
、
人
名
藥
名
之
類
、
尤
爲
惡
道
」
の
小
注
な

し
。

【
書
き
下
し
】
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纎
巧
を
忌
む
。

せ
ん
か
う製

題
猥
瑣
、
屬
詞
尖
碎
を
纎
と
爲
し
、
對
杖
假
借
、
比
附
細
密
を
巧
と
爲
す
。
皆
大
方
の
有

わ
い

さ

す
る
所
に
非
ず
。
離
合
格
、
囘
文
體
、
全
平
全
仄
、
人
名
藥
名
の
如
き
の
類
、
尤
も
惡
道
と
爲
す
。

【
通
釈
】

纎
巧
を
忌
む
。

製
題
が
繁
瑣
で
下
品
で
あ
り
、
文
章
が
尖
鋭
で
く
ど
い
こ
と
が
「
纎
」
で
あ
り
、
対
偶
が
か

り
も
の
で
、
付
会
が
緻
密
で
あ
る
こ
と
が
「
巧
」
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
有
識
者
が
有
す
る
も

の
で
は
な
い
。
離
合
格
、
回
文
体
、
全
平
全
仄
、
人
名
薬
名
な
ど
の
類
は
と
り
わ
け
ま
ち
が
っ
た
道
で
あ
る
。

―
―
１
０
―
―

忌
險
怪
苦
歰
。

李
昌
谷
詩
、
乃
零
句
湊
合
者
。
賈
長
江
詩
、
乃
散
聯
足
成
者
。
其
去
詩
教
遠
矣
。
古
來
大
家
、

無
此
作
法
。
其
險
怪
不
平
易
、
苦
歰
不
條
達
、
正
其
才
短
、
非
其
格
高
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
李
昌
谷
詩
、
乃
零
句
湊
合
者
、
見
之
本
傳
。
賈
長
江
詩
、
乃
散
聯
足
成
者
、
見
之

唐
詩
紀
事
。
豈
特
去
詩
教
太
遠
。
古
來
大
家
、
直
無
此
作
法
。
其
險
怪
不
平
易
、
苦
歰
不
條
達
、

正
其
才
短
、
非
其
格
高
也
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

險
怪
苦
歰
を
忌
む
。

け
ん
く
わ
い

く

じ
ふ

李
昌
谷
の
詩
は
乃
ち
零
句
湊
合
せ
る
者
な
り
。
賈
長
江
の
詩
は
乃
ち
散
聯
足
成
せ
る
者
な
り
。

其
の
、『
詩
』
の
教
へ
を
去
る
こ
と
遠
し
。
古
來
の
大
家
に
、
此
の
作
法
無
し
。
其
の
險
怪
に
し
て
平

易
な
ら
ず
、
苦
歰
に
し
て
條
達
な
ら
ざ
る
は
、
正
に
其
の
才
短
に
し
て
、
其
の
格
高
き
に
非

ざ
れ
ば
な
り
。

【
通
釈
】

奇
怪
で
わ
か
り
に
く
い
こ
と
を
忌
む
。

李
昌
谷
〔
李
賀
〕
の
詩
は
断
片
的
な
句
を
寄
せ
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
賈
長
江
〔
賈
島
〕
の

詩
は
散
聯
を
補
っ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
も
『
詩
』
の
教
え
を
遠
く
逸
脱
し
て
い

る
。
古
来
の
大
家
に
は
こ
の
よ
う
な
作
法
は
な
い
。
彼
ら
が
奇
怪
で
お
だ
や
か
で
な
く
、
わ
か
り
に
く

く
の
び
や
か
で
は
な
い
の
は
、
ま
さ
し
く
才
能
が
不
充
分
で
あ
り
、
格
調
が
高
く
な
い
か
ら

で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
李
長
吉
歌
詩
四
卷
、
外
集
一
卷
。
唐
李
賀
。

王
琦
彙
解
。

通
行
本
。

・
長
江
集
十
卷
、
附
録
一
卷
。
唐
賈
島
。

席
氏
本
、
汲
古
閣
本
。

―
―
１
１
―
―

忌
陳
熟
落
套
。

古
人
名
手
、
毎
傷
生
硬
。
今
世
當
家
、
但
患
陳
熟
耳
。
生
硬
猶
愈
於
陳
熟
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

陳
熟
落
套
を
忌
む
。

ら
く
た
う

古
人
の
名
手
は
毎
に
生
硬
に
傷
つ
く
。
今
世
の
當
家
は
但
だ
陳
熟
を
患
ふ
る
の
み
。
生
硬
は
猶

つ
ね

ほ
陳
熟
に
愈
る
。

ま
さ

【
通
釈
】
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陳
腐
で
月
並
み
で
あ
る
こ
と
を
忌
む
。

古
人
の
名
手
は
つ
ね
に
未
熟
で
あ
る
こ
と
を
気
に
か
け
る
。
当
代
の
専
門
家
は
た
だ
陳
腐
で

あ
る
こ
と
を
う
れ
う
だ
け
で
あ
る
。
未
熟
は
陳
腐
に
ま
さ
る
。

―
―
１
２
―
―

忌
貌
襲
古
而
無
意
。

體
製
必
當
學
古
、
惟
在
有
意
耳
。
明
鍾
譚
詆
七
子
、
近
人
主
性
靈
、
變
本
加
厲
、
尤
非
。
性

靈
斷
不
可
少
、
但
須
出
以
雅
飭
藴
藉
耳
。
①

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

貌
、
古
を
襲
ふ
も
意
無
き
を
忌
む
。

お
そ

體
製
は
必
ず
當
に
古
を
學
ぶ
べ
き
も
、
惟
だ
意
有
る
に
在
る
の
み
。
明
の
鍾
・
譚
、
七
子
を
詆そ

し

り
、
近
人
、
性
靈
を
主
と
し
、
本
を
變
じ
厲
を
加
ふ
る
は
、
尤
も
非
な
り
。
性
靈
は
斷
じ
て
少
く

れ
い

か

可
か
ら
ず
、
但
だ
須
く
出
だ
す
に
雅
飭
藴
藉
を
以
て
す
る
の
み
。

が

ち
よ
く
う
ん
し
や

【
註
】

○
明
の
鍾
・
譚
、
七
子
を
詆
る

鍾
は
鍾
惺
、
字
は
伯
敬
、
号
は
退
谷
。
譚
は
譚
元
春
、
字
は
友

夏
。
い
づ
れ
も
竟
陵
の
人
で
、
と
も
に
『
唐
詩
歸
』『
古
詩
歸
』
を
評
選
し
、
竟
陵
派
と
称
さ
れ

る
。
王
世
貞
・
李
樊
竜
ら
、
後
七
子
の
擬
古
派
を
批
判
し
た
。

○
近
人
、
性
靈
を
主
と
す

明
の
公
安
派
が
、
詩
は
性
霊
の
発
露
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
し
た
こ

と
を
い
う
。

【
通
釈
】

見
か
け
は
古
い
こ
と
を
踏
襲
す
る
が
、
意
味
が
備
わ
っ
て
い
な
い
の
を
忌
む
。

体
製
は
か
な
ら
ず
古
い
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
意
味
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と

に
か
か
っ
て
い
る
。
明
の
鍾
惺
・
譚
元
春
が
七
子
を
そ
し
り
、
近
人
が
性
霊
を
主
と
し
、
根

本
を
変
化
し
彫
琢
を
加
え
る
の
は
、
と
り
わ
け
間
違
い
で
あ
る
。
性
靈
は
決
し
て
欠
い
て
は
な
ら
な

い
が
、
優
雅
さ
や
含
蓄
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
唐
宋
十
大
家
文
集
五
十
一
卷
。
儲
欣
編
。

八
家
外
、
増
李
翺
、
孫
樵
。

明
茅
坤
八
大
家
文

鈔
、
鍾
惺
八
大
家
文
選
、
旨
趣
略
同
。

―
―
１
３
―
―

忌
自
譽
譽
人
。
①

如
酬
應
詩
、
譽
公
卿
必
曰
韓
范
、
守
令
必
曰
龔
黄
、
將
帥
必
曰
衞
霍
、
詩
則
李
杜
、
文
則
韓

蘇
之
類
、
受
者
滋
愧
、
作
者
失
言
。
至
於
述
懷
自
敘
、
藉
口
杜
詩
自
比
稷
契
之
語
、
信
口
夸

誕
、
尤
爲
惡
習
。

五
古
忌
散
緩
垛
積
。
七
古
忌
空
廓
平
直
。
五
七
律
忌
枝
節
飣
餖
。
絶
句
忌
剽
滑
。
各
體
之
通

忌
曰
、
言
外
無
餘
味
。

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
忌
大
言
不
慚
。

詩
家
毎
多
越
分
自
贊
之
語
、
視
爲
成
例
、
殊
可
哂
也
。
五
古
忌

散
緩
垛
積
。
七
古
忌
空
廓
平
直
。
五
七
律
忌
枝
節
飣
餖
。
絶
句
忌
剽
滑
。
各
體
之
通
忌
曰
、
言

外
無
餘
味
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

自
ら
譽
め
、
人
を
譽
む
る
を
忌
む
。

酬
應
詩
に
、
公
卿
を
譽
む
る
に
必
ず
韓
・
范
と
曰
ひ
、
守
令
に
必
ず
龔
・
黄
と
曰
ひ
、
將
帥

し
や
う
す
い
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に
必
ず
衞
・
霍
と
曰
ひ
、
詩
は
則
ち
李
・
杜
、
文
は
則
ち
韓
・
蘇
の
如
き
の
類
、
受
く
る
者
滋い

よ

い
よ
愧
ぢ
、
作
る
者
言
を
失
ふ
。
述
懷
自
敘
に
、
口
を
杜
詩
の
「
自
ら
稷
契
に
比
す
」
の

は

み
づ
か

し
よ
く
け
い

語
に
藉
り
、
口
に
信
せ
て
夸
誕
す
る
に
至
り
て
は
、
尤
も
惡
習
と
爲
す
。

か

ま
か

こ

た
ん

五
古
は
散
緩
垛
積
を
忌
む
。
七
古
は
空
廓
平
直
を
忌
む
。
五
七
律
は
枝
節
飣
餖
を
忌
む
。
絶

て
い
と
う

句
は
剽
滑
を
忌
む
。
各
體
の
通
忌
に
曰
く
、
言
外
に
餘
味
無
し
と
。

へ
う
か
つ

【
註
】

○
口
を
杜
詩
の
「
自
ら
稷
契
に
比
す
」
の
語
に
藉
る

杜
甫
の
「
自
京
赴
奉
先
縣
詠
懷
五
百
字
」

に
、

杜
陵
に
布
衣
有
り
、
老
大
に
し
て
意
轉
た
拙
な
り
。
身
を
許
す
こ
と
一
に
何
ぞ
愚
な
る
、
竊

う
た

ひ
そ

か
に
稷
と
契
と
に
比
す
。（
杜
陵
有
布
衣
、
老
大
意
轉
拙
。
許
身
一
何
愚
、
竊
比
稷
與
契
）

と
あ
る
。「
稷
契
」
は
唐
虞
の
時
の
ふ
た
り
の
名
臣
で
あ
る
稷
と
契
を
指
す
。

【
通
釈
】

自
分
を
誉
め
、
人
を
誉
め
る
の
を
忌
む
。

酬
応
詩
で
、
公
卿
を
誉
め
る
場
合
に
か
な
ら
ず
韓
琦
・
范
仲
淹
（
の
よ
う
な
人
物
だ
）
と
い

い
、
守
令
を
誉
め
る
場
合
に
か
な
ら
ず
龔
遂
・
黄
霸
（
の
よ
う
な
人
物
だ
）
と
い
い
、
將
帥

を
誉
め
る
場
合
に
か
な
ら
ず
衞
靑
・
霍
去
病
（
の
よ
う
な
人
物
だ
）
と
い
い
、
詩
は
李
白
・

杜
甫
（
に
匹
敵
す
る
と
誉
め
）、
文
は
韓
愈
・
蘇
軾
（
に
匹
敵
す
る
と
誉
め
る
）
と
い
う
よ

う
な
類
は
、
受
け
る
も
の
ま
す
ま
す
愧
ぢ
い
り
、
作
る
も
の
は(

心
に
も
な
い
こ
と
な
の
で)

な
に
を
言
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
述
懷
自
敘
に
、
杜
甫
の
詩
の
「
自
ら
を
稷
契
に

比
肩
す
る
」
と
い
う
語
が
あ
る
こ
と
を
口
実
に
し
て
、
口
か
ら
で
ま
か
せ
に
自
慢
す
る
の
は

と
り
わ
け
悪
習
で
あ
る
。

五
言
古
詩
は
平
淡
で
積
み
重
ね
る
こ
と
を
忌
む
。
七
言
古
詩
は
表
面
的
で
わ
か
り
や
す
い
こ

と
を
忌
む
。
五
言
七
言
律
詩
は
微
細
で
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
忌
む
。
絶
句
は
軽
薄
で
狡
猾

で
あ
る
こ
と
を
忌
む
。
各
体
に
共
通
し
た
禁
忌
は
、
言
外
に
余
韻
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
杜
詩
詳
注
二
十
五
卷
、
附
編
二
卷
。
唐
杜
甫
。

仇
兆
鼈
注
。

通
行
本
。

・
杜
詩
鏡
銓
二
十
卷
。
楊
倫
注
。
杜
文
注
解
二
卷
。
張
溍
注
。

成
都
合
刻
本
。

杜
詩
注
本
太

多
、
仇
、
楊
爲
勝
。

一
、
古
文
駢
體
文
。
散
文
忌
多
虚
字
、
忌
多
長
句
、
忌
一
定
閒
架
、
忌
首
段
裝
冒
子
、
忌
腐
語
。
駢
文
、
忌
合
掌
、
忌

碎
狹
浮
豔
語
、
忌
太
熟
、
尤
忌
太
生
、
忌
輕
剽
、
亦
忌
鬱
石
。
駢
散
通
忌
曰
、
時
文
調
。
①

試
場
策
論
用
散
文
。
今
通
謂
之
古
文
。
對
策
閒
有
用
駢
文
者
、
但
不
常
有
、
惟
詞
館
應
奉
文
字

用
之
耳
。
然
駢
散
兩
體
、
不
能
離
析
、
今
爲
倂
説
之
。
周
秦
以
至
六
朝
、
文
章
無
駢
散
之
別
②
。

中
唐
迄
今
、
分
爲
兩
體
、
各
爲
專
家
之
長
。
然
其
實
一
也
。
義
例
繁
多
、
殊
難
備
舉
。
試
言
其

畧
。
古
文
之
要
曰
實
、
駢
文
之
要
曰
雅
。
實
由
於
有
事
、
雅
由
於
有
理
。
散
文
多
虚
字
、
故
尤

患
事
不
足
。
駢
文
多
詞
華
、
故
尤
患
理
不
足
。
各
免
偏
枯
、
斯
爲
盡
美
。
更
有
扼
要
一
義
。
曰
、

不
能
爲
古
文
者
、
其
駢
文
可
知
、
不
能
爲
駢
文
者
、
其
古
文
亦
可
知
。
國
朝
古
文
專
家
、
倡
於

方
苞
、
姚
鼐
、
名
曰
桐
城
派
。
雖
亦
云
學
史
漢
昌
黎
、
③

實
則
遠
宗
歐
曾
、
近
法
震
川
。
雖
未
必
盡
古
文
之

變
、
然
初
學
者
由
此
入
手
、
甚
好
。
侯
派
近
小
説
、
魏
派
近
時
文
、
未
盡
善
。
④

近
人
刻
〔
有
〕
⑤
歸

方
評
點
史
記
、
可
看
。
先
求
法
度
可
觀
、
再
議
神
明
變
化
。
亦
猶
書
家
九
宮
法
也
。
國
朝
講
駢
文
者
、
名
家

如
林
。
雖
無
標
目
宗
派
、
大
要
最
高
者
、
多
學
晉
宋
體
。
此
派
較
齊
梁
派
唐
派
宋
派
爲
勝
、
爲

其
樸
雅
遒
逸
耳
。
取
明
王
志
堅
四
六
法
海
、
國
朝
李
兆
洛
駢
體
文
鈔
、
曾
燠
選
駢
體
正
宗
讀
之
、

可
知
駢
文
指
歸
。
總
之
、
文
學
兩
字
、
從
古
相
因
、
欲
期
文
工
、
先
求
學
博
。
空
疏
淺
陋
、
嘔

心
鑽
紙
、
無
益
也
。
國
朝
汪
中
、
張
惠
言
、
阮
元
、
董
士
錫
諸
家
、
合
駢
散
爲
一
體
、
實
爲
高
義
雅
言
。
⑥

梁
劉
勰
文
心
雕
龍
、
操
觚
家
之
圭
槷
也
、
必
應
討
究
。

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

②
全
集
本
は
「
文
章
無
駢
散
之
別
」
を
「
文
字
無
駢
散
之
別
」
に
作
る
。
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③
全
集
本
は
こ
の
下
に
「
介
甫
」
の
二
字
あ
り
。

④
全
集
本
は
「
侯
派
近
小
説
。
魏
派
近
時
文
。
未
盡
善
」
を
「
侯
魏
兩
派
未
善
」
に
作
る
。

⑤
全
集
本
に
従
っ
て
、「
有
」
字
を
補
う
。

⑥
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

一
、
古
文
、
駢
體
文
。
散
文
は
虚
字
多
き
を
忌
み
、
長
句
多
き
を
忌
み
、
一
定
の
閒
架
を
忌
み
、
首
段
に
冒
子
を
裝
す

る
を
忌
み
、
腐
語
を
忌
む
。
駢
文
は
合
掌
を
忌
み
、
碎
狹
浮
豔
の
語
を
忌
み
、
太
熟
を
忌
み
、
尤
も
太
生
を
忌
み
、
輕
剽

さ
い
け
ふ

ふ

え
ん

を
忌
み
、
亦
鬱
石
を
忌
む
。
駢
散
の
通
忌
に
曰
く
、
時
文
調
と
。

試
場
の
策
論
に
は
散
文
を
用
ふ
。
今
通
じ
て
之
を
古
文
と
謂
ふ
。
對
策
に
閒
ま
駢
文
を
用
ふ
る

ま

者
有
る
も
、
但
だ
常
に
は
有
ら
ず
、
惟
だ
詞
館
の
應
奉
の
文
字
に
之
を
用
ふ
る
の
み
。
然
れ
ど

も
駢
散
の
兩
體
は
、
離
析
す
る
能
は
ず
、
今
爲
に
倂
せ
て
之
を
説
く
。
周
秦
よ
り
以
て
六
朝
に

た
め

至
る
ま
で
、
文
章
に
駢
散
の
別
無
し
。
中
唐
よ
り
今
に
迄
ぶ
ま
で
、
分
ち
て
兩
體
と
爲
り
、
各

お
よ

お
の
專
家
の
長
を
爲
す
。
然
れ
ど
も
其
の
實
一
な
り
。
義
例
繁
多
に
し
て
、
殊
に
備
舉
し
難
し
。

試
み
に
其
の
畧
を
言
は
ん
。
古
文
の
要
に
曰
く
、
實
と
。
駢
文
の
要
に
曰
く
、
雅
と
。
實
は
事

有
る
に
由
り
、
雅
は
理
有
る
に
由
る
。
散
文
は
虚
字
多
き
が
故
に
、
尤
も
事
の
足
ら
ざ
る
を
患

ふ
。
駢
文
は
詞
華
多
き
が
故
に
、
尤
も
理
の
足
ら
ざ
る
を
患
ふ
。
各
お
の
偏
枯
を
免
る
る
、
斯

し

く
わ

こ
れ

を
美
を
盡
す
と
爲
す
。
更
に
扼
要
の
一
義
有
り
。
曰
く
、
古
文
を
爲
る
能
は
ざ
る
者
は
、
其
の

や
く
え
う

つ
く

駢
文
知
る
可
し
、
駢
文
を
爲
る
能
は
ざ
る
者
は
、
其
の
古
文
も
亦
知
る
可
し
、
と
。
國
朝
の
古

文
の
專
家
は
、
方
苞
、
姚
鼐
を
倡
し
、
名
づ
け
て
桐
城
派
と
曰
ふ
。
亦
『
史
』、『
漢
』、
昌
黎
を
學
ぶ
と
云

ふ
と
雖
も
、
實
は
則
ち
遠
き
は
歐
・
曾
を
宗
と
し
、
近
き
は
震
川
に
法
る
。
未
だ
必
ず
し
も
古
文
の
變
を
盡
さ

の
つ
と

ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
初
學
者
は
此
れ
よ
り
入
手
す
れ
ば
、
甚
だ
好
し
。
侯
派
は
小
説
に
近
く
、
魏

派
は
時
文
に
近
く
、
未
だ
善
を
盡
さ
ず
。
近
人
の
刻
に
『
歸
方
評
點
史
記
』
有
り
、
看
る
可
し
。
先
づ
法

度
の
觀
る
可
き
を
求
め
、
再
び
神
明
變
化
を
議
す
。
亦
猶
ほ
書
家
の
九
宮
法
の
ご
と
き
な
り
。
國
朝
の
、
駢
文
を
講

ず
る
者
は
、
名
家
林
の
如
し
。
宗
派
を
標
目
す
る
無
し
と
雖
も
、
大
要
最
高
な
る
者
は
、
多
く

晉
宋
體
を
學
ぶ
。
此
の
派
、
齊
梁
派
・
唐
派
・
宋
派
に
較
べ
て
勝
れ
る
と
爲
す
は
、
其
の
樸
雅

ぼ
く

が

遒
逸
な
る
が
爲
の
み
。
明
の
王
志
堅
『
四
六
法
海
』、
國
朝
の
李
兆
洛
『
駢
體
文
鈔
』、
曾
燠
選

し
う
い
つ

た
め

『
駢
體
正
宗
』
を
取
り
て
之
を
讀
め
ば
、
駢
文
の
指
歸
を
知
る
可
し
。
之
を
總
す
る
に
、
文
學

の
兩
字
は
、
古
よ
り
相
因
り
、
文
工
な
る
を
期
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
づ
學
の
博
き
を
求
む
。

た
く
み

空
疏
淺
陋
な
る
も
、
心
を
嘔
し
て
紙
に
鑽
す
る
は
益
無
き
な
り
。
國
朝
の
汪
中
、
張
惠
言
、
阮
元
、
董
士

お
う

さ
ん

錫
の
諸
家
は
、
駢
散
を
合
し
て
一
體
と
爲
し
、
實
に
高
義
雅
言
と
爲
す
。

梁
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
は
操
觚
家
の
圭
槷
な
り
、
必
ず
應
に
討
究
す
べ
し
。

さ
う

こ

か

け
い
げ
つ

【
註
】

○
冒
子

八
股
文
で
、
破
題
、
承
題
、
起
講
の
三
つ
の
部
分
を
総
称
し
て
「
冒
子
」
と
い
う
。

○
斯
を
美
を
盡
す
と
爲
す

『
論
語
』
八
佾
に
、

子
、
韶
を
謂
ふ
、
美
を
盡
く
せ
り
、
又
善
を
盡
く
せ
り
。
武
を
謂
ふ
、
美
を
盡
く
せ
り
、

未
だ
善
を
盡
く
さ
ず
。（
子
謂
韶
、
盡
美
矣
、
又
盡
善
也
。
謂
武
、
盡
美
矣
、
未
盡
善
也
）

と
あ
る
。

○
桐
城
派

安
徽
省
桐
城
出
身
の
方
苞
が
提
唱
し
、
同
県
出
身
の
劉
大
櫆
・
姚
鼐
と
継
承
さ
れ
た

散
文
の
一
派
。

○
侯
派
は
小
説
に
近
く
、
魏
派
は
時
文
に
近
し

侯
派
は
侯
方
域
の
一
派
、
魏
派
は
魏
禧
の
一
派

を
い
う
。
侯
方
域
、
魏
禧
、
汪
琬
は
清
初
に
お
け
る
古
文
の
三
大
家
と
称
さ
れ
た
。

○
九
宮
法

一
字
を
「
井
」
形
に
九
分
割
し
て
九
格
と
し
、
臨
書
に
際
し
て
点
画
の
位
置
を
掌
握

し
や
す
く
し
た
も
の
。

【
通
釈
】

一
、
古
文
、
駢
体
文
。
散
文
は
虚
字
が
多
い
の
を
忌
み
、
長
句
が
多
い
の
を
忌
み
、
一
定
の
結
構
を
忌
み
、
首
段
に
冒

子
を
置
く
の
を
忌
み
、
陳
腐
な
語
を
忌
む
。
駢
文
は
合
掌
を
忌
み
、
繁
雑
で
深
み
の
な
い
語
を
忌
み
、
熟
し
す
ぎ
る
の
を

忌
み
、
と
り
わ
け
未
熟
す
ぎ
る
の
を
忌
み
、
軽
々
し
い
こ
と
を
忌
み
、
や
は
り
鬱
石
（
？
）
を
忌
む
。
駢
文
・
散
文
を
通

じ
て
の
禁
忌
は
、
時
文
調
で
あ
る
。

試
験
場
の
策
や
論
に
は
散
文
を
用
い
る
。
現
在
で
は
通
じ
て
古
文
と
い
う
。
対
策
に
ま
ま
駢
文
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を
用
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
常
時
あ
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
詞
館
の
応
奉
の
文
章
に
し
か
用

い
な
い
。
し
か
し
駢
文
・
散
文
の
両
体
は
ふ
た
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ
こ
で

あ
わ
せ
て
説
明
す
る
。
周
秦
か
ら
六
朝
ま
で
、
文
章
に
は
駢
文
・
散
文
の
区
別
は
な
か
っ
た
。

中
唐
か
ら
現
在
ま
で
に
、
両
体
に
別
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
が
長
所
を
発
揮
し
て
文
章
を
作
る

が
、
実
際
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
。
義
例
が
繁
多
で
あ
り
、
す
べ
て
挙
げ
る
の
は
む
づ
か
し
い

の
で
、
そ
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。
古
文
の
要
点
は
実
で
あ
り
、
駢
文
の
要
点
は
雅
で
あ
る
。
実

は
事
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
、
雅
は
理
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
散
文
は
虚

字
が
多
い
の
で
、
と
り
わ
け
事
が
不
足
す
る
こ
と
を
う
れ
う
。
駢
文
は
美
辞
麗
句
が
多
い
の
で
、

と
り
わ
け
理
が
不
足
す
る
こ
と
を
う
れ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
か
に
か
た
よ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
、
こ
れ
が
「
美
を
つ
く
す
」
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
義
が
あ
る
。
曰
く
、

古
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
そ
の
駢
文
（
の
出
来)

は
想
像
が
つ
き
、
駢
文
を
作
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、
そ
の
古
文
（
の
出
来
）
も
想
像
が
つ
く
、
と
。
清
朝
の
古
文
の
専

門
家
は
方
苞
、
姚
鼐
を
提
唱
し
、
そ
の
派
を
桐
城
派
と
名
づ
け
る
。
や
は
り
『
史
記
』、『
漢
書
』、
韓
昌
黎

〔
韓
愈
〕
を
学
ぶ
と
い
う
が
、
実
は
遠
く
は
歐
陽
脩
・
曾
鞏
を
宗
と
し
、
近
く
は
震
川
〔
歸
有
光
〕
を
手
本
と
し
て
い
る
。

彼
ら
は
か
な
ら
ず
し
も
古
文
の
変
化
を
つ
く
し
て
は
い
な
い
が
、
初
学
者
が
こ
こ
か
ら
始
め
る

こ
と
は
と
て
も
よ
い
。
侯
派
は
小
説
に
近
く
、
魏
派
は
時
文
に
近
く
、
い
づ
れ
も
ま
だ
善
を
つ
く
し
て
い
な
い
。

近
人
の
刻
本
に
『
歸
方
評
點
史
記
』
が
あ
る
、
参
看
し
な
さ
い
。
ま
づ
観
る
に
値
す
る
規
準
を
追
い
求

め
て
か
ら
、
神
明
変
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
こ
れ
は
書
家
の
九
宮
法
と
同
じ
で
あ
る
。
清
朝
の
、
駢
文
を
講
じ

る
も
の
は
名
家
が
林
立
し
、
宗
派
を
標
榜
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
も
っ
と
も
す
ぐ
れ

て
い
る
も
の
は
、
晉
宋
体
を
学
ん
だ
も
の
が
多
い
。
こ
の
派
が
齊
梁
派
・
唐
派
・
宋
派
に
く
ら

べ
て
す
ぐ
れ
て
い
る
の
は
、
質
朴
で
力
強
い
か
ら
で
あ
る
。
明
の
王
志
堅
『
四
六
法
海
』、
清
朝

の
李
兆
洛
『
駢
體
文
鈔
』、
曾
燠
選
『
駢
體
正
宗
』
を
読
め
ば
、
駢
文
の
趣
く
と
こ
ろ
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
文
と
学
の
両
字
は
昔
か
ら
関
連
し
て
お
り
、
文
章
が
う
ま
く
な
ろ

う
と
思
え
ば
、
ま
づ
博
学
で
あ
る
こ
と
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空
疏
浅
薄
で
あ
る
の
に
、

心
血
を
吐
き
な
が
ら
紙
の
上
に
刻
み
つ
け
る
の
は
無
駄
で
あ
る
。
清
朝
の
汪
中
、
張
惠
言
、
阮
元
、
董
士
錫

の
諸
家
は
、
駢
文
・
散
文
を
合
体
し
て
ひ
と
つ
と
し
て
お
り
、
内
容
は
す
ぐ
れ
言
葉
も
優
雅
で
あ
る
。

梁
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
は
文
章
家
の
規
範
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
討
論
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

【
書
目
答
問
】

・
望
溪
文
集
十
八
卷
、
集
外
文
十
卷
、
補
遺
二
卷
、
年
譜
二
卷
。
方
苞
。

戴
鈞
衡
補
編
。

・
惜
抱
軒
文
集
十
六
卷
、
後
集
十
卷
、
詩
十
卷
。
姚
鼐
。

・
史
記
一
百
三
十
卷
。
晉
裴
駰
集
解
、
唐
司
馬
貞
索
隱
、
唐
張
守
節
正
義
。

汲
古
本
、
掃
葉
本

無
索
隱
、
正
義
。

・
重
刻
明
震
澤
王
氏
本
史
記
一
百
三
十
卷
。
武
昌
局
本
、
閒
有
依
明
柯
校
汪
刻
本
者
、
王
延
喆
、

柯
維
熊
、
汪
諒
、
有
索
隱
、
正
義
。

・
古
香
齋
袖
珍
史
記
一
百
三
十
卷
。
內
府
本
。

・
漢
書
一
百
二
十
卷
。
唐
顏
師
古
注
。

卽
宋
慶
元
附
三
劉
刊
誤
、
宋
祁
校
語
本
。
明
監
本
、
汲

古
本
、
掃
葉
本
無
校
語
。

・
重
刻
東
雅
堂
韓
昌
黎
集
四
十
卷
、
外
集
十
卷
、
附
點
勘
。
唐
韓
愈
。

宋
廖
瑩
中
輯
注
。
蘇
州

翻
刻
本
。
陳
景
雲
點
勘
。
明
徐
氏
東
雅
堂
原
刻
本
、
今
尚
有
。

・
韓
文
考
異
十
卷
。
宋
方
崧
卿
舉
正
、
朱
子
校
定
。

李
光
地
刻
本
。

宋
王
伯
大
編
韓
文
考
異

正
集
、
外
集
、
遺
文
共
五
十
一
卷
，
明
刻
本
、
非
朱
子
原
書
。

・
昌
黎
詩
箋
注
十
一
卷
。
顧
嗣
立
補
注
。

秀
埜
草
堂
原
刻
本
、
吳
廷
榕
重
刻
本
。

・
昌
黎
詩
增
注
證
譌
十
一
卷
。
黃
鉞
。

家
刻
本
。

・
朱
墨
本
昌
黎
詩
注
十
一
卷
。
怡
刻
本
。

・
編
年
昌
黎
詩
注
十
二
卷
。
方
世
舉
。

雅
雨
堂
本
。

・
韓
集
點
勘
四
卷
。
陳
景
雲
。

文
道
十
書
本
。

重
刊
五
百
家
注
韓
集
四
十
卷
、
乾
隆
甲
辰
富

氏
仿
宋
本
、
雖
遜
東
雅
堂
本
、
雕
印
尚
好
。

・
文
忠
集
一
百
五
十
三
卷
、
附
錄
五
卷
。
宋
歐
陽
修
。

歐
陽
衡
編
刻
本
。

・
元
豐
類
稿
五
十
卷
。
宋
曾
鞏
。

顧
崧
齡
刻
本
。

・
震
川
文
集
三
十
卷
、
別
集
十
卷
。
明
歸
有
光
。

歸
氏
家
刻
本
。
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・
歸
方
合
評
史
記
。
王
拯
纂
。

廣
州
刻
本
、
盱
眙
呉
氏
刻
本
。

・
四
六
法
海
十
二
卷
。
明
王
志
堅
編
。

・
駢
體
文
鈔
三
十
一
卷
。
李
兆
洛
編
。

康
刻
本
、
合
類
纂
合
肥
徐
氏
重
刻
本
。

・
國
朝
駢
體
正
宗
十
二
卷
。
曾
燠
編
。

原
刻
本
、
廣
州
重
刻
本
。

・
述
學
内
外
篇
六
卷
、
附
校
勘
記
。
汪
中
。

揚
州
局
本
、
又
初
刻
小
字
本
、
文
選
樓
本
、
學
海

堂
本
二
卷
。

・
茗
柯
文
編
五
卷
。
張
惠
言
。

・
揅
經
室
集
六
十
卷
。
阮
元
。

一
集
十
四
卷
、
二
集
八
卷
、
三
集
五
卷
、
四
集
二
卷
、
詩
集
十

二
卷
、
外
集
五
卷
、
續
集
十
一
卷
、
再
續
集
六
卷
。

・
齊
物
論
齋
文
集
六
卷
。
董
士
錫
。

・
文
心
雕
龍
輯
注
十
卷
。
梁
劉
勰
。

黄
叔
琳
注
。

盧
氏
廣
州
刻
本
、
原
刻
本
。

一
、
字
體
。

―
―
１
―
―

字
體
宜
正
。

惡
俗
字
體
、
萬
不
可
令
犯
筆
端
。
坊
刻
正
字
畧
、
字
學
舉
隅
之
類
、
可
得
大
畧
。
然
必
求
其

本
、
則
心
知
其
意
、
自
能
觸
類
引
申
、
舉
筆
無
誤
。
本
者
、
讀
説
文
、
識
小
篆
之
謂
也
。

【
書
き
下
し
】

字
體
は
宜
し
く
正
な
る
べ
し
。

惡
俗
の
字
體
は
、
萬
筆
端
を
犯
さ
し
む
可
か
ら
ず
。
坊
刻
の
『
正
字
畧
』『
字
學
舉
隅
』
の

ば
ん

類
、
大
畧
を
得
べ
し
。
然
れ
ど
も
必
ず
其
の
本
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
心
に
其
の
意
を
知
り
、

自
ら
能
く
類
に
觸
れ
て
引
申
し
、
筆
を
舉
ぐ
る
も
誤
る
こ
と
無
し
。
本
と
は
『
説
文
』
を
讀

み
、
小
篆
を
識
る
の
謂
ひ
な
り
。

し

【
註
】

○
『
正
字
畧
』

『
正
字
略
定
本
』
一
卷
。
清
王
筠
撰
。

○
『
字
學
舉
隅
』

『
字
學
舉
隅
』
一
卷
、
續
一
卷
。
清
龍
啓
瑞
撰
。

【
通
釈
】

字
体
は
正
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

俗
悪
の
字
体
は
、
決
し
て
筆
端
に
の
ぼ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。
坊
刻
の
『
正
字
畧
』『
字
學

舉
隅
』
の
類
は
（
字
体
の
正
誤
の)

大
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
か
な
ら
ず
そ
の

「
本
」
を
求
め
た
な
ら
ば
、
心
に
そ
の
文
字
の
意
味
を
知
り
、
み
づ
か
ら
同
類
の
も
の
に
触

れ
て
引
申
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
、
筆
を
と
っ
て
（
文
章
を
書
い
て
）
も
あ
や
ま
る
こ
と
は

な
い
。「
本
」
と
は
『
説
文
』
を
読
み
、
小
篆
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
說
文
解
字
十
五
卷
。
漢
許
愼
。

宋
徐
鉉
校
定
附
字
。

平
津
館
小
字
本
、
小
學
彙
函
重
刻
孫

本
、
汲
古
閣
五
次
剜
改
大
字
本
、
朱
校
大
字
本
卽
毛
本
、
藤
花
榭
額
氏
刻
中
字
本
、
廣
州
新
刻

陳
昌
治
編
錄
一
篆
一
行
本
、
蘇
州
浦
氏
重
刻
孫
本
。

孫
本
最
善
、
陳
本
最
便
。

―
―
２
―
―

字
典
古
字
、
斷
不
可
寫
。

字
典
一
書
、
其
體
例
在
網
羅
無
遺
、
不
問
正
僞
雅
俗
、
一
概
收
入
、
多
存
而
詳
辨
之
、
非
謂

所
收
之
字
、
皆
可
行
用
。
唐
宋
所
出
古
篆
、
半
出
俗
師
譌
傳
、
半
出
羽
流
僞
造
。
愚
者
不
知
古
學
之
所
謂
、

竟
將
字
典
所
存
別
體
、
聚
斂
不
遺
、
書
之
試
卷
、
意
在
欺
人
、
其
違
乎
格
式
無
論
矣
。
俗
人

所
駭
、
通
人
所
哂
、
非
惟
不
雅
、
俗
又
甚
焉
。

近
世
通
曉
説
文
者
、
又
欲
將
篆
書
之
筆
勢
、
改
眞
書
之
點
畫
、
豈
知
源
流
相
因
、
而
體
製
各

別
。
中
閒
尚
隔
隸
書
一
關
、
豈
能
飛
越
。
終
竟
不
能
全
改
合
六
書
本
義
①
。
卽
如
之
也
兩
字
、
如
何
改
耶
。
學
者

貴
心
知
其
意
、
此
亦
賢
知
之
過
也
。

独立行政法人国立高等専門学校機構香川高等専門学校研究紀要 7(2016)

46



坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）

【
校
記
】

①
全
集
本
は
「
終
竟
不
能
全
改
合
六
書
本
義
」
を
「
終
竟
不
能
全
改
今
六
書
本
義
」
に
作
る
。

【
書
き
下
し
】

『
字
典
』
の
古
字
は
斷
じ
て
寫
す
可
か
ら
ず
。

『
字
典
』
の
一
書
、
其
の
體
例
は
網
羅
し
て
遺
す
無
く
、
正
僞
雅
俗
を
問
は
ず
、
一
概
に
收

の
こ

入
し
、
多
く
存
し
て
詳
ら
か
に
之
を
辨
ず
る
に
在
り
、
收
む
る
所
の
字
、
皆
行
用
す
可
し
と

謂
ふ
に
非
ず
。
唐
宋
出
づ
る
所
の
古
篆
は
、
半
ば
は
俗
師
の
譌
傳
に
出
で
、
半
ば
は
羽
流
の
僞
造
に
出
づ
。
愚

く
わ
で
ん

者
は
古
學
の
謂
ふ
所
を
知
ら
ず
、
竟
に
『
字
典
』
に
存
す
る
所
の
別
體
を
將
て
、
聚
斂
し

も
つ

し
ゆ
う
れ
ん

て
遺
さ
ず
、
之
を
試
墨
に
書
す
る
は
、
意
は
人
を
欺
く
に
在
り
、
其
の
、
格
式
に
違
ふ
は
論

の
こ

ず
る
無
し
。
俗
人
の
駭
く
所
、
通
人
の
哂
ふ
所
に
し
て
、
惟
だ
に
雅
な
ら
ざ
る
の
み
に
非

お
ど
ろ

わ
ら

ず
、
俗
も
又
甚
し
。

近
世
の
、『
説
文
』
に
通
曉
せ
る
者
、
又
篆
書
の
筆
勢
を
將
て
眞
書
の
點
畫
を
改
め
ん
と
欲

も
つ

す
る
も
、
豈
に
源
流
相
因
る
も
、
體
製
各
お
の
別
な
る
を
知
ら
ん
。
中
閒
に
尚
ほ
隸
書
の
一
關
を
隔

つ
、
豈
に
能
く
飛
び
越
へ
ん
。
終
に
竟
に
全
く
改
め
て
六
書
の
本
義
に
合
す
る
能
は
ず
。
卽
ち
如
へ
ば
「
之
」「
也
」

た
と

の
兩
字
は
、
如
何
ぞ
改
め
ん
や
。
學
ぶ
者
は
心
に
其
の
意
を
知
る
を
貴
ぶ
、
此
れ
亦
賢
知
の
過
り

い
か
ん

あ
や
ま

な
り
。

【
通
釈
】

『
康
煕
字
典
』
の
古
字
は
決
し
て
書
い
て
は
な
ら
な
い
。

『
康
煕
字
典
』
と
い
う
書
物
の
体
例
は
、（
あ
ら
ゆ
る
文
字
を
）
網
羅
し
て
の
こ
す
こ
と
な

く
、
正
誤
雅
俗
を
問
わ
ず
一
律
に
収
録
し
、
た
く
さ
ん
存
し
て
詳
細
に
弁
別
す
る
と
い
う
点

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
収
録
す
る
字
を
す
べ
て
使
用
し
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
唐

宋
の
時
に
あ
ら
わ
れ
た
古
篆
は
、
半
ば
は
見
識
の
低
い
師
の
誤
伝
か
ら
出
た
も
の
で
あ
り
、
半
ば
は
羽
流
仙
人
の
偽
造

か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
愚
か
な
者
は
古
学
の
内
容
が
わ
か
ら
ず
、
結
局
『
康
煕
字
典
』
に
あ
る

別
体
を
残
ら
ず
あ
つ
め
て
、
試
験
の
答
案
に
書
す
る
が
、
こ
れ
は
論
じ
る
ま
で
も
な
く
他
人

を
欺
く
気
持
ち
が
あ
り
、
格
式
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
俗
人
に
驚
か
れ
、
通
人
に

笑
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
み
や
び
で
な
い
だ
け
で
な
く
、
俗
悪
も
は
な
は
だ
し
い
。

『
説
文
』
に
通
暁
す
る
近
世
の
学
者
が
、
篆
書
の
筆
勢
で
楷
書
の
点
画
を
改
め
よ
う
と
し
た

が
、(

彼
ら
は
篆
書
と
楷
書
は
）
源
流
は
同
じ
で
あ
る
が
、
体
製
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
。
篆
書
と
楷
書
の
間
に
は
な
お
隸
書
と
い
う
ひ
と
つ
の
隔
た
り
が
あ
り
、
ど
う
し

て
飛
び
越
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
結
局
す
べ
て
改
め
て
六
書
の
本
義
に
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば

「
之
」「
也
」
の
両
字
が
ど
う
し
て
改
め
ら
れ
よ
う
か
。
学
ぶ
者
は
心
に
そ
の
意
味
を
知
る
の
を
貴
ぶ
の

で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
や
は
り
賢
こ
す
ぎ
る
人
の
あ
や
ま
り
で
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
康
熙
字
典
、
道
光
七
年
重
修
、
人
人
皆
知
、
不
贅
列
。

・
說
文
解
字
十
五
卷
。
漢
許
愼
。

宋
徐
鉉
校
定
附
字
。

平
津
館
小
字
本
、
小
學
彙
函
重
刻
孫

本
、
汲
古
閣
五
次
剜
改
大
字
本
、
朱
校
大
字
本
卽
毛
本
、
藤
花
榭
額
氏
刻
中
字
本
、
廣
州
新
刻

陳
昌
治
編
錄
一
篆
一
行
本
、
蘇
州
浦
氏
重
刻
孫
本
。

孫
本
最
善
、
陳
本
最
便
。

―
―
３
―
―

書
法
宜
學
碑
版
。

書
法
止
是
藝
術
内
事
、
四
庫
於
論
書
者
、
收
入
藝
術
部
。
應
試
之
①
院
體
書
、
士
人
自
解
求
工
。
蜀

士
擅
長
者
尤
多
、
無
勞
勸
導
。
惟
凡
事
具
有
根
柢
、
書
法
不
知
碑
版
、
未
能
免
俗
。
唐
碑
爲

楷
法
埻
的
、
所
宜
歩
趨
。
如
多
才
好
學
者
、
能
於
唐
以
前
碑
刻
、
博
觀
得
悟
、
洞
悉
書
法
源

流
、
從
此
貫
徹
篆
隸
、
大
可
爲
詁
經
考
史
之
資
。
國
朝
金
石
家
最
多
最
精
、
皆
爲
此
事
有
益

經
史
耳
。
大
約
漢
以
前
之
款
識
碑
刻
、
其
文
字
可
以
證
經
。
列
朝
之
官
私
石
刻
、
其
事
實
年
月
地
名
官
制
姓
字
、
可

以
補
史
。
然
此
指
當
時
所
立
之
碑
、
非
謂
法
帖
。

帖
與
碑
有
別
。
文
人
嗜
好
不
同
、
各
能
由
博
求
深
、
皆

可
歸
於
有
用
。
因
書
法
而
考
碑
版
、
由
碑
版
而
通
小
學
、
考
史
事
。
韓
昌
黎
所
謂
因
文
見
道
、

政
此
意
也
。

蜀
中
古
刻
頗
多
、
石
質
易
朽
、
著
録
者
多
亡
、
續
訪
者
未
聞
。
此
邦
學
人
、
若
肯
留
意
、
亦
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有
功
文
獻
之
事
也
。

好
學
者
如
肯
學
書
、
小
篆
極
佳
。
此
經
學
内
事
、
非
游
藝
事
也
。
惟
止
宜
寫
小
篆
、
説
文
所
載
、

斯
冰
所
書
、
卽
是
。
不
可
寫
鐘
鼎
古
文
。
彼
非
豪
素
閒
物
、
不
能
仿
爲
、
爲
之
者
謬
也
。
昨
見
書
院

諸
生
篆
書
、
多
不
解
筆
法
、
形
若
枯
荄
、
此
事
須
臨
秦
漢
碑
刻
。
碑
不
易
得
、
先
學
近
人
鄧
石
如
篆
書
法
帖
屏
幅
亦
可
。

川
楚
皆
有
摹
刻
售
賣
者
。
②

【
校
記
】

①
全
集
本
に
は
「
之
」
字
な
し
。

②
全
集
本
に
は
小
注
な
し
。

【
書
き
下
し
】

書
法
は
宜
し
く
碑
版
を
學
ぶ
べ
し
。

書
法
は
止
だ
是
れ
藝
術
内
の
事
に
し
て
、
四
庫
は
書
を
論
ず
る
者
に
於
て
、
藝
術
部
に
收
入
す
。
應
試
の

院
體
書
は
、
士
人
自
ら
解
し
て
工
を
求
む
。
蜀
士
は
長
を
擅
ま
ま
に
す
る
者
尤
も
多
く
、

ほ
し
い

勸
導
す
る
に
勞
無
し
。
惟
だ
凡
そ
事
に
は
具
さ
に
根
柢
有
り
、
書
法
は
碑
版
を
知
ら
ざ
れ
ば
、

未
だ
俗
を
免
る
る
能
は
ず
。
唐
碑
は
楷
法
の
埻
的
と
爲
す
、
宜
し
く
歩
趨
す
べ
き
所
な
り
。

し
ゆ
ん
て
き

多
才
に
し
て
學
を
好
む
が
如
き
者
は
、
能
く
唐
以
前
の
碑
刻
に
於
て
、
博
く
觀
て
得
悟
し
、

書
法
の
源
流
を
洞
悉
し
、
此
れ
よ
り
篆
隸
に
貫
徹
す
れ
ば
、
大
い
に
經
を
詁
し
史
を
考
す
る

の
資
と
爲
す
可
し
。
國
朝
の
金
石
家
、
最
も
多
く
最
も
精
な
る
は
、
皆
此
の
事
、
經
史
に
益

有
る
が
爲
の
み
。
大
約
漢
以
前
の
款
識
碑
刻
、
其
の
文
字
、
以
て
經
を
證
す
可
し
。
列
朝
の
官
私
石
刻
、
其
の
事

た
め

お
ほ
よ
そ

か
ん

し

實
、
年
月
、
地
名
、
官
制
、
姓
字
は
、
以
て
史
を
補
ふ
可
し
。
然
れ
ど
も
此
れ
は
當
時
立
つ
る
所
の
碑
を
指
し
、
法
帖

を
謂
ふ
に
非
ず
。

帖
と
碑
と
は
別
有
り
。
文
人
は
嗜
好
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
各
お
の
能
く
博
よ
り
深

を
求
む
れ
ば
、
皆
有
用
に
歸
す
可
し
。
書
法
に
因
り
て
碑
版
を
考
し
、
碑
版
に
由
り
て
小
學

に
通
じ
、
史
事
を
考
す
。
韓
昌
黎
の
所
謂
「
文
に
因
り
て
道
を
見
す
」
と
は
、
政
に
此
の
意

あ
ら

ま
さ

な
り
。

蜀
中
、
古
刻
頗
る
多
き
も
、
石
質
朽
ち
易
く
、
著
録
せ
る
者
多
く
亡
び
、
續
け
て
訪
れ
る
者

く

未
だ
聞
か
ず
。
此
の
邦
の
學
人
、
若
し
肯
て
意
を
留
む
れ
ば
、
亦
文
獻
に
功
あ
る
の
事
有
る

な
り
。

學
を
好
む
者
、
如
し
肯
て
書
を
學
ぶ
に
は
、
小
篆
極
め
て
佳
な
り
。
此
れ
は
經
學
内
の
事
に

し
て
、
游
藝
の
事
に
非
ざ
る
な
り
。
惟
だ
止
だ
宜
し
く
小
篆
を
寫
す
べ
し
、『
説
文
』
に
載
す
る

所
、
斯
・
冰
の
書
す
る
所
、
卽
ち
是
れ
な
り
。

鐘
鼎
の
古
文
を
寫
す
可
か
ら
ず
。
彼
は
豪
素
閒
の
物

し
よ
う
て
い

が
う

そ

に
非
ず
、
仿
爲
す
る
能
は
ず
、
之
を
爲
す
者
は
謬
り
な
り
。
昨
、
書
院
諸
生
の
篆
書
を
見
る
に
、
多

は
う

い

あ
や
ま

く
筆
法
を
解
さ
ず
、
形
は
枯
荄
の
若
し
。
此
の
事
須
く
秦
漢
の
碑
刻
を
臨
す
べ
し
。
碑
は
得
易
か
ら
ず
、
先
づ
近
人
鄧

こ

か
い

石
如
の
篆
書
の
法
帖
、
屏
幅
を
學
ぶ
も
亦
可
な
り
。
川
楚
に
皆
摹
刻
の
售
賣
せ
る
者
有
り
。

【
註
】

○
院
體
書

翰
林
院
で
誥
敕
な
ど
を
書
す
る
の
に
用
い
ら
れ
た
書
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
院
体
書
」

と
呼
ば
れ
る
。
科
挙
の
試
巻
に
も
用
い
ら
れ
る
。

○
韓
昌
黎
の
所
謂
「
文
に
因
り
て
道
を
見
す
」

韓
愈
自
身
の
文
章
に
こ
の
語
は
見
あ
た
ら
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
後
人
は
韓
愈
の
文
章
の
特
徴
と
し
て
こ
の
語
を
用
い
て
評
論
す
る
。
た
と
え

ば
『
方
望
溪
先
生
全
集
』
序
に
、

卽
ち
八
家
、
道
に
深
き
、
韓
歐
の
如
き
者
も
、
亦
或
い
は
猶
ほ
焉
を
憾
む
。
蓋
し
先
生
、

程
朱
を
服
習
し
、
其
れ
道
に
得
る
者
は
備
は
り
、
韓
歐
、
文
に
因
り
て
道
を
見
は
し
、
其

れ
文
に
入
る
者
は
精
。（
卽
八
家
深
於
道
、
如
韓
歐
者
、
亦
或
猶
憾
焉
。
蓋
先
生
服
習
程
朱
、

其
得
於
道
者
備
、
韓
歐
因
文
見
道
、
其
入
於
文
者
精
）

全
祖
望
「
李
習
之
論
」（『
鮚
埼
亭
集
外
篇
』
巻
三
十
七
）
に
、

伊
洛
の
諸
儒
、
未
だ
出
で
ざ
る
以
前
、
其
の
能
く
正
道
を
扶
持
す
る
を
以
て
事
と
爲
し
、

異
端
を
雜
へ
ざ
る
者
は
、
祇
だ
韓
李
歐
の
三
君
子
を
推
す
の
み
。
説
く
者
其
れ
皆
文
に
因

り
て
道
を
見
は
す
と
謂
ふ
。（
伊
洛
諸
儒
、
未
出
以
前
、
其
能
以
扶
持
正
道
爲
事
、
不
雜
異

端
者
、
祇
推
韓
李
歐
三
君
子
。
説
者
謂
其
皆
因
文
見
道
）

な
ど
と
あ
る
。

○
斯
・
冰

李
斯
と
李
陽
冰
の
こ
と
。
李
斯
は
戦
国
時
代
、
秦
の
丞
相
。
戦
国
時
、
各
国
で
乱
れ
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て
い
た
文
字
の
統
一
を
行
っ
て
小
篆
を
制
定
し
、
そ
の
字
を
用
い
て
各
地
に
石
碑
を
建
て
た
。

李
陽
冰
は
唐
代
の
書
家
。
篆
書
を
よ
く
し
、
李
斯
以
後
の
第
一
人
者
と
称
さ
れ
る
。

○
鐘
鼎

青
銅
器
。

○
鄧
石
如

清
代
の
書
家
。
名
は
琰
、
字
は
石
如
。
の
ち
に
嘉
慶
帝
の
諱
（
顒
琰
）
を
避
け
て
、

名
を
石
如
、
字
を
頑
伯
と
改
め
る
。
秦
漢
の
金
石
を
手
本
と
し
て
研
鑚
し
、
篆
書
・
隸
書
を
よ

く
し
た
。

【
通
釈
】

書
法
は
碑
版
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
法
は
芸
術
内
の
事
に
す
ぎ
ず
、
四
庫
で
は
書
を
論
じ
る
も
の
を
、
藝
術
部
に
収
入
す
る
。
試
験
に
応
じ

る
た
め
の
院
体
書
は
、
士
人
が
自
分
で
理
解
し
て
う
ま
く
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
蜀
の
士

人
に
は
、
書
法
を
得
意
と
す
る
も
の
が
と
り
わ
け
多
く
、
教
え
導
く
の
に
苦
労
は
な
い
。
た

だ
あ
ら
ゆ
る
事
に
は
す
べ
て
根
柢
が
存
在
し
て
お
り
、
書
法
は
碑
版
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
俗

を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
唐
碑
は
楷
法
の
標
準
で
あ
り
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。
多
才
で
学
問
を
好
む
者
は
、
唐
以
前
の
碑
刻
を
幅
広
く
み
て
会
得
し
、
書
法
の

源
流
を
知
り
つ
く
し
、
こ
こ
か
ら
篆
書
・
隸
書
ま
で
貫
き
と
お
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
大
い

に
経
を
訓
詁
し
史
を
考
証
す
る
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
朝
の
金
石
家
が
も
っ
と
も

多
く
、
も
っ
と
も
精
密
で
あ
る
の
は
、
い
づ
れ
も
こ
の
事
〔
書
法
〕
が
経
書
や
史
書
に
有
益

で
あ
っ
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
漢
以
前
の
款
識
碑
刻
の
文
字
は
、
経
書
を
考
証
す
る
こ
と
が
で
き

か
ん

し

る
。
列
朝
の
公
私
の
石
刻
の
事
実
、
年
月
、
地
名
、
官
制
、
姓
字
は
、
史
書
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
は

当
時
建
立
し
た
碑
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
法
帖
を
い
う
の
で
は
な
い
。

帖
と
碑
は
別
で
あ
る
。
文
人
は
嗜

好
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
博
覽
か
ら
精
深
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
づ

れ
も
有
用
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
法
に
よ
っ
て
碑
版
を
考
察
し
、
碑
版
に
よ
っ
て
小

学
に
通
じ
、
史
事
を
考
察
す
る
。
韓
昌
黎
〔
韓
愈
〕
の
所
謂
「
文
に
よ
っ
て
道
を
あ
ら
わ
す
」

と
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
で
あ
る
。

蜀
に
は
古
刻
が
と
て
も
多
い
が
、
石
の
性
質
は
朽
ち
や
す
く
、
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
ほ

と
ん
ど
亡
び
、
続
け
て
訪
れ
る
も
の
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
こ
の
邦
〔
蜀
〕
の
学
者
が
、

も
し
あ
え
て
こ
の
こ
と
に
心
を
と
ど
め
た
な
ら
ば
、
や
は
り
文
献
に
対
し
て
大
き
な
貢
献
が

あ
る
。

学
問
を
好
む
も
の
が
あ
え
て
書
を
学
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
小
篆
を
学
ぶ
の
が
よ
い
。
こ
れ
は
経

学
内
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
游
芸
戯
墨
の
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
小
篆
だ
け
を
習
う
べ
き
で
あ

り
、『
説
文
』
に
載
せ
る
も
の
、
李
斯
・
李
陽
冰
が
書
い
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
鐘
鼎
の
古
文
を
習
っ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
は
筆
や
紙
の
世
界
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
ね
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
れ
を

ま
ね
る
の
は
ま
ち
が
い
で
あ
る
。
昨
日
、
書
院
の
諸
生
の
篆
書
を
見
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
筆
法
を
理
解
し
て

お
ら
ず
、
形
は
枯
草
の
根
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
〔
書
法
〕
は
秦
漢
の
碑
刻
を
臨
書
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
碑

は
手
に
入
れ
に
く
い
の
で
、
ま
づ
近
人
の
鄧
石
如
の
篆
書
の
法
帖
や
屏
幅
を
学
ぶ
の
も
よ
い
。
四
川
や
湖
南
・
湖
北
に

は
摹
刻
を
販
売
す
る
も
の
が
あ
る
。

【
書
目
答
問
】

・
重
刻
東
雅
堂
韓
昌
黎
集
四
十
卷
、
外
集
十
卷
、
附
點
勘
。
唐
韓
愈
。

宋
廖
瑩
中
輯
注
。
蘇
州

翻
刻
本
。
陳
景
雲
點
勘
。
明
徐
氏
東
雅
堂
原
刻
本
、
今
尚
有
。

・
韓
文
考
異
十
卷
。
宋
方
崧
卿
舉
正
、
朱
子
校
定
。

李
光
地
刻
本
。

宋
王
伯
大
編
韓
文
考
異

正
集
、
外
集
、
遺
文
共
五
十
一
卷
，
明
刻
本
、
非
朱
子
原
書
。

・
昌
黎
詩
箋
注
十
一
卷
。
顧
嗣
立
補
注
。

秀
埜
草
堂
原
刻
本
、
吳
廷
榕
重
刻
本
。

・
昌
黎
詩
增
注
證
譌
十
一
卷
。
黃
鉞
。

家
刻
本
。

・
朱
墨
本
昌
黎
詩
注
十
一
卷
。
怡
刻
本
。

・
編
年
昌
黎
詩
注
十
二
卷
。
方
世
舉
。

雅
雨
堂
本
。

・
韓
集
點
勘
四
卷
。
陳
景
雲
。

文
道
十
書
本
。

重
刊
五
百
家
注
韓
集
四
十
卷
、
乾
隆
甲
辰
富

氏
仿
宋
本
、
雖
遜
東
雅
堂
本
、
雕
印
尚
好
。

・
說
文
解
字
十
五
卷
。
漢
許
愼
。

宋
徐
鉉
校
定
附
字
。

平
津
館
小
字
本
、
小
學
彙
函
重
刻
孫

本
、
汲
古
閣
五
次
剜
改
大
字
本
、
朱
校
大
字
本
卽
毛
本
、
藤
花
榭
額
氏
刻
中
字
本
、
廣
州
新
刻

陳
昌
治
編
錄
一
篆
一
行
本
、
蘇
州
浦
氏
重
刻
孫
本
。

孫
本
最
善
、
陳
本
最
便
。

坂本具償 他：張之洞『輶軒語』訳註（三）
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―
―
４
―
―

書
法
忌
狂
怪
。

凡
事
皆
貴
平
正
通
達
、
書
法
亦
然
。
惟
不
學
人
始
以
此
相
詫
、
拙
書
者
乃
藉
此
匿
瑕
耳
。
卽

如
李
斯
爲
小
篆
之
祖
、
而
遺
刻
兩
石
、
中
規
合
度
。
蔡
中
郎
爲
八
分
之
宗
、
其
所
書
石
經
、

雖
再
經
摹
刻
、
規
模
終
在
、
而
謹
嚴
工
整
。
篆
隸
如
此
、
楷
書
可
知
。
其
身
心
之
放
縱
與
否
、

卽
此
可
見
。
不
惟
眞
書
、
草
亦
不
宜
。
草
由
隸
變
、
尚
在
眞
書
之
先
、
若
遂
放
蕩
、
便
爲
失
體
。
張
素
所
爲
、
蘇

文
忠
已
譏
之
矣
。

【
書
き
下
し
】

書
法
は
狂
怪
を
忌
む
。

凡
そ
事
は
皆
平
正
通
達
を
貴
び
、
書
法
も
亦
然
り
。
惟
だ
不
學
の
人
は
、
始
め
て
此
を
以
て

相
詫
り
、
書
に
拙
き
者
は
乃
ち
此
れ
に
藉
り
て
瑕
を
匿
す
の
み
。
卽
ち
如
へ
ば
李
斯
は
小

ほ
こ

つ
た
な

よ

か

か
く

た
と

篆
の
祖
と
爲
し
、
遺
刻
の
兩
石
は
、
規
に
中
り
度
に
合
す
。
蔡
中
郎
は
八
分
の
宗
と
爲
し
、

あ
た

其
の
書
す
る
所
の
石
經
は
、
再
び
摹
刻
を
經
る
と
雖
も
、
規
模
終
に
在
り
て
、
謹
嚴
工
整
な

つ
ひ

り
。
篆
隸
此
の
如
し
、
楷
書
知
る
可
し
。
其
の
身
心
の
放
縱
か
否
か
は
、
此
に
卽
き
て
見

は
う
し
よ
う

つ

る
可
し
。
惟
だ
眞
書
の
み
な
ら
ず
、
草
も
亦
宜
し
か
ら
ず
。
草
は
隸
よ
り
變
じ
、
尚
ほ
眞
書
の
先
に
在
り
、
若
し
遂

に
放
蕩
な
れ
ば
、
便
ち
體
を
失
す
と
爲
す
。
張
・
素
の
爲
す
所
は
、
蘇
文
忠
已
に
之
を
譏
る
。

【
註
】

○
李
斯

前
条
参
照
。

○
遺
刻
の
兩
石

秦
の
始
皇
帝
は
全
国
統
一
後
、
各
地
を
巡
行
し
、
碣
石
、
芝
罘
、
泰
山
、
嶧
山
、

會
稽
山
、
瑯
琊
臺
な
ど
に
、
自
分
の
徳
を
頌
す
る
石
碑
を
建
て
さ
せ
た
。
そ
の
石
碑
に
李
斯
が

小
篆
を
用
い
て
銘
文
を
書
し
た
。「
遺
刻
の
兩
石
」
は
そ
の
う
ち
現
存
す
る
泰
山
刻
石
、
瑯
琊
臺

刻
石
の
ふ
た
つ
の
刻
石
を
指
す
。

○
蔡
中
郎

蔡
邕
、
後
漢
の
人
。
左
中
郎
將
を
授
け
ら
れ
る
。
熹
平
四
年
（
七
五
）
に
上
奏
し
て

六
経
の
文
字
を
正
定
し
て
、
み
づ
か
ら
隸
書
（
八
分
）
で
碑
に
書
丹
し
て
、
太
学
の
門
外
に
建

て
た
。
こ
れ
を
熹
平
石
經
と
い
う
。

○
張
・
素

張
旭
と
懷
素
の
こ
と
。
い
づ
れ
も
唐
代
の
能
書
家
。
伝
統
的
な
草
書
を
改
変
し
、
狂

草
と
呼
ば
れ
る
変
化
に
富
ん
だ
草
書
を
書
い
た
。

○
蘇
文
忠

蘇
軾
、
字
は
子
瞻
、
号
は
東
坡
居
士
な
ど
。
文
忠
は
諡
。
張
旭
に
つ
い
て
は
、「
書
張

長
史
草
書
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
九
）
に
、

張
長
史
の
草
書
は
、
必
ず
醉
ふ
を
俟
ち
、
或
い
は
以
て
奇
と
爲
す
も
、
醒
む
れ
ば
卽
ち
天

眞
全
か
ら
ず
。
此
れ
乃
ち
長
史
未
だ
妙
な
ら
ず
、
猶
ほ
醉
醒
の
辨
有
り
。
逸
少
の
若
き
は

何
ぞ
嘗
て
酒
に
寄
せ
ん
や
。
僕
も
亦
未
だ
此
の
事
を
免
れ
ず
。（
張
長
史
草
書
、
必
俟
醉
、

或
以
爲
奇
、
醒
卽
天
眞
不
全
。
此
乃
長
史
未
妙
、
猶
有
醉
醒
之
辨
。
若
逸
少
何
嘗
寄
於
酒

乎
。
僕
亦
未
免
此
事
）

と
い
い
、
さ
ら
に
懷
素
に
つ
い
て
は
「
跋
懷
素
帖
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
十
九
）
に
、

懷
素
の
書
は
極
め
て
佳
な
ら
ず
。
用
筆
意
趣
は
、
乃
ち
周
越
の
險
劣
に
似
た
り
。
此
れ
近

世
の
小
人
の
作
り
し
所
な
り
。
而
る
に
堯
夫
、
辨
ず
る
能
は
ざ
る
も
、
亦
怪
し
む
可
し
。（
懷

素
書
極
不
佳
。
用
筆
意
趣
、
乃
似
周
越
之
險
劣
。
此
近
世
小
人
所
作
也
。
而
堯
夫
不
能
辨
、

亦
可
怪
矣
）

と
い
う
。

【
通
釈
】

書
法
は
狂
怪
を
忌
む
。

そ
も
そ
も
物
事
は
す
べ
て
平
正
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と
が
貴
ば
れ
、
書
法
も
同
じ
で
あ
る
。

た
だ
不
勉
強
な
人
は
、
最
初
は
狂
怪
の
書
が
書
け
る
と
い
う
こ
と
で
自
慢
し
あ
い
、
書
が
下

手
な
人
は
こ
れ
に
か
こ
つ
け
て
、（
書
が
う
ま
く
な
い
と
い
う
）
欠
点
を
か
く
し
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
李
斯
は
小
篆
の
祖
で
あ
り
、
遺
刻
の
ふ
た
つ
の
刻
石
は
規
範
に
か
な

っ
て
い
る
。
蔡
中
郎
〔
蔡
邕
〕
は
八
分
〔
隸
書
〕
の
お
お
も
と
で
あ
る
。
彼
が
書
い
た
石
経

は
、
二
度
の
摹
刻
を
へ
て
は
い
る
が
、
本
来
の
姿
が
ま
だ
存
在
し
て
お
り
、
謹
厳
で
と
と
の
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っ
て
い
る
。
篆
書
や
隸
書
で
さ
え
こ
う
で
あ
り
、
楷
書
が
規
範
に
か
な
い
、
謹
厳
で
と
と
の

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
身
心
が
放
逸
で
あ
る
か
ど
う
か
は

こ
れ
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
楷
書
だ
け
で
な
く
、
草
書
も
放
逸
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
草
書
は
隸
書
か
ら
変
化

し
、
な
お
楷
書
の
前
に
あ
る
の
で
、
も
し
（
心
身
が
）
放
蕩
で
あ
れ
ば
、
正
し
い
形
を
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
張

旭
・
懷
素
の
書
は
、
蘇
文
忠
〔
蘇
軾
〕
が
す
で
に
譏
っ
て
い
る
。

【
書
目
答
問
】

・
東
坡
七
集
一
百
一
十
卷
。
宋
蘇
軾
。

集
四
十
卷
、
後
集
二
十
卷
、
奏
議
十
五
卷
、
內
制
集
十

卷
、
外
制
附
樂
語
三
卷
、
應
詔
集
十
卷
、
續
集
十
二
卷
。

明
成
化
四
年
江
西
布
政
司
重
刻
宋

本
、
嘉
靖
十
三
年
江
西
布
政
司
又
重
刻
、
此
本
爲
最
古
。
又
大
全
集
本
一
百
三
十
卷
、
分
體
編

次
、
易
於
檢
尋
、
明
刻
今
刻
多
有
。

・
蘇
詩
合
注
五
十
卷
、
附
錄
五
卷
。
馮
應
榴
注
。

自
刻
本
。

蘇
詩
、
宋
施
元
之
注
最
有
名
、

查
愼
行
補
注
亦
善
。
馮
、
王
、
翁
三
注
更
詳
備
。

・
蘇
詩
編
注
集
成
總
案
四
十
五
卷
、
詩
四
十
六
卷
、
雜
綴
一
卷
。
王
文
誥
注
。

自
刻
本
。
馮
詳

事
實
、
王
兼
論
詩
。

・
蘇
詩
補
注
八
卷
。
翁
方
綱
注
。

蘇
齋
叢
書
本
、
粵
雅
堂
本
。

―
―
５
―
―

避
諱
字
斷
不
可
忽
。

前
代
諱
忌
繁
多
、
嫌
名
動
輒
改
寫
。
國
朝
法
令
寬
大
、
應
避
之
字
、
並
不
難
記
。
今
見
郷
曲

諸
生
、
屢
屢
觸
犯
、
大
不
可
也
。
至
至
聖
先
師
諱
、
動
輒
用
入
、
尤
可
怪
詫
。
不
特
違
式
自

誤
、
且
身
在
學
校
、
此
而
不
曉
、
可
謂
不
知
禮
矣
。
別
紙
條
舉
於
後
。

【
書
き
下
し
】

避
諱
字
は
斷
じ
て
忽
せ
に
す
可
か
ら
ず
。

ひ

き

ゆ
る
が

前
代
の
諱
忌
は
繁
多
な
り
、
嫌
名
は
動
も
す
れ
ば
輒
ち
改
め
寫
す
。
國
朝
は
法
令
寛
大
な

き

き

や
や

す
な
は

り
、
應
に
避
く
べ
き
の
字
は
、
並
び
に
記
し
難
か
ら
ず
。
今
、
郷
曲
の
諸
生
、
屢
屢
觸
犯
す

し
ば
し
ば

る
を
見
る
は
、
大
い
に
可
な
ら
ざ
る
な
り
。
至
聖
先
師
の
諱
、
動
も
す
れ
ば
輒
ち
用
入
す

い
み
な

や
や

す
な
は

る
に
至
り
て
は
、
尤
も
怪
詫
す
可
し
。
特
だ
に
式
に
違
ひ
て
自
ら
誤
る
の
み
な
ら
ず
、
且

く
わ
い

た

た

つ
身
、
學
校
に
在
る
も
、
此
に
し
て
曉
ら
か
な
ら
ざ
る
は
、
禮
を
知
ら
ず
と
謂
ふ
可
し
。
別

あ
き

紙
に
て
後
に
條
舉
す
。

【
註
】

○
嫌
名

人
の
姓
名
の
発
音
と
近
く
て
ま
ぎ
ら
わ
し
い
字
。

○
至
聖
先
師

孔
子
の
諡
号
。

○
別
紙
に
て
後
に
條
舉
す

本
篇
に
避
諱
字
に
つ
い
て
述
べ
た
「
敬
避
字
第
五
」
が
あ
る
こ
と
を

い
う
。

【
通
釈
】

避
諱
字
は
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

前
代
の
諱
忌
は
多
種
複
雑
で
あ
り
、
嫌
名
は
つ
ね
に
改
め
て
書
く
。
清
朝
は
法
令
が
寛
大
で

あ
り
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
字
は
、
記
憶
し
に
く
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
今
、
片
田
舎

の
学
生
た
ち
が
し
ば
し
ば
禁
令
を
犯
し
て
（
避
諱
字
を
書
い
て
）
い
る
の
を
見
か
け
る
が
、

こ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
よ
く
な
い
。
至
聖
先
師
〔
孔
子
〕
の
諱
を
つ
ね
に
（
答
案
に
書
き
）
入

れ
る
の
は
、
と
り
わ
け
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
規
定
に
違
反
し
、
み
づ
か
ら
誤
る
だ
け
で

な
く
、
な
お
か
つ
学
校
に
在
籍
し
て
お
り
な
が
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
は
、

礼
儀
を
知
ら
な
い
と
い
え
る
。
別
紙
で
後
に
条
挙
す
る
。
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